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序文

本書、 『大阪市埋蔵文化財発掘調査報告-2001・2002年度-jは1996年度より刊行を開

始した同シリーズの第5冊目となる O これは、各年度に行ったおもに民間の開発による調査

成果を速やかに公表することを目的としたものである O

大阪市内にはいたるところに先人の足跡が残されており、発掘調査は毎日のように各地で

行われている。日々蓄積される調査成果をできる限り速やかに公表し、共有の財産にしてい

くことは、調査に携わる我々の責務であるO 歴史の解明のためには個々の調査だけでは不足

であるが、本書の積み重ねにより、市域全体の歴史の解明の一助になれば幸いである。

最後に、発掘調査の実施から本報告書の刊行にいたるまで、数々のご協力をいただいた関

係各位の方々に、心より御礼申し上げる次第であるO

2003年6月

財団法人大阪市文化財協会

理事長 脇田 修;





仔1

一、本書は財団法人大阪市文化財協会が2000・2001年度に実施した各遺跡の発掘調査のうち、大阪市教育委員会との

委託契約によって実施した試掘立会調査の成果と、おもに民間事業者との委託契約によって実施した調査の成果を

まとめた報告書である。後者については、各調査の契約終了時にすでに個別の報告書として提出したものを再録し

たものである。

一、調査に係わる費用は、第I章表1に記した各調査の事業者の負担による。

一、発掘調査は、財団法人大阪市文化財協会調査課長京嶋覚の指揮のもと、小倉徹也 ・小田木富慈、美 ・黒田慶一 ・佐藤

隆・積山洋-高橋工 ・田中清美 ・平井和 ・平田洋司・藤田幸夫・松本啓子 ・村元健一 ・李陽j告の各学芸員が行った。

また、試掘立会調査については小倉が行った。各調査の担当者・期間 ・面積などは第I主主表lにまとめている。

一、本書の編集は2002年度に、報告書作成係長松尾信裕の指揮のもと、平田が行った。執筆は各調査の担当者が行い、

文責を末尾に記した。また、第I章第 l針jおよび英文目次は平田、第I章第2節は小倉が執筆した。

一、遺構 -遺物の写真の撮影はおもに各調査の担当者が行い、 一部を委託した。

一、発掘調査で得られた造物、その他の資料はすべて当協会が保管している。

一、発掘調査から本書の作成に係わる作業には補助員諸氏の協力を得た。深く感謝の意を表したい。



凡例

1、各調査次数に冠したローマ字は、その遺跡の略号を示す(例:r第E章山之内遺跡の調査第1~í'iYMOl- 13次調査」

のrYMJは山之内遺跡の略号)0遺構名の表記は、塀・柵(SA)、各種建物(SB)、溝(SD)、井戸(SE)、土墳(SK)、

柱穴・ピット (SP)、石垣(SW)、自然流路(NR)、その他の遺構(SX)の略号を冠した。ただし、形状を示す名称て、

表した方が具体的で理解しやすいばあいは、その名称を使用した例もある。遺構番号は、遺構の種類を示す略号に

続いて各調査次数ごとの通し番号を付し(例 :SDOl)、埋土と層序との関係が明らかなばあいは、検出層準の地層

番号を通し番号に冠した(例:第5層相当の滋=SD50l)。

2、本書における遺物-挿図の番号は、各報告ごとに付した。

3、本書で用いた方位には、磁北 ・座標北 ・真北の3種類がある。これらの区別は下記の指北記号によって示した。な

お、座標北については2001年度の調査については旧来の日本測地系(国土平面直角座標第VI系)によるが、 2002年

度の調査については旧来の日本測地系(国土平面直角座標第VI系)と世界測地系(国土平面直角座標第W系)に基づく

両者がある。どちらを使用したかは文中で記している。水準値はT.P値(東京湾平均海面値)で、本文・挿図中で

はrTP::!:OmJと表記した。

4、本書で用いた土器編年と器種名については、弥生土器は[佐原真1968、「近畿地方J: r弥生土器集成』本編2]に、

古墳~飛鳥時代の須恵器は[田辺昭三1966、「陶邑古窯右上群u .同1981、『須恵器大成.1]に、飛鳥・奈良時代の土

器は[奈良国立文化財研究所1976、『平城宮発掘調査報告jvn .同1978、『飛鳥・藤原宮発掘調査報告JII ]に従い、

煩雑を避けるために本文中では引用を割愛した。これら以外の文献に依拠したばあいはその都度明記した。

5、本書の地層断面図 柱状図で用いた岩相の基本パターンは[越哲済1995、[長原 瓜破遺跡発掘調査報告jVIII]のそ

れに準じて表現している。

6、註と引用・参考文献は各報告ごとに付した。

7、本報告書で使用する中・近世の時期区分については、大坂城跡 大坂城下町跡の調査成果をもとに下記の区分を採

用している。これは一般的な時代区分とは異なるが、記録に残る火災や築城に伴う大規模開発に対照しうる地層を

指標にして出土遺物を検討した結果得られたものであり、遺跡を解釈する上で設定した時

期区分である。

大坂本願寺期 本願寺創建(明応 5(1496)年)から焼亡(天正8(1580)年)まで

豊臣前期

豊臣後期

徳川期

大坂城三ノ丸築造開始(慶長 3(1598)年)まで

大坂夏ノ陣(慶長20(1615)年)まで

大坂夏ノ陣以降

GN 

磁北座標北真北
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図 版 日 次

YMOl-13次調査 12 NW02-6次調査

上:東壁地層断面 上古代の柱穴

中:調査区全景 中:近世の柱穴

下:SB301寵 下.近世の遺構全景

2 AS02-1次調査 13 OSOl-1次調査(一)

上:調査区南壁地層断面 上 大坂ノ陣の焼土と石垣

中:第3層内遺構検出状況 中 .石垣全景

下:第3層内遺構完掘状況 下石垣裏込め

3 RJ02-5次調査(一) 14 OSOl-1次調査(二)

上:SK02遺物出土状況 上:石垣西側に設置された石組

中:SK30 中.石垣と現代の敷地境界

下:遺構掘削後全景 下調査地北面の道路

4 RJ02-5次調査(二) 15 OS02-8次調査(一)

上 :SK01.02検出状況 上:調査地遠景

中:SK02掘削状況 中.第 l層上面検出状況

下:SK01遺物出土状況 下.第3z層基底面検出状況

5 SOOl-3次調査(一) 16 OS02-8次調査(二)

上:機械掘削時の風景 上号窯検出状況

中:SOOl検出状況 中:2号窯検出状況

下 SOOl断面 下:3号窯検出状況

6 SOOl-3次調査(二) 17 OS02-8次調査(三)

上 :SOOl-a 上 :4号窯検出状況

中 :SOOl-d 中 5号窯検出状況

下.調査区全景 下 :瓦積み ・暗渠遺構検出状況

7 NS01-1次調査(ー) 18 OS02-8次調査(四)

上北壁断面 19 OS02-12次調査

下:東壁断面 上:礎石と石組遺構の検出状況

8 NS01-1次調査(二) 中 :埋裂と石組遺構の検出状況

上:第2遺構検出面 下:調査終了状況

下:第2遺構検出面東部 20 OS02-29次調査

9 NS01ー 1次調査(三) 上:S0301検出状況

上:第 l遺構検出面 中:S0301完掘状況

下 :SE101 下 :S0301遺物出土状況

10 NW01-1次調査 21 OJ02-2次調査

上:調査区全景 上・徳川期遺構検出状況

下 :SP01 中 地山上面遺構検出状況

11 NW01-3次調査 下 地山上面遺構検出状況

上:調査区全景 22 OJ02-3次調査(一)

下:調査区東部地層堆積状況 上:地山上面遺構検出状況

中豊臣期遺構検出状況

下 :徳川期遺構検出状況

1lI 



23 OJ02-3次調査(二) 29 MSOl-26次調査(二)

上:SD201東半部 ヒ:SK201遺物出土状況

仁1:1: SD201西半部 中 :SK201断面

下 :SX101東半部 下:SK201完掘後

24 OJ02-3次調査(三) 30 MSOl-26次調査(三)

上 :SE301完掘状況 上:SE101遺物出土状況

下 SK202動物骨出土状況 中 :SE101井戸側検出状況

25 NX02-1次調査(一) 下:8 -10区土層土佐積状況

上.調査地遠景 31 MSOl-26次調査(四)

中:南壁断面 32 SP01-1次調査(ー)

下:SX10bii01検出状況 上調査地全景

26 NX02-1次調査(二) 中地層断面

上 :SW9aiii01検出状況 下:第6層上面検出遺構

中 :SX9ai01検出4犬j兄 33 SP01-1次調査(二)

下 :8bi層上面検出状況 上 SD01全景

27 NX02-1次調査(三) 中:SX01検出状況

上:SB8ai01の羽目板音[1の検出状況 下:第4層内踏込み検出状況

中:8ai層上面検出状況 34 SP02-1次調査

下:SX7i01・02、SA7i01検出状況 上 :調査地全景

28 MSOl-26次調査(一) 中:中世の溝SD601

上調査区全景 下 :出土した縄文土器

中 :3区弥生土器出土状況

下 2区東壁断面石庖丁出土状況
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第I章 2001・2002年度調査の概要

第 l節 2001・2002年度の調査

財団法人大阪市文化 財協会が実施した発掘調査は、 2001年度では受託件数で20件、調査面積で合

計約10，000m'、 2002年度では受託件数で36件、調査面積で合計約1l，000m'で、あった。

このうち本書に収録した調査報告は、民間事業を主とする発掘調査と、大阪市教育委員会から委託

を受けた試掘調査の結果である。 対象となる遺跡は13個所で、発掘調査は2001年度が8件、 2002年

度が10件、う ち試掘調査は2件である。 各調査の調査個所 ・期間などは表 lに、報告した調査の位置

は図 Iに示した。

おもな成果を概略すると 、 三宝寺跡伝承地では縄文時代中期末葉~後期前半の縄文土器が出土した

表 l 本書所収2001・2002年度調査一覧表

昨号 遺跡名 調査次数 調査の原因 調査の種類 部l査個所 調査期間 面積1m')調査担当者 H買

l船出遺跡 FD02-1 大阪市による建設工事 試掘調査 雛i庄中3丁目8-1、2 2003iド2月27日 ※4 小倉徹也 3 

2難波貝層遺跡 NK02-1 大阪市による建設工事 。 難波'1'1丁目15-15他 2003年3月6日 ※3 小倉徹也 4 

3山之内遺跡 YMOI-13 大加土木による建設工事 発掘割査 住吉区山之内3丁目17 2001年10月9日-15日 35 高橋工 5 

山之内3公園

4阿倍野筋商遺跡 AS02ーl 有限会社ワイズケイによる建設工事 。 阿倍野区阿倍野筋5丁目9-322002年5月913-15日 33 村光健 9 

5伶人町遺跡 RJ02-5 宗教法人一心寺による建設工事 。 天王寺区逸坂1丁目77、81 2002iドl月21日-2月25日 105 藤田幸夫 13 

6細工谷逃跡 SDOI-3 近鉄不動産株式会社新星和不動産 発掘調査 天王寺区筆ケ崎町87の一部、 2002年l月21日-2月19日 170 有i山洋 17 

株式会社による建設工事 15の一部

7難波京朱雀大路跡 NS01-l 大阪市住宅供給公村による建設工事 。 天王寺区北山町41-1 2001年4月2日-26日 125 佐藤隆 21 

8難波宮跡 NW01-l 中道不動産株式会社による建設工事 。 中央区上町1丁目22-25他 2001if-4月20日-5月8日 100 李陽浩 25 

9 ク NWOI-3 山口興産株式会社による建設工事 イシ 中央区馬場町I丁目 2001年6月4日-7月2日 120 李陽1告 28 

10 。 NW02-6 ア パンライフ株式会社による イシ 中央区安堂寺町l丁目45ーl、 2002年7月29日-8月6日 50 有¥111洋 33 

建設工事 2、4、龍造寺町Tl丁目41-1

11大坂城跡 OSOI-1 株式会制日経プレステ ジによる ク 中央区石問2丁目17 2001 年4月9日-27日 164 松本啓子 37 

建設工事

12 ペシ OS02-8 大阪市教育委員会による建設工事 。 中央区和泉町1丁目1-31 2002年4月23日-7月6日 530 小企徹也 49 

Wi大江小学校 宮本佐知子

小田木富慈美

田中清美

13 。 OS02-12 大地建設株式会社による建設工事 イシ 中央区東高麗橋27-2、28-2 2002年6月17日-27日 39平井手fI 75 

14 。 OS02-29 日本パナシ一株式会社による建設工事 。 中央区上本町西2丁目6-1他 2003年3月3日-10日 25平井和 79 

15大坂城下町跡 OJ02-2 三甲リース株式会相による建設工事 。 中央区本町2丁目21ーl 2002年7月5日-8月1日 134 平井布l 83 

16 。 OJ02-3 船場瓦町建設工事 ク 中央区瓦町1丁目19-1 2002"'9月17日-11月18日 300 平井和 90 

]7中之島6丁目 NX02-] 味の素株式会社による建設工事 4シ 北区中之島6丁目1-1他 2002年8月1日-]0月3日 298 小倉徹也 99 

所在遺跡

]8森小路遺跡 MSOI-26 大阪市交通局による建設工事 。 旭区新森5-7丁目地先 2002年3月I日-4月]9日 250 黒田康一 ] 19 

]9三宝寺跡伝承地 SPOlーI 大阪市交通局による建設工事 4シ 東淀川区瑞光3丁目 2001年]0月22日-]]月l日 50平田洋司 ]27 

20 イシ SP02-1 学校法人大阪経済大学による 。 東淀川区大隅2丁目4、4-4、5 2002年4月]5日-5月24日 355 松本啓子 131 

建設工事 -2、2-2の一部、瑞光3丁目

83-2、84-2、148-2

※は試掘械の数

1
i
 



第I章 2001・2002年度調査の概要

(SP02-1次調査)。伶人町遺跡では鎌倉~室町時代の井戸 ・土墳などが検出された(RJ02-5次調査)。

大坂城跡では豊臣期の瓦窯および日本で初めての木製瓦箔が検出された(OS02-8次調査)。中之島

6丁目所在遺跡では蔵屋敷に係わる舟入の石垣などを検出した(NX02-1次調査)。

(平田洋司)
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1 : 100，000 

図l 各調査地点の位置(網は埋蔵文化財包蔵地、大阪市教育委員会『大阪市文化財地図』平成13年4月版より)
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第2節試掘立会調査の概要

1)FD02-1次調査

2003年2月27日に行った船出遺跡の試掘調査である(図 1)。敷地内の4個所でGL-3 mまでの地

層の観察を行った(図2・3)00層は現代の盛土層である。l層は褐灰色ないし黄灰色の細~中喋混

り中~極粗粒砂からなる作土層および、黒灰色ないし灰白色の細~中喋混り粗~極粗粒砂からなる盛

土層である。試掘墳 1 ~ 3 で、肥前磁器や京・信楽系陶器などが出土した。 2 層は褐灰色のシルト~

細粒砂 ・細喋混り極粗~中粒砂からなる作土層である。試掘旗2で、瓦器片と須恵器片が出土した。

3層は淘汰の良い、水平葉理の発達する海浜成層である。今回の調査では、作土層によって撹乱を受

けており、生活面を確認することはできなかった。 (小倉徹也)

• • 
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図2 試掘墳の配置
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図3 各試掘墳の地質柱状図
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第I章 2001・2002年度調査の概要

2 )NK02-1次調査

2003年3月6日に行った難波貝層遺跡の試掘調査である(図 1) 0 敷地内の3個所でGL-3mまで

の地層の観察を行った(図2・3)00層は近 ・現代の盛土層である。 1層は主として灰褐色ないし暗

灰色のシルト~細粒砂・細喋混り粗~中粒砂からなる作土層および、シルトの偽礁を含む暗灰色の中

~粗粒砂からなる盛土層である。試掘墳3でGL-1.95mの作土層から、古代から中世と考えられる

土師器片が出土した。 2層は淘汰の良い、水平葉理の発達する海浜成層である。試掘墳lではGL

1.95~2 .60mで東側へ傾く斜交葉理がみられた。今回の調査では、作土層によって撹乱を受けており、

生活面を確認することはできなかった。 (小倉徹也)
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第E章 山之内遺跡の調査

第l節 YMOl-13次調査(図版1)

1 )調査にいたる経緯と経過(図 1) 

山之内遺跡は大阪市の中央部を南北に延びる上町台地の基部に位置している。旧石器時代から近世

にいたる複合遺跡であるが、特に遺跡南西部では弥生時代と古墳時代中期~奈良時代の建物跡などが

多数発見されており、同時代の居住地が展開していたものと考えられる。この地域内において大加土

木による建設工事が計画されたため、財団法人大阪市文化財協会は大阪市教育委員会の委託を受け、

当該地点の埋蔵文化財の有無を確認するべく 2002年9月18日に試掘調査を行った。この結果、地表

下浅くに飛鳥時代の遺物包含層が遺存していることが判明し、建設工事による破壊を免れ得ないこと

から発掘調査を行うこととなった。

掘削は現代の盛土を重機によって除去したほかはすべて人力によった。調査および報告書に用いた

方位は磁北を示している。

2 )調査の結果

i )層序(図2) 

図l 調査地位置図

5-

1.YM81-6 

2 .YM81-6 
3.YM81-6 
4 .YM97-6 

5.YM88-21 
6.YM81-3 
7.YM90-29 

8.YM99-33 
9 .YM95-8 
lO.YM91ー 11
11.YM85-40 

12.YM83-41 
13.YM86-23 

14.YM82-45 
15.YM87-12 

16.YM89-15 
17.YM90-19 
18.YM87-9 
19.YM91-17 

20.YM92-4 

21.YM82-30 
22.YM88-36 

23.YM83-33 
24.YM86-60 

25.YM99-32 



第E章 山之内遺跡の調査

調査地の標高はTP+ l 1.4mで、層厚約30cmの現代の整地層を除去すると、地表下約30~50cmで、地

山となり、その聞に 3層の地層が存在した(図 2)。

第l層 :暗灰黄色細粒砂からなる現代耕土である。層厚は最大で20cmである。

第2層:褐色細粒砂からなり、下位の地山に由来する偽礁が混る。層厚は最大で'lOcmほどである。

ガラス片などを含むことから、現代のものであり、第 l層の床土である可能性が高い。

第3層 :暗褐色細粒砂混り粘土質シルトからなる。竪穴住居S8301の埋土である。土師器 ・須恵器

を含む。

ii)遺構と遺物

a.古墳時代の遺構(図2・3) 

S8301 調査区の南東で発見された竪穴住居で、平面形は方形とみられる。調査区内で検出された

のは住居の中心から北西側の一辺までの部分で、全体のほぼ4分の lに当ると恩われる(図2)。竪穴

部分の深さは0.15mで、埋土は第3層である。埋土断面を検討しても貼床に相当する地層はみられな

かった。埋土を除去すると、

2個の柱穴と、北西辺の中央

部で竃が検出された。竃本体

は暗褐色シルト質粘土で構築

され、馬蹄形に潰れた状態

で+食出された。

これを除去すると地山上で
r ， 

OP: 

凶F百

ωrπ 
+dl 。 3m 

1 : 100 

E二ニニヰニニニヨ
1 : 20 

4 褐色細粒砂~シルトと灰色シルトの混合土

5 :暗褐色シルト質粘土

6 にぶい赤褐色シルト質粘土(熱による赤変)

図2 遺構平面図 ・地層断面模式図

二
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ヨ
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a'TP土11.0m
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幅1.2m、奥行き1.0m、深さ

O.lmほどの凹みが現れた。

この凹みの中に竃が構築され

たものと考えられる。底面は

熱によって赤く変色してい

た。崩落した竃本体の土に

混って須恵器杯葦1・杯身2

や土師器高杯の脚部などが出

土した(図3)。須曹、器は難波

E新段階[佐藤隆2000Jに属

する。竃背面から住居北西方

向の外部に向って、幅約0.3

m、深さ約O.lmの溝が約0.6

m延びてお り、竃からの煙出

しの溝と考えられた。熱によ

る底面の赤変は煙出し部分に
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ヨ



は及んで、いなかった。北東側柱穴の平面形は楕円形で、長径は約O.4m、

深さは約O.5mで、あった。柱痕跡は直径O.lmで、柱穴底部には 6~7 個

の円離が桐密に置かれていた。円喋群は柱の沈下を防ぐためのものと考

えられる。柱穴聞の間隔は2.4mで、ある。柱聞の中央から竪穴部北西の隅

付近まで、の距離は3.2mで、これを参考にすると、 竪穴部の一辺が6.4m

で、内部に4本の柱が立つ竪穴住居が復元される。この竪穴住居の年代

は須恵器1 ・ 2の形態から 6 世紀後葉~7 世紀初頭と考えられる。

b.近世以降の遺構(図2) 

月ヘ
~~Lノ2
o0cm 
トー「ー一「

1 :4 

図3 SB301出土遺物

SX103~ 105 調査区北西隅付近の、第 1. 2層基底面で検出された土墳状の遺構で、いずれも深

さO.2mほどである。埋土には陶磁器が含まれ、遺構の年代は近世以降に下る。

3 )まとめ

今回の調査は小規模であったにもかかわらず、 6 世紀後葉~7世紀初頭の竪穴住居を検出すること

ができた。山之内遺跡南西部の]R阪和線以西の地域では、古墳時代から飛鳥・ 奈良時代の建物跡が

多数検出されている。本調査地の北側ではYM95-8・99-32次調査で、西側でもYM83-41・93-

33次で飛鳥 ・奈良時代の建物跡が発見されている。しかし、今までに発見されている竪穴住居はすべ

て古墳時代のもので、飛鳥時代以降の例はなかった。今回検出した竪穴住居は 7世紀初頭に下る可能

性もあり、山之内遺跡の竪穴式住居では最も新しい一群に属することは間違いない。古代の住居は竪

穴住居から掘立柱建物へという変化で捉えがちであるが、掘立柱建物が主流を占める時代にあっても

少数ながら竪穴住居が併用されたことは今回の調査からも明らかで、用途による使い分けを考える必

要があろう。

参考文献

佐藤隆2000、「古代難波地域の土器様相とその史的背景J:大阪市文化財協会編『難波宮祉の研究』第十一、

pp.253-265 
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(高橋工)





第皿章 阿倍野筋南遺跡の調査

第1節 AS02-1次調査(図版2) 

1 )調査にいたる経緯と経過(図 1. 2) 

大阪市阿倍野区に所在する阿倍野筋南遺跡は、古墳時代前期の集落遺跡として知られる。 過去に行

われた調査では、竪穴住居や大型の総柱建物などが確認されている[大阪市文化財協会1999J。また、

近年では、かつて調査が集中した阿倍野筋の西側だけでなく、東側でも同時期の遺構が検出され、集

落の拡がりについて新たな知見が得られている。

今回、発掘調査が行われた地点は遺跡指定範囲の南端に位置する(図 1)。調査に先立つて行われた

試掘調査では、現代盛土以下に包含層が良好に遺存していることが明らかとなり、古代にさかのぼる

可能性がある地層と、地山上で小型ピットが確認された。建物の基礎工事が地山に達することから、

協議の結果、調査を行うことになった(図2)。

1 : 5000 

図I 調査地周辺図

調査は2002年5月9日より開始した。遺物包含層の可

能性がある第3層の直上までを重機を用いて掘削し、以

下は人力で掘削して、遺構の検出および遺物の採集に努

めた。その結果、試掘で確認された時期不明の暗色帯の

層内から数基のピッ トを検出した。調査は5月15日に終

了し、同日中にフェンス、器材の撤去を含むすべての作

業を終えた。

なお、本報告で用いる方位は磁北を指している。
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図2 トレンチ配置図
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第 1節 AS02-1次調査

2 )調査の結果

i )層序(図3) 

第l層:現代整地層の直下で確認された現代作土層である。調査区の西側では削平されて遺存しな

かった。

第2a層 :シルト混りオリーブ褐色中粒砂からなる作土層であり、層厚はlOcmあった。第l層と同

様に、西側では削平されていた。遺物は出土しなかったが、層相から近世のものと判断される。

第2b層:褐色シルト質中粒砂からなる作土層であり、層厚はlOcmで、あった。上面には乾痕が確認

できた。本層から出土する遺物には陶磁器が含まれず、瓦器が含まれることから、中世の作土層と判

断される。

第3層:調査区の全域にみられる粗粒砂混り暗褐色シルト層で、やや暗色化した古土壌である。層

厚は最大で'20cmあり、下面は植物擾乱などにより大きく乱れていた。遺物は土師器の細片が数点出土

したのみであるが、遺物に須恵器が含まれないこと、付近の調査結果から推測すると、古墳時代前期

の地層である可能性がある。本層内でピットと杭痕を検出した。

第4層 :調査区の全面に分布する粗粒砂混り褐色シルト層で、層厚はlOcmあった。上層の第3層か

らの擾乱により大きく乱されている。遺物はまったく出土せず、地層の年代を特定するにはいたらな

かった。

第5層 :粗粒砂混り明褐色粘土層で、本調査区の地山である。

ii)遺構(図3) 

遺構の検出はすべて第5層上面で行ったが、検出した遺構は、第3層内の遺構である。

ピットは大きさからほぼ2種に大別することができる。一つは直径lOcmほどの小型のもので、調査

区の全域に分布する。断面を観察したところ、地表から斜めに鋭く打込まれており、杭の痕跡と判断

した。

もう一つは直径30cmほどの円形のもので、調査区の西半分で検出された。柱の痕跡を確認できたも

のはなかったが、いずれも 5cm大の偽礁で、埋戻されている。 SP310.312・313は南北に組合う可能

性があるが東西には展開せず、組合ったとしても建物ではなく、柵になると思われる。

以上のピットは、いずれも第3層を埋土とするものであるが、遺構の切合いから、まず後者のやや

大きなピットが掘られ、その後に杭が打込まれていたことが判明した。

また、調査区の東部では、同じく第3層を埋土とする不定形な落込みを検出したが、下層に複雑に

潜り込む状態から、人為的なものではなく、植物による擾乱と判断した。

調査区の西側で、は幅20cmの細い溝を検出した。溝は人為的に埋められたものではなく、自然に埋没

したものと思われるが、用途などは不明である。

3 )まとめ

今回の調査では、中世の地層である第2b層以降、この地が耕作地として使用されていた状況が明ら

かになった。それ以前の状況については、第3層の年代によって評価が異なるものと思われる。
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第田章 阿倍野筋南遺跡、の調査

本調査地とは阿倍野筋を挟んで西向いに位置するAS96-7次調査地でも、今回の調査結果ときわめ

て似た地層の堆積状況が確認されているが、本調査地の第3層に相当する地層は、作土層と報告され

ており、やや土地の利用状況が異なるものと思われる[大阪市文化財協会1997J。本調査地では第3

層に伴う遺構はピットや植物の擾乱による不定形な落込みのみである。 この結果から想定すると、第

3層の時期は、未だ本格的な開発は行われていないが、人が土地に働きかけた最初の時期に当ると思

われる。仮にこの第3層が古墳時代前期に相当するとしても、遺物の出土量がきわめて少ないことを

考えれば、遺構の存続時間は短いものであ り、北方300mに中心がある集落の縁辺部に当ると思われ

る。

中世以降は、耕作地として利用されたようであり、地層に包含される遺物量も多くなる。以後、耕

作地として現代に及び、その後、住宅地となっていたことが判明した。このような土地利用の状況は、

周囲の調査結果と一致するものである。

今回の調査では、第3層に伴う遺構の調査が焦点となったが、その時期を特定することはできなかっ

た。しかし、本調査地の知見によれば、周辺でも本層は後世の削平を受けることなく良好に遺存して

いるものと思われ、今後、周囲での調査でも重要な調査対象になるものと思われる。遺跡、南方の調査

事例は少ないが遺構の分布が周辺に及んでいたことが改めて確認されたことは今回の調査の最大の成

果であろう。

(村元健一)

参考文献

大阪市文化財協会1997，r近畿財務局による阿倍野第二住宅新築工事に伴う阿倍野筋遺跡発掘調査(AS96-7)略報J
大阪市文化財協会1999、『阿倍野筋遺跡発掘調査報告j
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第W章 伶人町遺跡の調査

第 1節 R]02-5次調査(図版3・4) 

1 )調査にいたる経緯と経過(図 1・2) 

調査地は四天王寺の西方で一心寺の北方に当る(図 1)02002年12月に試掘調査を実施したところ、

中世にさかのぼると思われる遺構が検出された。このため2003年 1月21日より、本調査を実施した。

調査は江戸時代後期以降の盛土層を重機で掘削し、それ以下を人力で掘削した。後述する ように、基

本的には江戸時代後期以降の盛土層以下は地山であるため、機械掘削後は地山面上面での精査となっ

た。

2 )調査の結果

i )層序(図3) 

第O層 第 2次世界大戦時の焼瓦を多く含む層、およびそれ以降の盛土層である。

第 l層 黒色シルト層で、江戸時代後期以降の盛土層である。

第 2層 灰色粘土層で調査地の東側の一部で認められる。後述のSK01・02の埋土である。

第3層 燈色細粒砂層で地山である。

ii)遺構と遺物(図4・図5) 

検出した遺構は2時期に分けられる。 一つは江戸時代後期で、井戸 ・土墳などがある。すべてが同

時に存在したのでなく、江戸時代後期全般にわたって構築されたものであろう。
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もう一つは14世紀を中心とする中

世の遺構群である。これらの遺構に

は、 4基の井戸と 3基の土墳があ

る。

SE01は調査区西部で検出した直径

約1.2mの円形の井戸で、ある。埋土は

後述のSE11. 08と同様で地山偽礁

を含む黒色シルト層であるが、他の

井戸に比べて地山偽礁が多くみられ

た。

SE08は直径約O.8mの円形の井戸

である。埋土はSE11と同様に地山偽

礁を含む黒色シルト層である。口径

約9.6cmの土師器皿8が出土した。こ

の皿は、外面をユピオサエで成形し

ている。

SE11は直径約O.7mの円形の井戸

で、 SK02を切って構築されている。

埋土は桂色細粒砂の地山偽礁を含む

黒色シルト層である。埋土中の地山

偽礁は、下部にいくにしたがい増加

している。埋土中から丸・平瓦や土

師器皿 ・羽釜(図5-13)などが出土

した。土師器羽釜13は口径が16.4

cm、残存器高は11.8cmで、体部外面
5mlJ 

1 : 100 はケズリ、内面はナデ調整してい

る。また、体部外面全体に煤が付着

。
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図5 出土遺物 (1 ~ 7、9~ 12: SK01、8: SE08、13: SEll) 

している。また、口縁部の下部に小孔が、外面から内面に向かつて斜め下方に3個所認められる。

SE14は上部は円形であったが、下部は約O.6m四方の方形で、ある。この井戸はSK01の底部で検出

したもので、埋土はSK01と同じく灰色粘土であった。検出面から約 2mまで掘削したのみであるの

で、深さや最下部の構造は不明で、ある。SE11・08. 01は、ともに底部まで確認していないので、井

戸側 ・井戸側等の構造については不明である。それぞれ埋土中の出土遺物には平瓦・丸瓦が多いが、

図で示したように土師器皿なども出土している。

SK30は調査地西端部で検出した東西約1.5m、南北約2.3mの方形の土墳で、ある。深さは約O.2mで、

あるO 平面は整った隅丸方形で、壁面は急な傾斜をもち底面は水平である。内部は地山偽礁である樫

色細粒砂を含む黄褐色シルトで埋戻されており 、土師器皿 ・瓦器椀 ・瓦の細片が出土した。

黄褐色シルトは樫色細粒砂の上部に堆積する地山層と考えられることから、この遺構の掘込み面は

現状より上部にあったと想定される。したがって、土墳の上部は削平されており、本来は現状より深

いものである。SK30の性格については、整った平面形や垂直に近い壁面、水平な底面という特徴か

ら特別な用途の遺構とも考えられるが、明らかにできなかった。

SK01は調査地東側で検出した。上部では隣接するSK02と一体であったが、下部では分離した。埋

土の上部は灰色シルト~粘土層で、下部は灰色粘土層となり、最下部は非常に粘性が強い。この土墳

の下からSE14を検出した。埋土上部から石製五輪塔の水輪部が出土した(図版3上)。 その大きさは

直径約29cm、高さ約23cmで、ある。

中層や下層からは土師器皿・羽釜、瓦質土器羽釜、輸入青磁 ・白磁、瓦などが出土した。特に多く

出土したのは土師器皿で、完形で数個まとまって出土する状況が認められた。このような出土状態は、

土墳の下部まで数回にわたってみられた。下面検出の井戸SE14では、このような遺物の出土状況は

みられなかった。
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第W章伶人町遺跡の調査

図5の1~7は土師器皿で、口径8.2cm ~9 .9cmで、外面はユピオサエで成形している 。 土師器羽釜12は、

口径23.8cm、残存器高18.0cm、体部外面はケズリ、内面はハケおよびナデ調整している。また、体部

外面の全体に煤が付着している。 11は瓦質土器の片口鉢で口径26.0cm、器高9.9cmを測る。

SK02はSK01の東北部に接するかたちで検出した。埋土はSK01と同じく上部が灰色粘土~シルト

層で、下部は灰色粘土層である。下部になるにしたがい粘性が強くなること、土師器皿が多く出土す

ることもSK01と同様で、ある。土師器皿は完形のものが多く、数面にわたって複数かたまって出土す

るという状況もまったく同様である。土師器皿以外の遺物としては、瓦器椀・瓦 ・瓦質土器羽釜など

カfある。

3 )まとめ

SK01・02の埋土である灰色粘土は、人為的に埋戻したものでなく、自然に堆積したものと思われ

る。このことから、 SK01・02は池状の施設で、徐々に泥が堆積して埋没したのではないかと推定さ

れる。先にSK30で述べたとおり、この池状の施設は上面を削平されており、築造当初は検出時より

深かったと想定される。

今回の調査では、中世の井戸・土墳を検出したことが注目される。前にも述べたように、土境

SK01・02は池と想定されるが、この遺構を理解する上で、調査地周辺に四天王寺 ・一心寺が立地す

ることが重要な意義をもっと考えられる。なぜなら、出土した土師器皿は、池が埋没していく過程で

投棄または納められたと考えられるからである。

すなわち、この池は宗教儀礼を執り行う場所であり、土師器皿はその儀礼に使用されたと推定され

る。その当否については、今後の調査に期待するところ大である。

いずれにしても、今後、本調査地周辺での調査が注目されるところである。

(藤田幸夫)
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第V章細工谷遺跡、の調査

第 l節 SDOl-3次調査(図版5・6) 

1 )調査にいたる経緯と経過(図 1・2) 

当該地は、南北に延びる上町台地から東に張出した舌状尾根に位置する広大な敷地である。1997年、

この尾根の南西の小谷にて古墳時代から平安時代にいたる遺構・遺物が多数発見され、特に飛鳥・奈

良時代には和同開弥の枝銭や「百済尼寺」と復元される墨書土器が見つかり、注目を集めた[大阪市文

化財協会1999]。

今回、当該地では大規模な開発が予定されたため、 2001年10月11日、 5個所にて試掘を行い、同

年11月1日には遺構の存在が予想された北東部にて、東西約20mのトレンチによる再試掘が実施さ

れた。その結果、遺構の存在が確認され、本調査を実施することとなった。調査開始後まもなく、試

掘で確認された遺構が南北方向の溝であることが明らかとなり、道路側溝跡である可能性も想定され

たため、関係者間の協議を経て、西側に調査範囲を拡張した。拡張部分の調査費用は当年度の市内埋

蔵文化財緊急発掘調査経費を充てた。

なお、本調査の対象にならなかった敷地南半部については、 2002年2月12日、あらためて6個所

にて試掘を実施し、遺構や遺物包含層はすでに失われていることが確認されている。

2 )調査の結果

~， ~ 5，~~ 

図l 調査地位置図(1:10000) 図2 調査区配置図
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第V章 細工谷遺跡の調査

i )層序

今回調査地では、古代 ・中世などの遺物包含層はほとんと守残っておらず、重機で近現代の地層を除

去すると、ただちに地山である上町層に達した。上町層は黄褐色系の砂喋 ・シルトであり、旧地表面

はすでに一定の削平を受けたとみられる。

ii)遺構と遺物(図 3・4) 

見つかった遺構は、調査地西部の南北溝8D01 である 。 幅 1.2~l.5m、深さO.5m程度で、方向は北

でやや東に傾いていた。溝底のレベルから水流は北向きであったことがわかる。この溝は少なくとも

5時期に分層できたので、層位ごとに掘り分けて調査を進めた(図3)08D01-d . eは溝内下層の e. 

d両層が堆積した時期であり、もとの溝の姿にもっとも近いものである。その後、 C層から a層へと

堆積が進み、次第に埋っていくようすがうかがえた。 C 層~ a 層は層相が非常に類似しており、さほ

ど時間差はないとみられる。古代の須恵器1・土師器・格子タタキで整形した平瓦2.瓦器椀などの細

片が各層から出土したほか、 d層から中国製白磁3、C層から瓦質土器羽釜4などが出土している。白

磁3は口縁の玉禄が小さく、 11世紀前後のものとみられる。口縁が内傾して立上がる羽釜4は14世紀
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前後とみられる。

なお、 S001の西側で、並行する南北溝跡が見つかる可

能性が考えられたが、精査の結果、そのような遺構は見

人 | d 
一:刀

図4 出土遺物

つからなかった。
。

1 :4 

3 )まとめ

先述したように、細工谷遺跡は百済王氏に係わる飛鳥・奈良時代の遺跡[大阪市文化財協会1999]

として知られており、今回の調査でも古代の遺物が少なからず出土した。よって細工谷を望む高台で

あるこの一帯にも、もとは柱穴などの遺構が存在したが、後世の削平で失われてしまったという可能

性が想定される。そして平安時代後期頃から中世にかけて、南北溝がこの地に掘られ、次第に埋って

いくようすが知られた。上町台地一帯の中世の遺跡としては四天王寺が著名であるが、ほかにも点々

と瓦などの出土が知られている。細工谷遺跡が中世に及ぶ複合遺跡であることが明らかとなったこと

は、中世の上町台地の歴史を探る上で、新たな資料が得られたわけであり、その点が本調査の最大の

成果であったといえる。

(積山洋)

ヲ|用・参考文献

大阪市文化財協会1999、『細工谷遺跡発掘調査報告JI
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第VI章 難波京朱雀大路跡の調査

第 1節 NSOl-1次調査(図版7~ 9) 

1 )調査にいたる経緯と経過(図1) 

本調査地は 7 ~ 8 世紀において難波京朱雀大路が存在したと考えられている地点である 。 北方には

細工谷遺跡があり、 SD96-1・97-1次の調査では和同開弥の枝銭や「百済尼寺」の存在を示す墨書

土器・瓦などが出土して注目を集めた。今回、建設工事が計画されたため、それに先立つて2001年

l月30日に試掘調査を行ったところ古代の可能性がある地層や遺物が見つかったため、発掘調査を行

うこととなった。

調査は2001年4月2日に開始した。表土は重機により掘削し、以下は基本的に人力によって掘削

を行った。ただし、後述する第2層は遺物をほとんど含まず土量も多かったため、重機によって大部

分を掘削した。遺構検出 ・写真撮影 ・実測などの記録作業は第l層の基底面と第2層の基底面で、行っ

た。それぞれ第 l遺構検出面 ・第2遺構検出面とする。さらに地層確認用に一部を掘下げたところ、

第4層から貝化石が見つかったため、土壌サンプルを採取した。現場における作業は埋戻しを含めて

4月25日に終了し、現場事務所などの撤去完了は翌26日である O なお、図中に記した座標値は日本

測地系による国土平面直角座標第百系である。

2 )調査の結果

i )層序と遺物(図2) 

本調査地の層序は以下のとおりである。

第0層 :現代の撹乱層である。

第l層 :浅黄~明黄褐色の極細~粗粒砂からな

る偽喋層である。本層の大部分は撹乱によって失

われていた。今回の調査では本層から遺物は出土

しなかったが、試掘時には土師器・須恵器片がみ

られたとのことである。

第2層 :上部には変色した部分があり、黄褐~

暗灰黄色を呈しているが、それ以外の部分は灰~

暗緑灰色シルト・粗粒砂混り細粒砂である。第l

遺構検出面のベースである。不定形の凹みが全域

21 
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調査区北壁 ・東壁断面図(番号は本文の第O層)図2

顕著なことから、現状では地層として存在しないが上位に水の溜まった状態が一定期間あったことが

想定できる。出土遺物はきわめて少なく、土器の細片・加工木片・種が出土した。土器片は磨滅して

おり、古代以前のものとは思われるが、詳細な年代は不明で、ある。

第3層 :緑灰~明黄褐色の極細粒砂混り粗粒砂~粗粒砂混り細粒砂からなる地山層である。調査区
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東半部に存在し、第2遺構検出面を形成する。



第l節 NS01-1次調査

第4層 :灰~暗オリ ーブ灰色の貝化石を含む海成粘土層である。建設工事のためのボーリ ングデー

タによれば10m前後の層厚がある。 Ma12の可能性がある。西半部では第3層が失われていたため、

第2層の直下にある。東半部の第3層とともに第2遺構検出面を形成する。上面には生痕がみられる。

ii)検出遺構(図3・4) 

第2遺構検出面 東端部のみにおいて地山が高く残っており、それ以外の部分は約O.9mほど落込

んでいた。落込みの埋土は第2層であり、西半部では第3層が失われて第4層が露出していた。この

落込みがどのようにして形成されたかは不明であるが、人為的なものではなかろう 。第3層の表面は

風化して凹凸が顕著で、あり、 一定期間この落込みの面が露出していたことを示しているO 落込みの埋

没状況については、第2・3層の所見から以下のような解釈が可能である。

まず、第2層は粘土の偽礁を含みラミナがみえないものの、均質であまり擾乱を受けた痕跡がない

ことから、人為的な客土ではないと考えられる。第3層は西半部では失われていたが、よく観察する

と第2層の基底部付近に偽礁があり、洪水などの急激な力によって削りとられた可能性が高い。その

際に、より上流から運ばれて来た土砂の堆積が第2層と考えられる。
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図4 SE10l断面図

北

TP+12.5m 

11.5m 

2m 

第 1遺構検出面 井戸2基と土墳l基

のほかに、全域において不整形の凹みが

みられた。

井戸はSE101・102である。SE101は

検出面で直径2.0mで、深さは1.8mで、あ

る。埋土は最上部が客土で、以下は水成

層である。井戸瓦が多く出土したため、

井戸側として用いられていたと考えられ

る。遺物は井戸瓦のほかに陶磁器や丸平

瓦の細片などが出土した。詳細な年代は不明であるが、井戸瓦の凸面に刺突がなく、江戸時代末期に

は下らないものと考えられる。SE102は土師器細片がみられたのみで年代や井戸側の状況についての

手がかりはほとんどなかった。

3 )まとめ

今回の調査では、残念ながら期待された難波京朱雀大路の痕跡は検出できなかった。上述した第2

遺構検出面の落込みについては、埋没の年代や状況については検討すべき課題を残している。第4層

はMa12の可能性がある海成粘土であり 、上町台地の形成を知る上での重要な資料となるであろう。

サンプルとして持ち帰った土壌については貝類の同定も含めて目下分析中であり、その結果について

は機会をあらためて公表する予定である。

(佐藤隆)
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第四章難波宮跡の調査

第 1節 NWOl-1次調査(図版10)

1 )調査にいたる経緯と経過(図 1) 

本調査地は難波宮跡公園の南方約200m、前

期難波宮「朱雀門Jの南西約150mに位置する(図

1)。現在想定されている難波宮の中軸線は、

本調査地の東約100mを通っている O

本調査地から道路を挟んだ、南側のNW170次

調査では、前期難波宮の時期と思われる南北棟

の建物跡が見つかっており、その他にも周辺で

は難波宮期の建物跡が見つかっている。

調査は2001年4月20日から開始した。調査

に先立つて表土および近・現代層を重機により

掘削し、地山上面で遺構検出を行った。 5月8

日にすべての作業を終了した。なお、本調査で

使用した座標は日本測地系による国土平面直角

座標第VI系に基づいているO

」

・

問

附lJTiT1π
1 : 2，500 r 

工、，ーーー- ーーー・ーー ーε』ご"""'-J..LI
図 l 調査地位置図

2 )調査の結果

i )層序

近 ・現代層が地山上面まで達しており、かつ地山上面はその層による撹乱を著しく受けていたため、

遺構の残存状況はよくなかった。また、近 ・現代以前の層は遺構内に遺存するのみであった。なお、

現在の地表面は全体的に西に向って落ちてゆくが、地山上面で残りのよい部分の標高からすれば、現

在の地表面ほどには傾斜がきっくなく、より平らなものであったらしいことが見て取れた。

ii)遺構と遺物(図2・3) 

近世の溝2条S001・02とピット 2基SP01・02、井戸 I基SE01、土墳 l基SK01を検出した。

S001は調査地中央付近を東西に横断するが、溝上部が撹乱によって破壊されていたため、遺構の

残りはよくない。幅約1.1m、深さは残りの良い部分で、約0.3mあり、埋土は黄褐色シルト混り中粒砂

~粗粒砂を主体とする。埋土から瀬戸美濃焼の灰粕皿5、土師器皿6が出土した。

S002は調査地南端部に位置する断面V字形の溝である。上端の幅約0.5m、下端の幅約O.lmで、あ
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図2 地山上面検出遺構平面図(網掛け部分は地山が高いところ)

-26-



り、埋土は褐色粗粒砂混りシルトを主体とする。S001

と同時に存在していた可能性があるが、 S001とはつな

カfっていない。

SP01はS001の南側で、見つかった柱穴で、掘形が一

辺約O.5m、深さが約O.3m、柱痕跡は直径約O.18mで

ある。埋土はにぶい褐色の地山偽離を多く含む中粒砂

~極粗粒砂混りのシルトである。

SP02はSP01のさらに南側で、見つかった柱穴で、上

部がかなり削平されている。掘形は一辺約O.35m、深

さが約O.lm、柱痕跡は直径約O.12mで、ある。埋土はに

く会
¥三王子 ¥二とタ74

Q 
三医

て二主宰ぞ
D

、三毛J.

o lOcm 

1 : 4 

図3 出土遺物

ぶい黄褐色の地山偽礁を含む中粒砂~粗粒砂混りのシルトである o SP01・02が建物を構成するかど

うかは不明で、ある。

SE01はS002の脇に位置する直径が約101mの素掘りの井戸である。埋土は明黄褐色の小離を含む

シルト混り細粒砂である。埋土から唐津焼皿1・折縁皿2・藁灰紬の鉢3、瀬戸美濃焼灰柚皿4が出土し

た。

SK01はS002の西側で、見つかった土墳であるが、主体部がほとんど撹乱されており、見つかったの

は肩の一部である。瀬戸美濃焼の灰粕皿5が出土した。これはS001出土の遺物と接合したため、同時

期である可能性が高い。

遺物の年代観からすれば、以上に記した遺構群はすべて同じ時期、すなわち豊臣後期から江戸初期

にかけてのものである可能性が考えられる。

3 )まとめ

今回の調査は、後世の撹乱による地山の削平により、遺構の検出が困難な状況であった。そのよう

な中で近世の溝と柱穴 ・井戸・土墳が検出された。溝の方位は正東西 ・南北方位からわずかに振れる

現在の地割の方位に沿っている。また井戸 ・土壌が存在し、建物跡がはっきりと見つかっていないこ

とから、この場所が建物聞の空閑地、もしくは裏手に当る場所であったことが推測される。近世の遺

構が見つかった反面、難波宮の時期の遺構は見つからなかったが、周辺の調査地での成果と照らし合

わせてみると、本調査地が建物聞の空閑地であった可能性を考えることができる。ただ、撹乱によっ

て当該時期の遺構がすでに失われている可能性も高いため、今後の調査成果との対比から、さらにこ

の地域の性格を考えていきたい。
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第2節 NWOl-3次調査(図版11)

1 )調査にいたる経緯と経過(図 1・3) 

本調査地は前期難波宮内裏の東方約350mに

位置する(図1)。いま仮に難波宮西方官街地域

におけるNW89-1次他の調査で見つかった南

北柵SA303を宮域の西端とし、難波宮中軸線で

東に折り返すと、その線からは約60m東方にな

る。周辺では古代から近世にかけての遺構が多

く見つかっている。 1975年に同一敷地内南側

で、行った調査(NW71次)では、古代の総柱建物

と難波宮下層の掘立柱建物などが検出された。

また近世初頭の豊臣氏大坂城三ノ丸の一部と考

えられる石垣と石段(，郭」遺構)を検出した。道

路を挟んだ、西側で、行った調査(NW84-6次)で

は、前期難波宮に関連する掘立柱建物と下層の

掘立柱建物が検出された。さらに道路を挟んだ

南側で行った調査(NW93次MP-5区)では、後期難波宮に関連する塀などが検出された。

本調査は2001年6月4日から開始した。調査区を設定するにおいて、 NW71次として調査したト

レンチと連続するように留意した。調査ではまず表土および近 ・現代層を重機により掘削し、その後

は人力により掘削を行った。また6月26・27日には基準点測量を行なった。 7月2日に埋戻しを含

むすべての作業を終了した。なお、本調査で使用した座標は日本測地系による国土平面直角座標第VI

系である。

2 )調査の結果

i )層序と遺物(図2・6) 

調査区北部・西部は、近代建物のレンガ基礎によって撹乱を受けており、また調査区南部は現代の

土墳によって現地表下約2mまで撹乱されていたため、 全体として調査範囲が大きく制限されること

となった。よって第l層から第3層にかけては、部分的に遺存している地層を調査することとなった。

第4層以下は一連の盛土層と考えられるが、堆積が厚く、安全面を考慮して一部分を地表下約3.5m

まで掘削し、断面観察による調査を行った。

第O層:近 ・現代層である。

第l層 :小牒~粗粒砂の偽礁を含む黄褐色の極細粒砂~シルト層で、層厚は約0.3mで、ある。調査

区中央~西部に部分的にしか遺存していなかったが、本来は全面にあったものと思われる。本層上面
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図2 調査区北壁東半部断面図

では防空壕や土境、近代における建物のレンガ基礎および杭跡なと手が見つかった。

第2層:灰オリーブ色の小磯混り中粒砂~細粒砂層で、層厚は約O.3mである。調査区東部では上

下二層に分かれ、固く締まっている。西部にいくにつれて層中にシルトを含み、かつ柔らかくなる。

層中からは丹波焼播鉢18・19、唐津焼、中国製陶磁器、瀬戸美濃焼志野、 須恵器、土師器皿などの細

片が出土した。出土遺物の年代観から、本層は徳川初期の頃に相当すると思われる。

第3層 :灰オリーブ色小磯~粗粒砂を含む中粒砂~細粒砂層と、黄褐色細粒砂~極細粒砂層が互層

となっている 。 層厚は約O .3 ~ 0.4 mである 。 互層部分は調査区中央~東部付近で顕著であり、人為的

な盛土である。本層上面では多くの土墳が見つかった。また、層中からは、唐津焼碗10・11・皿13、

土師器皿12・15、青花皿14、備前焼揺鉢16、産地不明の水滴17、瀬戸美濃焼志野、瓦器、須恵器な

どが出土した。出土遺物の年代観から、本層は豊臣後期に相当すると思われる。

第4層:偽礁を多く含む黄褐色のシルト混り粗粒砂~細粒砂層を主体とする盛土層で、盛土の単位

が幾層にも分かれる。全体としてみた場合の層厚は、確認できたところで'2.5m以上で、ある。地層の

堆積状況からは、調査区西部から東部に向かつて埋められたことが見て取れる。本層上面ではいくつ

かの土墳を検出した。また層中からは、絶対量は少ないものの、青花碗1・瓦質土器火入2・丸瓦20・

格子目のついた平瓦21・瀬戸美濃焼 ・土師器 ・須恵器のそれぞれ細片が出土した。唐津焼を含まない

こと、および土器の年代観は本層が豊臣前期にさかのぼる可能性を示唆するが、出土した丸瓦は豊臣

後期に主流となるコピキBであり、よって遺物の絶対量とも合わせて単純に豊臣前期と考えるには問

題がある。

ii)遺構と遺物(図4~ 6) 

おもに第4層と第3層の各層上面で、近世の遺構を検出した。以下では主要な遺構について述べる。

第 4 層上面では土墳SK101 ~ 105、ビット SP101 ・ 102を検出した。 SK105は平面形がほぼ円形の

土墳で、直径約1.7m、深さ約O.2mで、ある。埋土は暗灰黄色の粗粒砂を含むシルトで、埋土中から唐

津焼碗3~5 ・皿7、焼塩壷8、土師器皿、犬形土製品6などが出土した。 遺物の年代観から、本土墳は

豊臣後期に埋められたものと思われる。また、 二つのピットSP101・102は建物を形成するものとは

思われず、その用途は不明である。

第3層上面では土墳SK001~007、ビット SP001 ~004、溝SD001 を検出した。 SK004は直径約 l

mのほぼ円形で、深さは約O.25mで、ある。埋土は灰オリーブ色の粗粒砂混りのシルトで、埋土中から
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図3 NW71次調査区と今回の調査区
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図4 第4層上面検出遺構平面図
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図6 出土遺物

土師器皿 ・焼締陶器 ・巴文軒丸瓦が出土した。 SK005は長さ約l.5m、幅約 1mの楕円形で、深さは

約O.4mで、ある。埋土は灰黄色の細かい偽礁を含む灰オリーブ色の粗粒砂混りシルトを主体とする。

中から唐津焼皿 ・碗、土師器皿 ・培熔、備前焼、瓦片などが出土した。SK007は長さが約3.5mの隅

丸長方形と思われるが、 一部をレンガ基礎によって破壊されているため、全体の形は不明である。深

さは約O.4mで、埋土はにぶい黄褐色の砂離を主体とする。埋土からは唐津焼碗 ・瓦質土器火入・備

前焼聾 ・土師器皿 ・巴文軒丸瓦などが出土した。ピット群は第4層上面同様建物を構成するものでは

なく、その用途については不明である。また、 S0001はNW71次調査で検出されたものである。検出

した長さ約 2m、深さは約O.15mで、ある。埋土は中粒砂を含む灰オリ ーブ色の極細粒砂~シルトであ
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第四章難波宮跡の調査

る。埋土からは唐津焼が出土した。

以上、第4・3層上面で検出した遺構について述べたが、各遺構の埋土から検出された遺物の年代

観からすれば、第4.3層上面ともに同じ豊臣後期に埋められた遺構として位置づけることができる。

このことから、当該時代にこの地がゴミを廃棄する場などとして何度も利用されていたことが考えら

れる。

3 )まとめ

今回の調査は、近 ・現代における撹乱で調査範囲が著しく限定されることになった。そのような中

で、調査区西部の地層の遺存状況が比較的ょいところで近世の土墳・ピット ・小溝などを検出した。

おもだ、った遺構はすべて豊臣後期のものと考えられ、このことから調査区付近は、当時はゴミ捨て場

などに供され続けたであろうことが考えられる。次に、第4層以下の一連の盛土は、同じ敷地の南側

で行なったNW71次調査で、見つかった石垣・石段を埋めた土と同じものであると考えられる。断面観

察の結果、この盛土はさらに北方に分布するものと思われ、よってそれら石垣・石段を含む「郭」遺構

もさらに北方に広がる可能性が考えられる。また第4層中に含まれる遺物の年代観からは、いくぶん

問題点があるものの、この盛土が豊臣前期にさかのぼる可能性が考えられ、「郭」遺構が豊臣前期ある

いはそれ以前のものである可能性をも示唆する。今回の調査では、難波宮の時期の遺構は見つからな

かったが、豊臣氏大坂城に関連すると思われる盛土の存在は、この地における当時の土地利用の形態

を考える上で重要であり、今後の調査成果との対比からさらにこの地域の性格を考えていきたい。

(李陽浩)
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第3節 NW02-6次調査(図版12)

1 )調査にいたる経緯と経過(図 1・2) 

当該地は難波宮史跡公園の南西約400mに位置し、東方約60mの地点で、は、前期難波宮の西側を南

北に走る塀跡が見つかっている。また調査地の南の道路が、近世の奈良街道に通じる内安堂寺通であ

り、その北側が豊臣氏大坂城跡、の三ノ丸に当ると考えられている (図1)。

2002年4月11日、標題の工事に先立つて試掘調査(OS02-1 )が実施され、古代の柱穴が発見され

たため、 7月29日より本調査を行うこととなった。調査は敷地内に東西5m、南北10mの調査区を

設けて(図2)開始し、その後一部を拡張して試掘時の柱穴などの検出を行ったうえ終了した。

2 )調査の結果

i )層序

今回の調査ではプライマリーな地層の堆積はほとんど認められず、機械力で現代の撹乱層を除去す

ると、ただちに地山(上町層)に到達し、古代~近世の遺構はみなこの地山の上面で検出することとなっ

た(図3)。

ii)古代の遺構(図3・4) 

柱穴

調査地の北部で3基の柱穴を検出したが、うまく組合って掘立柱建物を確認するにはいたっていな

い。 SP104 ・ 105はいずれも北東の拡張トレンチの断面でのみ確認されたもので、掘形の規模は0.7~

100m程度で、ある。SP105で、は直径0.2m余の柱痕跡が認められた。これらの柱穴の南西でもSP106が

見つかったが、ごく 一部しか残っていなかった。以上の柱穴から遺物はほとんど出土せず、細かい年

代は不明で、ある。

!lL JWT 鰍怜271!

匝~rru-~l~~-=-= :_- 二二!
図l 調査地位置図

33 
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図2 調査区配置図(1: 800) 
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調査地の中央から南部で3基の小ピットが見つかったが、これらも建物跡としてはまとま っていな

い。直径O.3~0.4mで、深さはO.2m も残っていなかった。 また出土遺物がほとんどないため、埋土

の特徴から古代のものであることは確かだが、年代の詳細はわからない。
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iii)近世の遺構と遺物(図 5~ 7) 

今回の調査で、見つかった遺構の大多数は近世のもので、井戸 ・柱穴のほか、多数の土墳などが複雑

に重複して検出された。

井戸SE101は他の遺構との切合い関係から、古く位置づけられる遺構で、直径約1.2mを測る。深

さはl.5m以上あるが、完掘はできず、井戸側の痕跡も確認できなかった。埋土からの出土遺物は図

7 のとおりである 。 1 ~3は土師器皿で、 3は胎土が白っぽく 、底部に糸切りの痕跡をとどめている 。

目積み跡は4 ・ 6が胎土目、 5 ・ 7が砂目で、 8の高台にも砂目がついている 。 9~4~8は唐津焼皿で、

11も唐津焼で、 9は小杯、 10・11は碗である。12は丸瓦で、凹面に残るコピキ技法の痕跡はコピキA
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第W節難波宮跡の調査

である。13は丹波焼播鉢で、播目は櫛状の工具で施されている。以上の特徴から、この井戸の廃絶は

1615(慶長20)年の大坂夏ノ陣より新しく、下限は1620年代頃とみられる。

l本柱の塀SA101 (図 6)は東西2間(約3.4m)分の柱穴を検出した。 2個所で確認できた柱の直径

は 0. 1 2~ 0.1 5mであった。 東側の柱穴で柱痕跡から瀬戸美濃焼の灰粕丸碗、掘形から平瓦が出土した

が、いずれも細片で、時期を特定するのは困難である。ただ、前者の灰紬碗は豊臣期に多いものなの

で、そこまでさかのぼる可能性はあろう。

塀SA102は南北2間(約3.2m)を検出したが、時期は不明である。このほか、多数の土墳が検出さ

れた。SK101. 102は唐津焼と土師器の特徴から豊臣後期、下っても 17世紀第 l四半期までの遺構と

みられる。 他の遺構の大半は17世紀第2四半期以後のものであった。

3 )まとめ

今回の調査では、残りは悪かったものの、古代の柱穴と小ピッ トを検出することができた。その点

が調査成果の第ーである。

第二の成果は、近世の町屋の存在が確認できたことであろう。これらは内安堂寺通を表通りとして

東西方向に町屋が並んで、いたことをよく示すものである。一部に柱穴が並んで認められたことから、

建物が存在していたこともうかがわれる。

だが、この一帯は小規模な調査が多く 、未解明の部分がかなり多いので、今後に期待されると ころ

が大である。

(積山洋)
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第四章大坂城跡、の調査

第1節 OSOl-1次調査(図版13・14)

1 )調査にいたる経緯と経過(図 1~ 3) 

調査地は大阪城天守閣から西へ約 1km、大)I [から南へ約150mの地点で、上町台地西側の斜面に位

置し、西に向って急激に下がる。現地表の標高は約8mで、ある。豊臣期大坂城三ノ丸の区画塀が検出

された現在の谷町筋と、豊臣期大坂城の最外郭である惣構の西限となる東横堀川のほぼ中間地点に当

り、 1615年の大坂夏ノ陣を境に大坂城惣構内から城下町となった場所である。また付近では豊臣 ・

徳川期の豊富な遺構 ・遺物のほかにも、古代や中世の遺構 ・遺物が多く見つかっていて、本調査地で

もこういった遺構・遺物の出土が見込まれた。2001年3月6日に行った試掘調査で、遺構が約0.5m

の深度で、見つかったため、協議を経て本調査を行うことになった。

調査は試掘結果に基づき重機掘削により現代の土を除去し、以下を人力で精査した。結果、試掘で

は予想しえなかった高さ 2mを越える石垣が検出された。その構造は図面 ・写真で記録した。また石

垣の石材鑑定を当協会調査研究部調査課小倉徹也が行った。
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図3 調査地配置図

なお、ここで使用する方位は磁北である。

2 )調査の結果

i )層序と遺物(図4・5. 7・8) 

本調査地では調査区中央部で南北方向の石垣を検出した。この石垣を境に、東側では後述の地山層

である第5層が重機掘削の段階で検出されたのに対し、西側では深さ 2mを越える盛土が堆積してい

た。これは少なくとも 4回行われた石垣修復に伴う整地の結果で、石垣の構築以後、現代までの約

400年の歴史をものがたる。石垣西側の基本的な層序は、以下のとおりである。なお、図4・7・8

に示した南壁断面図は、調査区東半の南端がひどく撹乱されていたため、石垣より東側の地山の高さ

以下の層序は、約 1m北側で、掘削した裏込め確認トレンチの断面で示している。

第O層 :本層は暗茶褐~暗黄褐色を呈するシルトに瓦や漆喰・板ガラスなどが大量に混る近・現代

の盛土で、上面は赤く焼け締まる。石垣西側では第O層の上に重機で除去した表土層があり、表土層

は調査区全面に堆積する。また、石垣東側では表土層直下に石垣とは方向がやや異なる石列(図7・

8の平面図の網掛けで示した部分)があるが、これは第O層と表土層の境界に築かれている。

遺物は図5の4・29が本層から出土したが、下位層に由来する遺物である。4は歯ブラシ形骨製櫛払

の柄の部分で1 8世紀代のもの、 29は火を受けて表面の紬が銀色化しているが、 16世紀末~ 1 7世紀代

に招来された華南彩紬陶器の盤とみられる。

第1層:1 8世紀後半~ 1 9世紀初頭の遺物を多量に含む盛土で、崩落した石垣石とみられる大きな

石も混る。上部に灰褐色シルト、下部に黄色細粒砂が堆積する。本層上面に石組構築物や漆喰溝、埋

聾などが設置されていた。

本層から出土した遺物のうち、土師器の皿1・2と奈良培熔5、棟込瓦3、瀬戸焼馬目皿7、肥前染付

磁器の碗15・筒形碗19・香合18を図5に示した。香合18の高台裏の銘款は文字は読めないが、呉須
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第四章 大坂城跡の調査

筆の運びで天地を推定した。

第2層:上部が炭を多く含む青灰色粘土質シルト、下部が暗黄褐色シルトの整地層である。本層に

も石垣に使用されていた花両岩が混っており、石垣の崩落と改修をうかがわせる。こういった石は第

l層よりち多く、本層北半に集中していた。

遺物は図5に示した黄瀬戸大鉢6、唐津焼の碗9.皿10・小杯11、精製青花の小杯23.碗24・皿25、

粗製青花多角形皿27、型押し成形の中国製白磁に上絵付で図柄を描いた色絵皿28などがあり、これら

は17世紀半ばまでのものである。

第3層 :1615年の大坂夏ノ陣の戦火による焼土と炭が大量に混る黄色細粒砂~シルトの層である。

炭と焼土は図4の平面図に示した範囲に多く含まれ、北半部に分布する焼土中にはスサを含む焼壁が

みられる。本層から、図化できないほどの細片であるが、唐津焼や瓦が出土した。

第4層 :調査区南西端のみで検出された灰黄色細粒砂を主体とする整地層で、豊臣期か、それ以前

の整地と考えられるO 地山の傾斜にしたがい西側が厚くなっていて、調査区外にも堆積するものとみ

られる。本層の上面で最初の石垣が構築されている。本層からは土師器の細片が出土したが、時期の

詳細は不明である。

第5層:黄褐色粘土質シルトで、遺物は出土しなかった。本層以下が地山と考えられる。

ii)遺構と遺物

a.第4層上面の遺構(図4~ 6) 

石垣西側では石組の竃が検出された(図6)。石を 2段ずつ積んで、壁を作り、焚口を東側に設けてい

る。竃内部は、底面で、幅O.25m、奥行0.40m、深さが0.35mの空間となり、内部一面に煤が付着して

いた。第3層の焼土が竃の上面に密着して堆積していた。遺物は出土していない。

石垣東側で、は長径O.80mの楕円形土墳SK403と、直径0.60mの円形土墳SK402の2基が検出された

(図4)。深さはともに0.25m程度で、ある。図5の青紬陶器26はSK402から出土したもので、豊臣後期

に輸入された中国南方産の華南彩紬陶器とみられる。

石垣は北でやや東に振る南北方向のもので、基底面で長さ約8.5m検出したが、さらに南北に延び

ている。目地のとおり具合や石の配置からみて、図4の立面図の白抜き部分の石が第4層上面段階で

積まれた設置当初の石で、これより上にある石はすべて後世に積み直されたものと考えられる。石垣

に使用された石は、東側の地山よりも高いところに積まれたごく最近の石垣を除き、どの時期に積ま

れたものも、ほとんどが長辺が約 1mもある加工を施さない切出したままの石塊で、長辺が石垣の方

向になるように配置し、隙聞を拳大程度の石で充填している。石材の詳細については後述するが、大

半が花両岩である。

この第4層上面の石垣は、石垣東側の高い地山を掘込んで、設置されている。石垣西側と東側の地山

の比高が約2mあるので、石垣は設置当初から少なくとも 2mの高さがあったことになる。つまり現

存する石垣とほぼ同じ高さということになる。3個所のトレンチでこの掘形に充填された裏込めの土

を確認したところ、上からにぶい黄樫色粘土混り細粒砂、明黄褐色細粒砂~シルトの2種類が観察さ

れた(図4断面図の裏込め1)。遺物は少なく、土師器の細片が出土したにすぎないが、石垣の設置後

40 
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に大坂夏ノ陣とみられる炭・焼土層の第3層が堆

積していて、これが最初の被災によるものと考え

られるので、石垣が最初に設置されたのは豊臣後

期かそれ以前と考えられる。

b.第2層上面の遺構(図5・7)

西側では素掘りの井戸SE208が検出された。平

面が直径約 1mの円形に掘られたもので、上部は

南に広がって不整形になっていた。埋土は黄色砂

である。壁面が崩落する危険があったため、検出

面から約 1mまでの掘削にとどまり、完掘できな

かった。遺物は図5の唐津焼内野山系碗8.初期伊

万里筒形碗20・李朝白磁皿21など、 17世紀前半の

ものが多い。しかし、基盤となる第2層が17世紀

半ばであるので、井戸の時期も 17世紀半ばまでは

下るものと考えられる。

東側では土墳が4基検出され、 17世紀前半~半

ば頃の遺物が出土した。SK201は上部が不整形で、下部で、長径約102mの楕円形となる。検出面から
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図6 第4層上面の竃平・断面図

の深さは約105mある。図5の絵唐津大皿12が出土した。SK205も長径約100mの楕円形の土墳で、深

さは約O.4mある。図5の初期伊万里染付型押し皿14が出土した。景徳鎮窯万暦年間の輸出用青花で

ある芙蓉手を写した優品である。 SK206は直径約100mの円形を呈し、深さは約O.6mある。SK207は

隅丸方形か隅丸長方形の土壌とみられ、南北約O.7m、東西O.3m以上、深さO.03mの規模で、ある。

この時期に積まれた石垣は、図7の立面図の白抜き部分で、やはり東側の地山の高さから掘込んで

積んで、いる。したがって、やはりこの時期の石垣も東側地山の高さまで積まれていたことは間違いな

いだろう。しかし、第2・3層によって生活面が第4層上面より約O.6m高くなっているので、この

時期に露出していた石垣は104m程度の高さであったと考えられる。この時期に積まれた石垣の裏込

めの土(図7断面図の裏込め 2)は、黄褐色砂礁 ・粘土混りシルトで、図5の唐津焼大皿13、肥前磁器

白磁碗16など、 17世紀半ばから後半の遺物が出土している。

c.第l層上面の遺構(図5・8) 

石垣より西側では石組・埋聾などが検出された。石組は石垣と平行に約O.8mの間隔をあけてL字

形に配置されたもので、約O.7mの幅で、人頭大の石を 2段積み、漆喰で固めている。南北4.5m以上、

東西107m以上あり、南側と西側は調査区外へと延びている。石組の上端は第 1層上面とほぼ同じ高

さになっている。蔵の基礎などの可能性が考えられる。のちに石組の東端から石垣までの聞には漆喰

で断面コの字形に作られた溝状の構築物が設置されている 。 漆喰溝の埋土から 18世紀後半~19世紀

初頭の遺物が出土しており、石組と漆喰溝の機能した時期にあまり差はみられない。また、漆喰溝の

下に 2個、北半部の石垣の西側に4個、埋翠が置かれていた。いずれも胴部を第 1層中に埋込んでお

つムAせ
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(立面図の白抜き部分がこの時期に積まれた石垣、斜線は第5層の地山、平面図の網掛けは第l層上面石垣より新しい石組を

示す。)
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第 I節 OSOlー 1次調査

り、口頭部か口縁部だけが地上に出ていたものと推定される。2個ずつが比較的近くに配置されてい

るので、 2個がl組であったのかもしれない。

石垣より東側では土墳が 3 基検出された。 いずれも 18世紀後半~19世紀初頭の遺物が出土した。

SK101は南北1.1m、東西O.8m、深さ約O.6mの土墳で、平面は長方形である。図5の17の肥前磁器

染付広東碗が出土した。広東碗は19世紀初頭を中心に流通したもので、17は高台と碗の外面の接合

部に金属製工具の痕跡が等間隔に残る。全体の作りはていねいで、、川辺の夜景を描き、「月落烏晴霜

満天jと記している。これは唐代の詩人である張継の七言絶句「楓橋夜泊」の最初の一句で、寒山寺に

近い蘇州楓江の秋夜を吟じたものである。ただ、呉須で描かれた図柄には月の表現があるが、張継の

詩は月のない闇夜をうたったものなので、これに図柄を描いた肥前の陶工はこの七言絶句の情景をあ

まり理解していなかったのかもしれない。この七言絶句「楓橋夜泊」は以下のとおりである。

月落鳥時霜満天

江楓漁火対愁眠

姑蘇城外寒山寺

夜半鐘撃到客船

SK104は南北O.7m、東西O.6m以上の隅丸方形または長方形の土墳で、深さ約l.Omである。SK109

は一辺が約1.1mの隅丸方形の土壌で、深さはO.6mある。SK109の上には瓦敷がみられた。

石垣はこの時期にも修復が行われ、第2層に相当する裏込め 2を掘込んで、積んで、いる。この掘形に

充填された士(図8断面図の裏込め3)は褐色系の砂磯混り粘土質シルトで、第l層と同様に18世紀末

~ 19世紀初頭の遺物が出土した。 この時期およびそれより後に積まれた石は、図 8 の立面図の白抜き

部分の石である。そして立面図に示した第 l層上面の高さより下が地中に埋まっていたことになる。

この地中・地上の境界線から上の石は火災にあってひどく 表面が焼けており、火災の後、前出の漆喰

溝がここに設置されている。したがって、漆喰溝が設置されるまでの問、確実に地面に露出していた

石垣は約O.7mと考えられる。その後も小振りな直方体の切石やレンカーなどによ って石垣は積み上げ

られたり、修復されたりしており、その結果、最上部は現地表とほとんど変わらない高さになっている。

iii)石垣を構成する石材について(図9) 

石垣に使用された石材の岩石鑑定を行った結果について以下に述べる。

a.調査方法

石材の種類を判定するため、現地において肉眼および実体顕微鏡により石材表面および破断面を観

察した。観察に際しては鉱物の種類、色とその特徴、形状や大きさに留意して行った。また、主たる

石材についてはサンプリングし、室内で実体顕微鏡観察を行った。

b.観察結果

石垣の石材の大半は花岡岩類である。花商岩類にはその大半を占める黒雲母花嗣岩と、角閃石黒雲

母花筒岩 ・花両閃緑岩・閃緑岩・マイロナイト化した花商岩がある。花崩岩類以外の石材には斑糖岩・

砂岩 ・泥岩 ・安山岩 ・片麻岩と石英がある。各石材の岩相の特徴について以下に述べる。

花商岩類

-45 -
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第1節 OSOlー I次調査

黒雲母花岡岩 :粗~中粒、ときに細粒(アプライト質)である。等粒状の組織を有するものや特徴的

に淡桃~桃色のカリ長石がめだつものがある。

角閃石黒雲母花両岩 :粗~中粒で、角閃石がめだっ。片状構造が観察されるものもある。

花両閃緑岩 :中~粗粒で黒雲母や角閃石を含む。

閃緑岩 :粗~細粒で、風化してややマサ化しているものもある。

マイロナイト化した花嗣岩:細粒で片状構造(片理)が観察される。

花開岩類以外の石材

斑糖岩:細~中粒で角閃石や輝石を含んでいる。

片麻岩:縞状の構造が観察される。

安山岩:無斑品質である。

石英 :岩脈の一部分であると考えられる。

次に、石垣の石材の構成であるが、石材243個体のうち、花岡岩類が227個体で、全体の93%を占

め、残りの 7%に当る16個体は花岡岩類以外の石材であった。

花岡岩類については、 227個体中196個体が黒雲母花両岩で、花岡岩類の86%を占める。黒雲母花

両岩のうち20%(39個体)が淡桃~桃色のカリ長石がめだっ黒雲母花両岩で、 10%(20個体)が角閃石

黒雲母花岡岩である。花両岩類中、残りの14%に当る31個体は、これら以外の花商岩類である O

花嗣岩類以外の石材(全個体の 7%、16個体)については、そのうち約2/3を占めるのが輝石角閃

石斑糖岩(10個体)である。

C. 小結

図9に示したとおり、石垣を構成する石材のうち、石垣の主体となる石材(大石)は黒雲母花商岩と

角閃石黒雲母花両岩で占められ、目地部には多様な石材が使用されている。

これら石材のうち、今回の観察方法においてその特徴から産地を推定できるものは、黒雲母花商岩

の中でももっとも数が多い淡桃~桃色のカリ長石がめだっ黒雲母花両岩で、ここの石垣では目地部に

多く使われている。これは山陽帯に属する六甲花両岩あるいは播磨花両岩と推定される石材である。

3 )まとめ

今回は比較的小規模の調査ではあったが、大きな成果をあげることができた。

まず、大坂夏ノ陣までに設置された大坂城惣構内のこれまで知られていなかった石垣を確認したこ

とである。今までにも三ノ丸から惣構までの間では数個所で同時期の石垣が確認されているが、今回

の石垣ほど各時期の状態を復元できるものはない。今回調査で設置当初から高さが2m以上もあった

ことが確認されたうえ、つい最近まで敷地を画する石垣として機能していたことなど、多くの歴史的

情報を提供してくれている。

次に、この石垣が地山を掘込んで築かれていることに注目しよう。本調査地西半の豊臣期とみられ

る整地層の標高は約6mであり、東半は当該期の整地層がなく、地山で標高が約 8mとなっている O

今、大坂夏ノ陣直前の景観を復元するために周辺調査の豊臣後期の整地層上面の高さをみると、西側

ウ

i
A
笠



第四章 大坂城跡の調査

の東横堀川 までの聞は標高 4 ~ 6mで、あり、整地層の厚さも 1 m近くある 。 本調査地までの距離が約

350mあるので、 350m東へ行って 2m上がるぐらいの傾斜の空間とみてよいだろう。本調査より東

側は地山自体が高く、当該期の整地層が確認されていない場合がほとんどなので、地山の標高で調べ

てみると、約50m東の調査地で標高約12mとなり、もともと急激に高くなっていたことがわかる。

つまり、本調査地以西は積極的に土を盛る整地であるが、本調査地では急な傾斜の地山を削込む整地

を行っているのである。これは盛土をしたり、石垣を構築することにより、東横堀川までの聞に比較

的平坦な広い空間を確保しようとしたためと推測されるのである。

また、この石垣がどこまで続いていたのかであるが、現在、本調査地北側に接する東西方向の道路

は調査地付近で傾斜が変化する(図版14の下段)。そして、この道路の北側の現在の敷地境が今回検出

された石垣のほほ延長線上にあって、その両側の敷地に高低差がある(図版14の中段)。 これらは地中

の段差によるものとみられ、この道路が従来からの道路を踏襲していたとしても、スロープ状の傾斜

をもった道路ではなく、階段などで段差を解消していた道路であった可能性があり、石垣の北進を推

測させる。しかし、北へ150mほどで大川に当るので、この間で石垣は収束することになろう。石垣

の南側は、一筋南にある高麗橋筋が絵図にもみえる幹線道路で、おそらく豊臣期にもさほど位置を変

えずに存在していたと考えられるので、今回の石垣は高麗橋筋で一旦収束すると考えられる。では、

高麗橋筋より南はどうか。同様に南側の東西道路をIf[買にみると、傾斜が急に変化する個所が認められ

るものがあるO したがって、現状では石垣が積まれていたかどうかはわからないが、石垣かそれに替

わる区画施設が存在した可能性は指摘できるのではないだろうか。

最後に、石垣の築造 ・改修の時期と石材の配置との関係についてみてみよう。石垣の中で、角閃石

黒雲母花岡岩は基底部分の石に多く使われ、黒雲母花両岩はこれよりも上位の石に比較的多く使われ

ている。個々の石の積まれた時期と合わせて考えると、豊臣後期の石材は角閃石黒雲母花岡岩が多く、

それ以後の石材には黒雲母花岡岩が多いといった傾向があるようにみえる。一般的には内包物の異な

る2種類の花崩岩があれば、それぞれの切出し場所が異なる可能性が考えられる。本調査地点の石垣

についていえば、整地層に崩落した石垣の石材が混っていることから、石垣の修築時には再度積まれ

た石材以外に新たな石材も調達したのではないかと推測され、徳川期になると豊臣期とは違う場所か

ら石材を調達したのではないかという推論も成り立つ。しかしながら、この石垣は本調査地点のみで

完結しているものではないので、たまたま石材の配置がこうなった可能性もある。また、石材が切出

し場所から直接ここに運ばれたのか、聞に石材業者ともいえる人々や機構が介在したのかなどによっ

ても状況は異なってくるので、いろいろな要素を加味して考える必要がある。ゆえに、本調査結果を

もって即石材の違いが時期の差によるものとは断言できないのではあるが、今後、同様の視点で調査

を行えば、時期差といえるのかどうか、また、各時期の石材の流通はどうなっていたのかなどを解明

できる可能性がある。

本調査により、今後、調査していく上でのいくつかの観点を示せたと思う 。これらは考古学的な

フィ ールドワークによってのみ確認できるものであるので、今後の調査に大いに期待したい。

(松本啓子)
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第2節 OS02-8 次調査(図版1 5 ~ 1 8)

1 )調査にいたる経緯と経過(図 1・2) 

調査地は上町台地の西斜面に位置する。調査地周辺は南および北側がやや高く、西側に緩やかに傾

斜する地形を呈しており、台地を開削する谷の中に当る。また、当地は豊臣氏大坂城の三ノ丸の外側

で、惣構堀の内側に当り、周辺ではOS89-40、90-27、93-2・6次調査が行われている(図 1)。

調査地東側のOS89-40次調査では17世紀中葉以降の土墳や18世紀代の石組遺構が、 OS93-2次調

査では17世紀中葉以降の鍛冶関連の遺物が確認されている。南西側のOS90-27次調査では、豊臣期

と考えられる土墳 ・ピットや江戸時代の石組遺構・井戸 ・土墳が検出されている。しかし、豊臣期の

遺構が検出されるこ とは非常に少なく、付近の試掘調査でも大部分が中位段正構成層まで撹乱されて

いるか、あるいは江戸時代以降の盛土層しか見つからず、惣構内でありながら豊臣期の様相がよくわ

かっていない地域である。

2001年11月6日(OSOl-30次)、2002年1月17日(OSOl-42次)の2度の試掘調査を行った結果、

豊臣期から江戸時代前半の遺物と江戸時代後半以前と考えられる遺構が確認された。この結果を受け、

建物の建設される範囲内に調査区を設定し、 2002年4月23日から発掘調査を実施することになった。

調査はまず、重機によって現代盛土を除去した後、以下を人力によって掘下げた。調査を進めていく

中で、調査灰北部および中央部において、現代の撹乱部分の断面で豊臣期から江戸時代前半頃と考え

られる焼土層が確認された。焼土層の上面の深さが建物の基礎深度以下であったため、大阪市教育委

員会および大阪市住宅局と協議し、焼土層以下については調査範囲を縮小して調査を行う ことになっ

た。 6月3日から縮小した範囲で、調査を行った結果、大阪市内では初めてとなる達磨窯9基と桐文の

木製瓦箔など豊臣期に関連する遺構・遺物が検出された。6月28日に空中写真撮影を実施し、 7月5

図l 調査地位置図
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第咽章 大坂城跡の調査

地におけるすべての作業を完了した。なお、調査期間中に南大江小学校の全校生徒310名とPTA、地

元町会に対し現場見学会を開いた。

本報告は小倉徹也を中心に田中清美、小田木富慈美が執筆を分担した。出土遺物のうち瓦について

は宮本佐知子と黒田慶ーが検討に加わり、宮本が執筆した。動物遺体については池田研が執筆した。

なお、図中に記した座標値は世界測地系による国土平面直角座標第四系に基づいている。

2 )調査の結果

i )層序と出土遺物 (図 3~ 7 、 表 1)

部分的な坪掘りを含め、現地表下約6.3mまでの地層を観察した。 以下に層序の概略を上位層から

表 l 層序表

層序 岩相
層厚

く北側〉 遺構 〈南側〉 時代(Cm) 

第O層 (現代盛土) 160 現代

←土城、ピ州、井戸

a 含細書草黄灰色シルト混り粗~中粒砂/シルト質粗~中粒砂(l'&t土) 30-40 

←生活面
江戸時代

第11習 b 黄灰/黄褐色シルト混り粗~中粒砂(盛土) 60 中~後期

C 含細磯~粗粒砂賞灰色粗~中粒砂(盛土) 25 SK201 ，SD20 1， 
←SP201，SX201 ←土横(東盛)

第2層 合炭焼土塊シルト偽機灰色シルト混り粗~中粒砂(盛土) 20 

』生活面

z 含炭黄灰色シルト偽磯崎灰色シルト混り粗~中粒砂(盛土) 5-25 SD301 

ト-1号熊一一一

含褐色焼土・炭黒褐/赤褐色シルト混り粗~中粒砂(焼土・炭層(盛土)) 話10
SD302. 303，SA30 1 

a SX301.302，SK30 1 

b 灰/黒灰色炭・シルト混り粗~中粒砂(盛土) 5-15 

←2・3号窯

含炭灰/褐灰/黄灰色シルト混り極粗~中粒砂(整地/盛土) 10-15 
SP301.302 

c 
ムSK302

←5号自民

d 含炭・焼土塊・赤褐/灰色窯体暗褐ー黒灰色シルト混り粗~中粒砂 5-10 
6・7号言語

含炭黒灰色シルト混り粗~中粒砂/シルトレンズ挟む貧灰淡緑灰色粗~中粒砂
話12e 

(盛土)

第3層 f 合炭ー黛体赤褐色シルト混り中~粗粒砂(焼土層(盛土)) 5-10 豊臣期

-9号黛

g 含炭黄灰色シルト混り粗~中粒砂(盛土) 豆10

h 黒/灰色炭・シルト混り極粗~中粒砂(炭層(盛土)) 10-30 

口

黒/灰/赤褐/褐色細磯混り極粗~中粒砂(盛土) 2-8 
口
ロ

←4号黛

灰色シルト混り中~粗粒砂/シルト質中~粗粒砂(整地/盛土) 30 

←8号窯一一一一

第4層 灰色細~中粒砂1昆りシルト(盛土) 50 

含細機黄灰色極粗~中粒砂(盛土) 70 

第5層 11 合中粒砂~細磯黄灰色極粗~粗粒砂(盛土) 25 

111 青灰色粘土偽篠混り砂燦(細型軽~中粒砂)(盛土) 30 

第6層 灰色砂磯(中傑~粗粒砂) 20豆 (谷組堆積物)

凡例 ←上菌検出遺構 ム層内検出遺構
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記し、各層の層相や特徴を表lに、模式断面図

を図3に示す。

第O層は現代の盛土層や撹乱層である。

第l層は炭や焼土を含まない盛土層である。

1 a ~ l c 層の3層に細分される。第1a層からは

図4 第la層出土遺物 丸の中に「大工jの刻印がある大型の平瓦が、同

一地点で2点出土した。1は長さが43.5cm、幅36.5cm、厚さ3.2cmで、もう l枚は長さ40.5cm、幅32.

6側、厚さ2.6cmと一回り小さい。1は凹面に、もう l枚は端面に刻印が施されていた(図版18-7)。

これらと同文の刻印がある平瓦は豊臣氏大坂城惣構内の屋敷地や、四天王寺境内からも出土している。

第1c層からは、見込みを蛇ノ目;紬剥ぎする17世紀末から18世紀前半頃の肥前磁器の白磁皿5が出土し

た。

第2層は炭や焼土を含む盛土で、達磨窯の廃絶後の整地層である。本層からは調査地北部で巴文軒

丸瓦2、唐草文軒平瓦3、続瓦の鰭の一部4が出土した。また、南部からは瀬戸美濃焼鉄粕天目碗6、青

機
関

4 

。
←ーマー

20回
二二二戸

10 

図5 第2層出土遺物(1)

花碗7、土師器皿8、瓦質土器措鉢10のほか、軒丸 ・軒平・丸 ・

平 ・雁振り ・文字瓦、t専などの大量の瓦培と、これまでに日本

で出土例のない桐文の木製瓦箔が出土した。瓦類については後

述するが、その総重量は約240kgで、あった。6と7から、本層は

豊臣前期に属するものと考えられる。

第 3 層は主として炭や焼土を含む盛土層で、 3z層と 3a~3j層

の11層に細分される。主として、発見された達磨窯の灰原や瓦

窯廃絶後の堆積層から構成される。

第3z層は炭を含む暗灰色シルト混り粗~中粒

砂からなる 1号窯の廃絶時の堆積層である。

3 

CI7. 

¥ヤ口d

l 点 ~ 11
。

図6 第lc層~第3a層出土遺物

10 20cm 
示二二孟二二=

円

L
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第3a層は焼土塊や炭を含む黒褐色ないし赤褐

色のシル ト混り粗~中粒砂からなる。1号窯お

よび、SK301、SA301、SD302・303、

SX301・302は本層上面の遺構である。本層か

らは樟州窯産の青花碗9が、SA301からは倍熔

11が出土した。9. 11はともに豊臣前期の遺構

から出土することが多く 、下っても豊臣後期の

17世紀初頭以前に属する可能性が高い。

第3b層は炭を含む灰色ないし黒灰色シル ト

混り粗~中粒砂からなる。2. 3号窯の操業時

および廃絶後の堆積層である。

第3c層は炭を含むシルト混り極粗~中粒砂か



らなる。2・3号窯、SP301・

302は本層上面の遺構である。ま

た、北西 トレンチ断面(図12)では

SK302を確認した。

第3d層は炭や焼土塊、窯体片を

含む暗褐色ないし黒灰色のシルト

混り粗~中粒砂からなる。9号窯

の廃絶後の堆積層である。調査区

南部では、本層上面に 5号窯およ

び6・7号窯が構築されている。
3R 

第2節 OS02-8次調査

一円

U
。 10 

-← 

1 : 4 

20cm 

図7 第3h層出土遺物第3e層は炭を含み、黒灰色シル

ト混り粗~中粒砂やシルトをレンズ状に挟む黄灰色ないし淡緑灰色粗~中粒砂からなる。9号窯の操

業時の堆積層である。

第3f層は炭や窯体片を含む赤褐色シルト混り中~粗粒砂からなる焼土層である。第3e層と同様に 9

号窯の操業時の堆積層である。

第3g層は炭を含む黄灰色シルト混り粗~中粒砂からなる。本層上面に 9号窯が構築されている。

第3h層は黒色ないし灰色のシルト混り極粗~中粒砂からなり、上半部と下半部とに細分される。上

半部は炭を多く含み、下半部は瓦と炭を大量に含む。調査区の北部から中央部にかけて分布する。4

号窯廃絶後の堆積層である 。 本層からは 3 種類の軒丸瓦12~ 14 と、軒平瓦15が出土した。 これらは

豊臣期に属するものと考えられる。

第3i層は細蝶混り極粗~中粒砂からなる、 4号窯の操業時の堆積層である。

第3j層は灰色シルト混り中~粗粒砂ないしシルト質中~粗粒砂からなる。4号窯は本層上面の遺構

である。

第4層はシルトを主体とする盛土層である。層厚は調査地中央部で厚く、南北方向に薄くなる。調

査地内でもっとも古い 8号窯は本層上面の遺構である。

第5層は黄灰色ないし青灰色の砂蝶~中粒砂からなり、本調査地全域に分布する盛土層である。調

査区南側で行った深掘りで、その層相から 5 i ~5 iii層の 3 層に細分された。

第6層は灰色砂礁で、調査地およびその周辺の地下に存在する埋没谷の堆積層と考えられる。

ii)遺構と遺物

平面的な調査は第 l層上面から開始し、第2層上面と第32層の基底面で、行った。

a.第32層基底面検出遺構(図8~24 、 表 l 、写真 1 ・ 2) 

縮小した調査区内にて 1 ~ 9 号の達磨窯と、塀SA301 、暗渠S0302、 溝S0301 ・ 303、土墳SK301 、

ピッ ト SP301 ・ 302 、 SX301 ・ 302を確認した。 それぞれの遺構の新旧 (上下)関係は 、 第3a~3j層の

分布範囲が狭く限られていたため、第32層基底面で一括して検出したのち、地層の対比を行い確認し

た。詳しくは層序表(表 1)を参照されたい。
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達磨窯は中央に焼成室を置き、両側に燃焼室、

両端に焚口を配する瓦窯(図9)で、検出した達磨

窯のうち 1 ~ 5 号窯は調査面で、 6 ~ 9 号窯は壁

面および断面において確認した。

1号窯(第3a層上面遺構)(図8・10、写真 1) 

調査区の南側で検出された達磨窯のうち、もつ図9 達磨窯の構造(達磨窯の基本形[藤原学2001Jに加筆)

とも南側に位置する。周囲に比べて0.25mほど高

い場所に、 5号窯の南東部分に重なって構築されていた。瓦窯の上部構造の大半は失われていたが、

畦は上端まで、 側壁はわずかではあるが下底部が残存していた。検出された達磨窯の中でもっとも達

磨窯の下部構造の立体的検討に良好なものであった。

瓦窯の主軸(両端の焚口を結ぶ方向)はほぼ北東一南西方向で、平面形は小判形を呈する。大きさは、

南西および北東部分が深くまで撹乱されていたため、正確にわからない部分もあるが、達磨窯が主軸

に対して左右対称形であると仮定すると、外寸で全長3.0m、中央幅2.1m、内寸で北側燃焼室幅l.4

、

凶s.s+

山0・9+dl
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図10 1号黛平 ・断面図
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写真 1 号窯畦の上面(北から)

m、焼成室IIIlii1.5mと推定される。北側燃焼室長は

内寸で、0.70mで、あった。

燃焼室と焼成室は約10
0

の傾斜をもっ通焔溝に

よってつながり、通焔溝の峠部分は滑らかに連続

していた。通焔溝の峠部分と北側燃焼室の床部と

の高低差は0.19mで、あった。撹乱部での断面観察

から、本窯構築以前に他の瓦窯が廃絶する際に生

じたものと考えられる炭や焼土・窯体 ・瓦などの

破片を含むシルト混り細~中粒砂で、盛土を行って

いることが明らかとなった。燃焼室の床はこの盛土層を掘り凹め、スサを含むシルト混り中~粗粒砂

を貼付けて構築していた。燃焼室の床面および通焔溝は還元焼成によって黒色ないし灰色を呈する。

床面には炭が厚さ約 1mmの薄い層をなして付着していた。

畦は 4 本あり、スサを含むシルト混り中~粗粒砂で形成されていた。 畦幅は上端で、0.13~0.18m 、

畦高は0.1 5~0.24mであった。 また、通焔溝の幅は中央の 2 本が0.20m、外側の 2 本が0.1 3~0.1 5m

であった。撹乱のため全体の形の残る畦はなかったが、 4本の畦から復元すると全長は1.1mと推定

される 。 畦の上面は端から 0. 1O~0 . 12mが平らに整形されており(写真 1 )、燃焼室と焼成室とを分け

る障壁がのる部分と考えられる。南東の内側壁には、瓦がのる岸畦とよばれる窯壁から焼成室側へ張

出したステップが残存していた。畦の断面観察から中央の2本の畦およびその畦間の通焔溝には還元

焼成による黒色部が畦内部にもう l帯みられたことから、補修が加えられたことが明らかとなった。

窯壁は南側焚口付近で厚さ0.25mあり、内面から外面に向って黒色→黒灰色→灰白色→赤褐色→褐

色→暗黄灰色に変色していた。黒色部から赤褐色部は燃焼室の貼付床と同質のスサを含むシル ト混り

中~粗粒砂からなり、堅く焼き締まっていた。褐色部から外側はスサをほとんど含まないシルト混り

中~粗粒砂からなり、軟質で、焼き締まっていなかった。

焚口は北側焚口の下部が残存していた。幅は下底部で0.37m、残存する高さは0.21mで、あった。焚

口から燃焼室にかけての傾斜は約10。で、北側燃焼室の床部と北側焚口部との高低差は0.09mで、あっ

た。焚口の一部にも、厚さ約 1mm程度の薄い層をなした炭が付着していた。

瓦窯の南東側壁部では、窯壁が幅約0.2mにわたって途切れていた。達磨窯の側面には、窯詰め ・

窯出しの際に製品の出し入れを行うための窯口が設置されているが、この窯壁の途切れた部分が窯口

に相当するものと推定される。

2号窯(第3c層上面遺構)(図11・12)

調査区の北西隅で検出した達磨窯で、 4号窯の上位に構築されていた。焚口部分は南側の一部を除

いて失われており、窯壁および畦の上部の大部分は削剥されていた。

瓦窯の主軸はほぼ南北方向で、平面形は瓢箪形を呈する。畦は3条ある。外寸で、全長約3.7m、北

側燃焼室幅約2.0m、南側燃焼室長0.95m、同幅約1.95m、焼成室幅は内すで、約105mで、あった。畦の

長さはもっとも残りの良い中央畦で'1039m、ijlliiは東側畦の下端で、0.30m、残存高は中央畦南端部で

p
hu
 

ph
u
 



十一146，326

、、

十一146，330

I ~ It 

凶0'9+

なトJ三子弓¥r

凶S'9+dl

図11 2号窯平・断面図

0 . 28m で、あ ったO 焼成室と燃焼室の床面はなだらかにつながっており 、通焔溝の傾斜は北側で 8 ~

10
0

、南側で 12 ~180であった。焼成室の峠部分と南側焚口部の高低差は0.30mで、あった。なお、瓦

窯自体は北側の燃焼室の床面が南の焚口付近よりも0.20m高い緩やかな傾斜をもつように築かれてい

た。窯壁はスサを含むシルト混り中~粗粒砂からなり、厚さは0.2m以上はあったものと推定される。

窯壁の内面は還元焼成により黒色ないしは灰白色化しており、外側は赤褐色に変色していた。断面観

察からは本窯の構築前に、ほかの瓦窯が廃絶する際に生じた炭や焼土・窯壁・瓦を多量に含むシルト

混り粗~中粒砂で、整地を行っていることが判明した。燃焼室はこの整地層を浅く掘り凹め、床面にス

サを含むシルト混り中~粗粒砂を貼付けて作っていた。また、畔は挟雑物の比較的少ない砂混りのシ

ルト混り中~粗粒砂を積み上げたのち、床面と同様にシルト混り中~粗粒砂を貼付けて構築していた。

北東の窯壁には平瓦片が敷き並べられていた。これらは窯壁の一部として壁体に塗り こめられた可

能性があり、同様の例は堺環濠都市遺跡でも認められている[堺市教育委員会1988J。
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図12 北西トレンチ断面図

南側燃焼室の焚口は幅O.25mが残存しており、この部分の床は被熱により硬化していた。また、焚

口の東脇で、は窯壁が幅約O.2mにわたって途切れていた。後述する 3号窯の焚口の脇でこれと同じ状

況が認められたことから、操業のある段階で、意図的に窯壁に穴を開けた可能性がある O

これらのほかに、南側燃焼室と焼成室の境には、幅約2~ 4 cmの東西方向の直線的な開口割れ目が

認められた。畦部南端では瓦片がこの中に入込んだ状態で検出された。また、東端に認められた逆iUJ

字状の凹みは、本来ここに存在した丸瓦が抜き去られた状況を示すものとも考えられる。割れ目は東

西とも窯壁の外にまで及んでおり、このことから瓦窯の床面を作る際、人為的に東西方向に瓦を埋込

んだ可能性が考えられる。この施設を焼成室と燃焼室を区切る障壁の痕跡とみることもできる。この

ばあい、これらの瓦は燃焼室から焼成室への火のあたりをやわらげるため置かれたと考えられる。た

だし、上部の構造が不明であるうえ、北側燃焼室には同様の施設は認められなかったため断定はでき

ない。なお、この割れ目上にあった瓦が割れており、割れ目内には砂が入っていたが、断面観察から

は地震による噴砂とする確証は得られなかった。割れ目を生じた原因が地震であるなしに関係なく、

南側に後述する深い溝8D301が存在することからみて、この溝側にずれた可能性もある。

3号窯(第3c層上面遺構)(図13・14)

調査区の北東部、 4号窯の東側に位置する達磨窯で、遺構の北半部は調査範囲外である。2号窯の

対となる瓦窯と考えている。燃焼室の南側には焚口が残っているが、窯壁および畦の大半は上位層に

より削られていた。

瓦窯の主軸は 2号窯と同様にほぼ南北方向であった。燃焼室の平面形は半円形に近いが、北壁部で

窯壁がやや内側に向く状況が観察されたことから、瓦窯全体の形状は瓢箪形を呈するものと考えられ

る。畦はその名残りと思われる痕跡から 3条と推定された。燃焼室の幅は内寸で、約1.85mと推定され

る。焚口は幅O.3m前後、 高さO.2m前後が残存し、この南側には焚口を閉塞した際に使われたと考え

られる O . 10~ O.15m大の窯壁の破片の集積がみられた。 また、焚口の西脇の窯壁が前述の 2 号窯と同

様に途切れていた。窯壁内側が幅約O.15m、窯壁外側が幅約O.2mと外側が幅広いことから、操業の

ある段階で意図的に窯壁外側から穴を開けた可能性がある。燃焼室の窯壁は他の瓦窯のものと考えら

れる破片を多く含んで、おり、その厚さはO.18m以上はあったものと推測され、内側から外側に向って
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いた。焚口から燃焼室床面への傾斜は 6~ 7
0 

あり、床面は灰色で、堅く焼き締まっていた。

3号窯周辺から中型の巴文軒丸瓦16と丸・

平瓦が出土した。このほか、焚口からみて右

端の畦の下位から続瓦の鰭17が出土した。

4号窯(第3j層上面遺構)(図15・16)
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る達磨窯である。窯体および畦の大部分は第3h層により削られ、西部分は 2号窯の構築によって壊さ

れており、畦の約半分と燃焼室の一部のみがかろうじて残存していた。

瓦窯の主軸は 1号窯と同様にほぼ北東一南西方向で、瓢箪形の平面形を呈する。内すで全長約2.5

m、焼成室幅約 1.3m、燃焼室幅約1.45m と推定される 。 畦は 3 条で、残存幅はO. 1 8 ~ O.20mで、あ っ

た。残存する畦から復元すると全長は約1.45mと推定される。燃焼室の床面は黒色ないし濃灰色を呈

し、堅く焼き締まっていた。周辺からは、唐草文軒平瓦18の破片と丸 ・平瓦が出土した。

5号窯(第3d層上面遺構)(図17)

調査区の南部、 1号窯の北側に位置する達磨窯である。窯体および畦の

大部分は第3c層により削られ、南部分は 1号窯の構築によって壊されてお

り、北側燃焼室と畦がかろうじて残存していた。

瓦窯の主軸は 2・3号窯と同様にほぼ南北方向で、瓢箪形の平面形を呈
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するO 内寸で燃焼室幅は約1.7m、焼成室幅は約1.35mと推定される。畦 図15 4号窯周辺出土遺物
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第2節 OS02-8次調査

は3条であった。焚口は北側焚口の下部が残存していた。Ilfiiiは下底部で、0.35m、残存高は0.14mで、あっ

た。焚口から燃焼室にかけてはほとんど傾斜がなく、北側燃焼室の床部と北側焚口部との高低差は

0.02mで、あった。燃焼室の床面は黒色ないし濃灰色を呈し、堅く焼き締まっていた。

6 ~ 9 号窯(図 8) 

6 • 7号窯は調査区南側の東壁面において確認した瓦窯である。第3d層上面遺構で5号窯と同時期

の瓦窯と考えられる。6号窯の北半部は上に凹の形状をもち、その上部から下部にかけて黒色→灰色

→赤褐色→褐色と変色しており、南半部は緩い傾斜をもって南側へ上がっていた。このことから、瓦

窯の燃焼室床部から通焔溝の一部である可能性がある。7号窯は6号窯のすぐ南側で接するように観

察された。断面上部から下部にかけて6号窯とは逆に褐色→赤褐色→灰色と変色していたため、窯体

の一部が崩れて落込んだものと考えられる。 6号窯と近接していることから、一体の瓦窯の可能性も

ある。8号窯は調査区中央部西側の撹乱断面において確認した調査地内でも っとも古い瓦窯で、第4

層上面の遺構である。畦の一部と考えられる窯体片が確認された。本瓦窯は断面観察のみであったが、

他の瓦窯から推測される大きさ、残存していた畦の方向などから、 5号窯の下位にあり、その大部分

は5号窯に壊されているものと推測された。9号窯は調査区北側の東壁に沿う側溝において確認した

瓦窯で、その大部分は調査範囲外である。第3g層上面の遺構で、ある。燃焼室の一部と考えられ、 3号

窯の操業時の堆積層によって覆われていた。

塀SA301.暗渠S0302(第3a層上面遺構)( 図 1 8 ~ 2 1 、 写真 2 ) 

SA301は3号窯の南側に位置する。平瓦を小口積みにした東西方向の遺構で、その東側は調査範囲

外、西側は撹乱によって失われていた。残存する長さは約4.0m、最大幅0.45mで、あった。瓦の小口

面はS0301(後述)の側に揃え、瓦と瓦との聞には約5~ 10cmの黄灰色シルト混り粗~中粒砂を挟んで、

4段以上積み上げられていた(写真2)0SA301は瓦と土を交互に積む構造をもつことから、練塀と考

えられる。第3a層上面に構築されているが、遺構の大半が第 1層による盛土時に破壊されており、残

りは悪かった。

S0302はS0301に向って排水するための暗渠で、SA301のほぼ中央部にある。その構築に当って

は、まず、第3a層上面から幅約0.5m、S0301側へ傾斜した溝を掘削したのち、溝内に瓦片を詰めて、

焼土 ・炭を含む暗褐灰色砂喋混りシルトで、覆っていた。深さはB-B'断面(図20)で、約0.2mで、あった。

このS0302の構築後に、その上を立体交差し

てSA301が構築されていた。S0302の排水

口は大振りの丸瓦を二枚合わせて作り、その

周辺は排水によって侵食されていた。

SA301の南側には同じ第3a層上面遺構で、あ

る1号窯と後述するSK301、SX301・302が

ある。SA301と1号窯との問の空間には、地

表水の排水のための暗渠S0302が施されてい

ることから作業スペースと考えられる。した
写真2 SA301瓦積みの状況(北西から)
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がって、 8A301はこの作業スペースと80301とを区画するた

め地境に造られた塀と推定される。

80302から中型の丸瓦を使った巴文軒丸瓦19が、 8A301の

中から中心飾りが桐文で、 3回転の唐草文を配す軒平瓦20が

出土した。8A301の時期は、出土した軒平瓦から豊臣期と考

えられる。

土壌8K301(第3a層上面遺構)(図18)

1号窯の北側、 暗渠80302の西側で確認された土壌であ

る。南北長0.50m、東西長0.45m、残存する深さは最大0.19

mで、ほぼ楕円形を呈する。埋土は主として淡緑灰色シルト質粘土で、下半部には瓦片が多く詰め込

百:
。 10 20叩

1 : 4 

図21 SA301. SD302出土遺物

まれていた。

ピット8P301・302(第3c層上面遺構)(図8) 

8P301は調査地の北西端の拡張区で確認された。ビットの北および東部分は調査範囲外であるため、

その正確な大きさは不明である。底面に礎石が据えられていたが、柱痕跡は認められなかった。

8P302は8P301の南側に近接した小穴で、直径0.28m、深さ0.15mで、あった。埋土から瓦質の十能

が出土した。

8X301・302(第3a層上面遺構)(図18)

塀8A301 の南側で確認された遺構で、 ともに南北長0.35m、東西長0.40m、深さ 0 . 1O~ 0.1 3m 、 ほ

ほ円形の平面形を呈する。平瓦の湾曲を利用して、掘形の東半部の壁面に4枚の瓦を組合わせたもの

である。排水用の施設の可能性もあるが、用途については不明である。

溝80301( 図22 ~ 24 )

調査区北側で検出した東西方向の溝で、幅約2 . 5 ~ 2 .9m、深さ約0.8 ~ 0 .9mで、あった。 80301 の南

側斜面はなだらかで、 8A301の北側には幅0.50m前後の犬走り状の段がみられた。80301の北側斜面

は急で一部オーバーハングし、鋤によると考えられる掘削痕が認められた。80301が機能していたあ

る段階で北側が掘込まれてお

り、 80301の埋土に掘削され

た土が観察されなかったこと

を考慮すると、土取りまたは

凌諜によって削られた可能性

も考えられる。

埋土は上部層と下部層とに

区分される。上部層は淡緑灰

色炭混りシルトからなる盛土

で、南側か ら埋戻されてい

た。上部層からは18世紀の堺
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揺鉢が出土した。下部層は炭や瓦を含む黒灰色ないし暗灰色シルト混り細~中粒砂からなる水漬かり

の堆積物である。東壁断面で、南側に分布する第3h層が北へ落込むように傾斜することから、 S0301

は第4層堆積後に掘削されたと考えられた。したがって、第3h層堆積時から達磨窯が廃絶する第3z

層堆積前までは溝として機能していたと推測され、 18世紀に上部層によって埋戻されるまでの長期間、

存在していたと考えられる。

出土した遺物の大半は下部層からで、瓦の種類は軒丸 ・軒平 ・丸 ・平、円形と方形の板状飾り瓦 ・

菊丸 ・輪違い ・度斗である。ほかに方形噂 ・三角培と井戸瓦があり、出土した瓦塘の全重量は約186

kgで、あった。

軒丸瓦は桐文 1 点21 と巴文 8 点22~29を図示した(図23) 0 22はS0301の上部層、他の軒丸瓦21・

23 ~29は下部層から出土 した。 21 は瓦当の外縁部を磨いた瓦である 。 23は豊臣氏大坂城三ノ丸の武

家屋敷[黒田慶一1992Jと、 豊臣秀吉が再興した有馬温泉御湯殿出土[神戸市教育委員会2000Jのもの

と同?立である。

丸瓦および軒丸瓦はその大きさから大型 ・中型・小型の 3種に分類できる。大型の丸瓦は長さ

45.1 ~ 47 . 0cm 、幅2 1. 0 ~ 22 . 0 cm 、厚さ 2 .4 ~ 3 .4 cm である 。 中型は長さを確定できるものはなく、

29 . 3cm以上で、幅16.7~ 17.6cm 、厚さ1.7~2.5cmで、ある 。 小型は長さ 27 .0~ 28.0cm、幅 1 2 .9~14.0cm、

厚さ 1.3 ~ 2 . 1cmで、ある 。 35は中型の隅丸瓦で、 36は小型の丸瓦である 。 21 に接合している丸瓦は大型

の丸瓦で、22・23は中型、ほかの軒丸瓦はすべて小型の丸瓦に接合すると思われる。

瓦を作る時、粘土塊から粘土を切取るコピキ痕跡が丸瓦の凹面に残る。コピキ痕跡には丸瓦の長軸

方向に対して斜め方向に残るコピキAと直交方向に残るコピキBがあるが、 S0301から出土した軒丸
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第四章 大坂城跡の調査

瓦のうち、コピキ痕跡のわかるものはすべてコピキBであった。

大型の丸瓦はコピキの痕跡が確定できない 1点を除き、コピキBである。中型の丸瓦にはコピキA

があるが、長さ・幅のわかるものはコピキBである。小型の丸瓦で大きさのわかるものはすべてコピ

キBである。

80301から出土した丸瓦のうち、コピキAとコピキBの重量は、コピ、キAが約10.9kg、コピキBが

約62.0kgで、ある。コピキBが全体の約85%を占めていた。

軒平瓦30~34は、中型の平瓦を使ったと考えられる 。 32 ・ 33の文様は、中心飾りが上向きの三葉

に3回転の唐草文を配したもので、豊臣氏大坂城本丸で出土しているもの[大阪市文化財協会2002]

と同文である。

平瓦も丸瓦同様、大型・中型・小型に分類でき、小型はさらに大 ・中・ 小に分かれる。大型の平瓦

38は長さ43.3cm、幅16cm以上、厚さ2.7cmである。中型の平瓦は長さ15cm以上、幅29.6cm、厚さ1.7

cmで、ある。小型(大)は長さ29.3cm、幅23.3cm、厚さ1.7cm、小型(中)は長さ26.0cm、幅23.3cm、厚さ

1.4cm、小型(小)は長さ25.2cm、幅19.7cm、厚さ1.8cmである。

飾り瓦は方形と円形の板状飾り瓦と、菊丸瓦が出土した。方形板状桐文飾り瓦41は五七の桐文で、

釘孔があり、棟飾り瓦と思われる。円形板状巴文飾り瓦42は直径が26cmで、豊臣氏大坂城三ノ丸の

武家屋敷で同文のものが出土している。菊丸瓦43は弁数が16枚の二重の菊文で、直径12cmに復元で

きる。

輪違い瓦37は大型の丸瓦を使って作られたもので、コピキBの痕跡が残る。端面は面取りをして、

細くしている。

平瓦の側面に破面を残す破片が3点あり、買斗瓦と思われる。39の幅は16.5cmで、ある。中型と思わ

れる平瓦を、 ;焼成前に凹面側からヘラで切って炭斗瓦にしている。

井戸瓦は2点出土した。40の最大幅は25.6cm、厚さは3.2cmである。凹面や側面はていねいに削っ

ているが、凸面は2点とも粗いケズリである。

培は方形のものと三角形のものがあり、方形埠は焼成があまく、厚さは2.5cmで、ある。後述の58(図

25)と同様の八角形の中に「天jの刻印のある三角培(図版18)はこの遺構から 3点が出土している。

以上のように、 80301の出土遺物に大坂城三ノ丸で使われたものと同箔 ・同文の瓦や大坂城本丸で

出土しているものと同文の瓦があることから、 80301から出土した瓦は豊臣期に属すると考えられる。

溝80303(第3a層上面遺構)(図8) 

1 号窯の東側、南焚口横付近から東方向へ延びる溝状の落込みで、幅約O.35~0.60m、深さ 0.03 ~

0.10mで、あった。1号窯がやや高い場所に構築されていることから排水用の溝とも考えられたが、水

漬かりの堆干責物は石在ZZできなかった。

b.第3a層出土遺物(図25)

文字が娘刻された瓦50の種類は明らかではないが、釘孔のある瓦の表面に文字が3行彫られている。

l行目は「寺(あるいは守)家次」、 2行目は「藤兵衛」、 3行目は縦にヲ|いた線である。 1行目の「家次」

はよくみられる名で、名乗り名と考えられる。2行日の「藤兵衛Jが個人の名前と思われる。西日本の
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第2層出土遺物(2).第3a層出土遺物図25

寺院で16世紀後半~ 17世紀前半に作られた瓦に、「四天王寺住人Ji藤原家次Jの銘文の残るものがあ

る(註)。 四天王寺の瓦工人の棟梁も代々「家次jを名乗っており、「藤兵衛」も四天王寺の瓦工人の可能

この時期の大坂の瓦性がある。3行目の縦線は「年」などの文字が彫られていた可能性がある。また、

工人としては「寺島家」がよく知られている。寺島家は、 豊臣家や徳川家などから瓦御用を命ぜられて

いたことが文献からわかっているo 17世紀前半に調査地の南方約500m付近に寺島家の瓦土取場があっ
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第咽章 大坂城跡、の調査

たことから、本瓦窯にもなんらかの関係があった可能性がある。現在のところまだ明らかではないが、

四天王寺あるいは寺島家の瓦工人が本調査地で瓦を焼いていた可能性がある。

C.第2層出土遺物(図25・26)

軒丸瓦 ・丸瓦は8D301と同様に、大きさから大型 ・中型 ・小型の3種に分類できる。軒丸瓦2点44・

45は巴文で、中型の丸瓦を使っている。

大型の丸瓦51は長さ44cm以上、幅23.5~ 24 . 0cm 、 厚さ 2 . 9 ~3 . 0 cm である 。 中型の丸瓦52は長さ 34 .8

cm 、 I lf~ 15 . 3 ~ 1 7 . 6cm 、厚さ 1. 8 ~ 2.3cm である 。 小型の丸瓦は長さの確定できるも のはなく、 53は幅

1 2 . 7 ~ 13 . 2 cm ， 厚さ 1. 5 ~ 2 . 3cm で、ある 。 出土した丸瓦のうち、コピキA とコピキ B の重量は、 Aが約

3.2kg、Bが約22.2kg、不明が約4.8kgで、ある。全体の約74%がコピキBであった。

軒平瓦 ・平瓦も丸瓦同様、大型 ・中型・小型に分けられ、このうちの小型はさらに大 ・中 ・小に分

類できる 。 軒平瓦46~49は中型と小型の平瓦を使用している 。 46は中心飾りの先端が三角形を呈す

る上向きの三葉で、 2回転の唐草文を配しており、小型の平瓦を使っている。

大型の平瓦54は長さ51.2cm、幅は30cm以上、厚さ3.3cmである。中型は全形のわかるものは焼け歪

んだ l点55だけで、長さ31.8cm、幅27.3cm、厚さ2.1cmで、ある。小型(大)は長さが27.0cmと28.0cm、

幅21.3~ 22.0cm、厚さ 1.4 ~ 1.6cm、小型 (中 ) は長さ 25 . 3 ~27 .4cm、幅1 9.0 ~22 . 3cmで、そのうちの56

は長さ27 .4cm、横22.3cm でLある 。 小型(小)は長さ 25 .8cm 、幅1 9 . 2~20.0cm、厚さ 1.4 ~1.5cmで、ある。

平瓦の小型と大型では厚さが2倍以上違っている。大型の平瓦の端面に、三角培に押されている八角

形の中に「天」の刻印がl点認められた。

雁振り瓦は2点出土しており、 57は凹面に布目と格子タタキが残り、凸面も格子タタキが残る大型

の平瓦を使用している。幅は

、ーーーーーーーーーーー一一一一一一一一ーーーーーーーーーー一一一一

59 

o 5 

ー一 1 : 2 

図26 第2層出土遺物(3) 
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24.9cm以上、厚さ3.2cmであ

る。

三角培は大型58と小型が

あり、ともに焼成が堅綴で、

厚さは2.8 ~ 4.4cm とぱらつき

がある。表面や側面の中央付

近には、八角形の中に「天Jの

刻印が打たれていた。大型は

l点を除いて両端面に破面が

残り、ケズリ調整がみられ

る。両面に打刻をしているも

のが2点みられた。三角噂

の長辺が一辺になる正方形の

ニニ= 型に粘土を入れ、成形して、

対角込tiにへラを入れ、切離
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して使用したのではないかと思われる。小型は大型の半分の大きさで、大型を半分にした後、表面中

央部に八角形の中に「天jの字を打刻している。

木製瓦箔59は下端がやや失われていたが、ほほ完形で出土した。縦11.6cm、横16.0cm、厚さ2.7cm

で、ヒノ キ科の樹木の柾目材が使用されていた。棟の飾り瓦を作るための箔と考えられる。文様は桐

文で、中央に 6個、左右に3個ずつのつぼみが、中央と左右に広がった細い茎の先に彫られ、三枚の

葉は中央が正面形、左右はやや斜めに表現されている。つぼみと葉の輪郭は深く彫込まれ、葉脈と茎

は細く浅く表現されている。深く彫られたつぼみの内側には、工具の跡が残っていた。箔の四隅は「く」

の字形に切取られていた。側面には長方形の浅い凹みが彫られており 、粘土から箔をはずす際に手を

かけるためのものと考えられる。表面は木が痩せて木目が顕著である。 一つの箔から数多くの瓦を作

られると、瓦の表面に木目がみられるようになるが、この箔は地中に埋っていた時聞が長いことから、

使用によるものか、地中での長年の腐食によるものかは断定しがたい。

d.第2層上面検出遺構(図27)

調査区内の北側において、柱穴SP201. SX201・土墳SK201・溝SD201を確認した。

柱穴SP201

2号窯の畦上で確認した柱穴で、長径0.43m、短径0.41m、深さ0.48mのほぼ隅丸方形を呈する。

中央部に直径0.12mの柱痕跡

が残っていた。

SX201 

調査区の北端で確認した平

面形が円形を呈する直径0.80

m、深さ 0.59mの遺構であ

る。内部には底部の破損した

撃が据えられており 、排水用

と考えられる。

土墳SK201

調査区北東端で確認した土

墳である。北側は調査範囲

外、東および西側は撹乱を受

けていたため、大きさは不明

であるが、残存する幅は0.67

m、深さ0.12mで、あった。

j葺SD201

調査区の北側で確認した東

西方向の溝である 。 幅0 . 3 5 ~

0 . 80m 、 深さ 0 . 1O ~ 0.14m で

GN 

SX201 

X-146.330 

S0301 

-146.335 

。 3m 

1 : 100 

図27 第2層上面検出遺構平面図
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第四章大坂城跡の調査

あった。西側がやや高く 、高低差はO.06mで、あった。

e.第 l層上面検出遺構(図28・表2~ 4) 

調査区内において土壌SK001~043、ピット SP001 ~077、井戸SE001 ~007 、 SX001 ~007を確認

した。表2に各遺構の大きさと深さを示す。

大半の遺構からはコンニャク印判のある肥前磁器が出土していることから、18世紀代に属するもの

表2 第l層上面検出遺構一覧表
1宜昨脊守 南北長 *凶扶 出さ t庸考
SKOOI 1.32 1.23 U.tU 

lXlti持軍F予言 南北長
東闘江技商: 正法さ 1~，考

SPOOI ¥U.ZdJ O.Ub 
SK002 

寸03.6E2 
1.53 1.31 

SKUU3 0.57 0.59 
己P002 可0芝.2I8 可0三2吉8 可0万0E6 
SI'U03 

τ5KK初00E4 0.73 勺0志.8す6 0.15 
1.02 58 

SP004 0.34 0.36 U.Ub 
::;ド005 0.26 26 0.21 

;:，t¥UUb 1.46 0.43 U.S乙 SI'UUb U.Z3 0.29 0.05 
出比007 1.16 (0.75 1.25 
SKUUδ 1.92 1.29) U.3U 

SP007 (0.59) 
τU554 9 可0万.16百

SI'OUd U.31ぅ

τtdrk訂00す9 {2.44 T(在1.9百0 可0方2:;了
1.84 

SP009 0.35 0.64 0.09 
己POI 0.02 0.3日 0.1 

SKOll (2.37) (0.68) 0.62 SP011 0.26 0.59 υ.U~ 

SKOl2 1.34 0.49 り.2日
SKOl3 2.55 2.04 0.50 

己POl2 0.37 
U0..4ZT 8 方0方087 

SPOI 0.20 
SKOl4 (11 11 l仁.吉2す2 0.54 
SKOl5 .43 0.24 

ぢ5開P01145 
0.86 0.68 0.23 
\U .o~ ) 0.d3 0.4 

τ5文K訂01ア6 0.52 0.42 0.28 
4.1 1.50 0.63 

SPOl6 0.17 0.23 U.￥U 
SP017 (0.18) 0.18 1.07 

SKOl8 1.13 0.65 0.12 SPOl 0.30 υ.28 U.Uo 
SKOl9 1.60 

10芝4t8「
0.15 

SKUtU 2.21 0.41 
SPOl9 寸(0志.473) 0.36 0.07 
SI'OZO 0.44 1.0d 

SK021 0.85 寸{I肩.41 0.39 
SKoa 1.31 0.3~ 

SP021 0.22 0.32 0.0 
sl'oa り。17 0.2:; 1.04 

SK023 1.03 1.22 0.17 SIべ)Z3 U.Z3 0.28 0.0 
SK024 1.1 (0.44 O.邑3
SK025 0.59-0.8 1.32 10.30-0.5 

τS下F白02E4 す01218T 寸(0ゴ.1す3) 
0.04 
0.08 

己K026
寸(l.4lOア) 廿{O百.30 可0プ.6す5 

SK027 
SP026 0.44 0.44 0.17 
SP027 1.81 0.70 1.31 孤込み‘(0.18)，0.33，0.24 

SK028 一{百0万6百9一j 0.74 0.37 
SK02日 0.80 0.18 
SKUSU (0.59; 0.74 U.tS 川自主主み 0.15.0.14，0.18

SI'Utd U.dt 0.77 U 己l

旨P02! .73 
可038す1 勺0オ.3百4 

SI'U3U 0.37 
己K031

D Ez6r 7j 万U五.9ア8 0.08 
SKU3Z O.Zd 

SP031 
市02.3E6 可032T7 勺0万173 

::;1'032 
SK033 1.49 (1.33) 0.70 ;:'YUj，j 0.47 0.61 0.10 
SK034 0.51 1.27 0.47 
SK035 0.69 0.72 0.21 

SP034 1.36 0.35 
勺0ゴ3El 

SP035 0.79 0.33) 
SK036 73 

万0立6可0 
0.14 

SK037 0.70 0.3b 
ぢSFFm0376 0U 5E百0 

0.30 0.08 
0.41 0.3b 

SK038 0.58 
万03575 

0.19 
SIえ 03~ 1.12 0.30 

SP038 (0.43) 0.21 U. U~ 

::，ド03日 1.39 0.29 0.1 
SK040 (0.56) 1.41 0.67 SP04 {0.60: 0.57 U.ob 
SK04I 0.49 1.97 0.68 
SK042 {2.27 l.dU 0.21 

ぢ己FP明041 勺U73T 3 0.37 0.11 
1.66 0.1 

己K043 (1.92) 1.61 0.70 SP043 -(0E337 0) 0.60 0.1 
SP044 0.25 0.07 
SP045 0.16 0.16 0.1 
SP046 0.3日

而U;53I6I 可0万2吉4 SP047 0.39 
SP048 0.72 

応0乏6な6 
0.17 

SP049 0.3U 0.26 
SP050 {0.49 1.06 0.05 
SP051 (0.15 ¥0.261 0.1 
SP052 ¥U.Z81 (0.24) 0.1 

晴
ぢ5丙PO吉5正3 (0U.57す2) {0.55 0U T1E 2 

(0.48) 
SP055 (0.31 0.59 0.1 
::;I'Obb \ 0.3~ ) 0.47 0.07 
SP057 (0.12 (0.21) U.38 
己P058 0.38 0.32 0.06 
S I'Ub~ 0.42 0，43 0.04 

τ己丙PO訂60 寸{志0古3事07) 官(o罰:;0) 可0:1l0 i 

単位 m 

( ) 残存値を示す。

SP062 0.40 0.38 0.07 
::;1'063 0.16 0.18 
SP064 U.Zb U.Zd 0.1 
SP065 ¥0.88) 

t(0U..4E761 j 
0.20 

SI'Ubb ¥U.3Z O.a 

SP067 { 1.11 (0.601 0.09 
::;1'068 ¥0.20) 0.42 11 
;:，t-' Ub~ 0.19 0.17 0.14 
SP07 37 0.37 1.09 
SP071 0.40 0.19 0.04 

τ5FP0肝7吉2 市03.4E17 切0ゴ2百8了
0.21 
O .O~ 

SP074 0.23 0.28 0.06 
SP075 1.25 0.23 .0日
SP07 0.49 0.59 0.1 
国ド077 0.51 0.55 0.06 
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と考えられる。

なお、第 1層上面遺構からは遺物以外にも特徴的な動物遺体が出土した。その概要について、以下

に記す。動物遺体としてはウシ・ウマが中心とみられる晴乳類骨とその加工品、魚骨とウロコ、貝類

などが複数の遺構から出土している O

注目される遺構としては、まずウシの中手骨とみられる骨端がまとまって出土したSK013(図28の

中央西)がある oSK013は櫛払など骨製品の製作過程で除去された骨端の廃棄土墳であると考えられ

るo 16世紀末から17世紀初頭にかけて、多量の櫛払が専業的に作られていた大阪市住友銅吹所跡の

資料を分析した久保和士氏は、時期によって骨細工職人の立地が町場の外縁や開発の程度の低いとこ

ろなど規制を受けていた可能性を指摘しており[久保和士1998J、本調査地の歴史的環境を検討する

表3 出土貝類種名一覧表

腹足綱 Gastropoda

トコブシ Sulculus supertexta (Lischke) 

メカイアワビ Notohaliotis sieboldi (Reeve) 

サザエ Turbo(Batillus) comutus Solander 

タマガイ科 Naticidaegen. et sp. indet. 

アカニシ Rapanathomasiana (Crosse) 

パイBabyroniaj叩onica(Reeve) 

カワニナ SemisuJcospirabensoni (Philippi) 

二枚員綱引valvia

サルボウ Anadara (Scapharca) subcrenata (Lischke) 

/¥イガイ Anadara (Tegil1arca) granosa bisenensis Schenck et Reinhart 

アカガイ Anadara (Scapharca) broughtonii (Schrenck) 

ハマグリ Meretnxlusona (Roeding) 

カガミガイDosinia(Phacosoma) japonica (Reeve) 

オキシジミ CycJinaonentalis Sowerby 

シオフキ Mectra venenformis R田町

マシジミ Corbicula (corbiculina) leana Prime 

ヤマトシジミ Corbicula japonica Prime 

シジミガイ科 Corbiculidae gen. et sp. indet. 

トリガイ Fulvia mutica (Re巴ve)

表4 SK015・034.SE003出土貝類一覧表(註 1)

(註 1)同定に当っては現生標本と図鑑[吉良哲IYI1954lを利用L、また、個体数については版足綱が殻口数を、 二枚貝綱が左右殻数の多数の方をJJ;t則として探用している。

72 



第2節 OS02-8次調査

上で重要な資料であるといえよう 。

一方、骨製品については、 SK030(図28の南東部)から歯がなくなりヘラ状になったブラシ形(18世

紀頃に主流となる)の櫛払[久保1993Jが出土しており、 SK014(図28の中央西)・ 035(図28の中央南)、

SE003 (図28の中央西)などから棒状製品が出土している O

次に、 SK034(図28の南西)は員類が多く出土したことから、微細遺物の回収のため、体積にして埋

土の約20%に当る29.2kgをサンプル採取し、水洗選別を行った。その結果、晴乳類骨とその製品、イ

ワシなどの魚骨やウロコ、スッポンが検出された。

SK034を始め、貝類は18の遺構から計18種が出土しているが(表3)、まとまった量が出土したの

はSK015(図28の中央西)・034、SE003の3遺構である(表4)。これら 3遺構から出土した資料はい

ずれもハマグリおよびシジミ類を主体としている o SK034出土のハマグリは殻高平均値が25.3cm、殻

長平均値が30.2cmときわめてサイズが小さく、殻表面の剥落や損傷がめだち、計測できたのは80個体

にとどまる。シジミ類については表4では一括して報告しているが、ヤマトシジミとマシジミの 2種

が含まれているとみられる。

3 )まとめ

今回見つかった 9基の達磨窯から、構造上の多くの知見が得られた。特に、畦の 3条から 4条への

変化および平面形の瓢箪型から小判型への変化に新旧関係が存在したこと、また、これまで明確では

なかった通焔溝の峠の形状が明らかとなったことがあげられる。しかし、その反面、瓦窯の上部構造

が失われていたため、焚口付近の窯壁構造や、燃焼・焼成室の境界(障壁)の構造など、瓦窯本体の詳

細な点については解明できなかった。これらは調査例の増加を待って検討すべき課題である。

本調査で出土した瓦の中には、大坂城三ノ丸で使われたものと同箔・同文の瓦や大坂城本丸で出土

しているものと同文の瓦があり、出土した陶磁器が豊臣前期の様相の強いことから、今回見つかった

達磨窯は豊臣氏大坂城を建設していく過程で使われた瓦を供給した瓦窯であると考えられる。また、

4・8号窯などの古い時期の瓦窯は、大坂城築城時にさかのぼる可能性もある。大坂城に係わる瓦の

生産地が発見されたことは、今後の豊臣期の瓦の流通を考える上でも重要な成果といえる。

豊臣氏滅亡後の1619(元和 5)年9月に大坂城再築の号令が発せられたことによって、調査地とそ

の周辺に大坂城を再建するために京都伏見から職人や町人が移り住んだことが1699(元禄12)年の『大

坂濫暢書Jほかの文献からわかっていた。今回の調査で伏見の職人や町人の住居に係わる遺構の発見

が期待されたが、見つけることはできなかった。しかし、 17世紀末から18世紀初め以降に第 I層の

厚い盛土がなされており、その後、町家になったことが明らかとなった。文献とは異なる新たな発見

といえるが、 17世紀初めから末に本調査地がどのような環境下にあったのか、今後の周辺地域の調査

成果を含めて検討すべき新たな課題である。

以上、今回の調査では、達磨窯群と大坂城およびその城下町の開発に係わる貴重な資料を得ること

ができた。今後行われる調査の結果を合わせて、さらに検討していくことが重要である O

(小倉徹也 ・田中清美 ・小田木富慈美・宮本佐知子・池田研)
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第四章 大坂城跡の調査

訪問予

発掘調査および報告書をまとめるに当り、多くの方々にご助言、ご指導をいただいた。特に、達磨窯については吹田

市立博物館の藤原学氏に調査段階からまとめにいたるまでご指導いただいた。瓦については、藤沢一夫四天王寺国際仏

教大学名誉教授、渡辺武大阪城天守閣名誉館長、中村博司大阪城天守閣館長、同学芸員北川央氏・宮本裕次氏 -跡部信

氏、川口宏海大手前大学教授、堺市立埋蔵文化財センターの白神典之氏 ・綴伸一郎氏 ・近藤康司氏・嶋谷和彦氏、小谷

寛小谷城郷土館館長、同学芸員森村紀代氏にご助言をいただいた。遺跡の立地については、内田九州男愛媛大学教授に

ご助言をいただいた。木製瓦?むについては、上原真人京都大学教授、財団法人京都市埋蔵文化財研究所の中村敦氏に貴

重なご意見をいただき、その樹種については独立行政法人文化財研究所奈良文化財研究所の光谷拓実氏に問定をしてい

ただいた。ここに記して謝意を表する。

註) 播磨-仙正八幡神社所蔵の元斑鳩寺講堂の鬼瓦には、「弘治三年二月廿二日大工四天王寺源左衛門尉藤原家次」の

銘がみられる。京都山城・京都市妙法院所蔵の妙法院大書院の鬼瓦には「慶長八年 瓦大工 四天王寺住人藤原朝臣

宗左衛門 六月吉日 家次jの銘が、石山本願寺跡(大坂城跡)出土の丸瓦には「なんと之住人藤原、家次jの銘がみられる。
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第3節 OS02-12次調査(図版19) 

1)調査にいたる経緯と経過(図 1. 2) 

調査地は大坂城跡の西北部に位置している。南面する高麗橋通は、大坂からの里程を測る起点であっ

た高麗橋を経て船場につながっている。調査地は徳川期の史料に内両替町の名が残されており 、調査

地の南向いには地名の由来のひとつである大坂銀座跡の顕彰碑がある。大坂銀座は慶長13(1608)年

以降、産出した銀や絞り銀を京都の伏見銀座に回送したり、各地の灰吹銀を丁銀などに両替していた

ところで、調査地においてもその関連遺構の検出が期待された。また周辺では、豊臣氏大坂城期の大

名クラスとされる武家屋敷跡や鋳造工房に係わる遺構や遺物が確認されていることからも注目すべき

地点となっている。

なお、図2で示した座標値は、大阪市総合計画局発行の大阪市地形図(1:2500)を拡大して調査地

と照合したもので日本測地系による国土平面直角座標第VI系に基づく 。

2 )調査の結果

i )層序(図3) 

調査地の大半が現代の撹乱で壊されており、断面や平面で大坂夏ノ陣の焼土層や惣構形成時の整地

層の分布と地山層を明確に捉えることができなかったが、出土遺物の年代観などを参考に以下のよう

に概要をまとめておく O なお、 4層上面と 9層下面で確認した遺構を、それぞれl次調査面、2次調

査面として表記した。

第O層 :近現代の掘削埋土である。

第l層 :暗褐色中~細粒砂で焼土を含む徳川期の整地層である。

第2-1層 :黒褐色中~細粒砂で焼土を多く含む瓦の廃棄土横SK03の埋土である。
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第2-2層 :明赤褐色中~細粒砂で焼土を多く含む遺構埋土である。

第 3~6 層:にぶい黄褐色細~粗粒砂で徳川期の整地層や遺構の埋土で構成されている。第 3 層

の形成過程で、西端部に石組とSK03が構築されたと考えられる。

:青黒色粘土質極細粒砂で炭化物を多く含む遺構埋士や黄褐~オ リーブ褐色中粒砂で第7層

構成される遺構埋土であるが平面的に遺構と遺物を確認できなかった。周辺の調査

ではこの層とほぼ同じ高さに大坂夏ノ陣の焼土層が広がっていることからこの層も

夏ノ陣焼土層と考えられる。

:暗灰黄色中粒砂を主体とする遺構埋土である。第8層

:黒色中粒砂質細粒砂で遺構の埋土であるが、平面的に遺構と遺物を確認できなかっ第9層

この遺構が形成された黄褐色粗砂層上面が2次調査面である。た。

ii)遺構と遺物(図4~ 6) 

ここで報告する遺構と遺物は徳川期が主体である。豊臣期以前の遺構と遺物については、今回の調

査範囲内で明確に捉えることができなかった。なお、遺構の記述については、時期的に古いと考えら

れる遺構順に記述を行った。

上部を撹乱で壊された土壌で、掘削深度に制約があって完掘できなかった。長軸O.5m以上、SK01 

短軸O.4m以上、深さ100m以上の円形の土壌で、ある。出土遺物は土師器斐 ・皿、 産地不明焼締陶器で

ある。土師器聾の内面には有機質の付着物があり、便槽として使用されていたものと考えられる。

長さ O .5m以上、 Ilf~ O .4m、深さ O .3mの不整形な土墳で、出土遺物は時期不明の陶磁器のみSK02 

である。

第4層上面で、胴部径約O.8mの産地不明焼締問器大聾を上下転位させてほぼ同じ径の掘形の埋聾

土壊に埋めたものである。内部にはO.2m大の砕石が詰められていた。
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図6 出土遺物

SK03( 1 -3)、採集資料 (4・5) 
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図

1 : 100 

図5 1次調査面平面図

4 

3m 

礎石 第4層上面で南北方向に並ぶ礎石である。礎石1の最大長は0.45m、礎石2の最大長はO.6m

であるが、撹乱によって原位置を失っている。 礎石1と関連があったものとして提示しておく O

石組遺構 西側に面をもっ南北方向の石組である。花商岩を最大で、 l幅O.6m、厚さO.5m、奥行

O.5mの方形に加工し、 2段に組んだものである。平らに加工された面には、幅5cmほどの矢穴の痕

跡が残されている。隙間に砕石を詰め、基礎敷きにO.3m大の自然石を含んだ埋土を使用している。

石組遺構の掘形の東端部は、 SK03の掘形に切られていることから、SK03より古い段階の遺構と考え

られる。出土遺物は時期不明の肥前陶器碗破片のみであるO この石組遺構は石組溝の一部や石組穴蔵

の一部の可能性があるが、調査範囲の制約から確認できなかった。
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第四章 大坂城跡の調査

SK03 長さ2.0m以上、 l幅約1.5m、深さ約2.0mの長方形の穴蔵で東側壁面には一部板を使用し

た痕跡が残されていた。また、西側壁面は石組遺構の掘形の東端部を掘込んで構築されている。埋土

は焼土や焼け瓦で、妙知焼(1724年)による被災物を投棄したものと考えられる。出土遺物は肥前磁

器白磁碗1・梅花文小皿2.網目文皿3などである。肥前磁器梅花文小皿4枚は被熱によって溶着して

おり、当時、同型式の皿をセットで保有していた状況がうかがわれる資料である。肥前磁器網目文

皿は18世紀初頭以降にみられる五弁花のコンニャク印判を使用したものである。同じように、妙知焼

による焼け瓦を廃棄した遺構は石組遺構をはさんで調査区西側壁面でも観察された。これらのことか

らSK03は妙知焼以前に構築された穴蔵の一部であり、妙知焼後、陥没地となった穴蔵に被災物を投

棄して整地したことがうかがわれる。

調査地内で採集した遺物として西行人形と金属器生産に係わるものを取上げておく。西行人形4は、

高さ18cmの大型品で、ある。表面が被熱によって溶解した型押し貼合わせタイプの土人形である。西壁

で観察された18世紀前半の焼け瓦廃棄土墳と考えられる地点から採集された。5は外面が高熱を受け

溶解しており、内面にも外面ほどではないが熱を受けた痕跡がある。残存部の最大長が約7.8cmある。

柑塙と考えられる。

3 )まとめ

今回の調査地では、期待された大坂銀座跡や武家屋敷との関連はつかめなかったものの、17世紀

~ 18世紀初頭には屋敷地の一部であったことがわかっ た。 SK03は当時の穴蔵で、妙知焼(1724年)で

被災した瓦や陶磁器が被災後の整地の際に廃棄されたものと考えられる。間磁器は積み重ねられた状

態で被熱、溶着しており火災のすさまじさがうかがわれる。出土した遺物は18世紀代の陶磁器を中心

にコンテナパット約 7箱分である。

(平井和)
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第4節 OS02-29次調査(図版20)

1 )調査にいたる経緯と経過(図 1・2) 

調査地は大坂城跡の南部に位置し、豊臣氏大坂城期に造られた大坂城惣構堀跡と考えられる空堀通

から北へ約20mで、上町筋に東面している。また、前期難波宮朱雀門の南西約500mで、難波京域内

における関連施設の形成を考える上で重要な地域である。地形的には上町台地の屋根部付近に位置し

ており、地山層の標高はTP+20.3m前後で、ある。調査地周辺の発掘調査において、飛鳥時代から江

戸時代の遺構や遺物が確認されている。特に、上町筋の東側一帯では、飛鳥時代の豪族居館を思わせ

る大型掘立柱建物や溝などが多数調査されており、前期難波宮の成立以前の歴史を考える上で重要な

成果をあげている。

事前に行われた試掘調査において、地表下約 1. 0 ~l.lmで、古代の溝が良好に残っているこ とが確認

され、本調査を行うことになった。調査は重機によって近世から現代までの整地層や撹乱層を除去し

たものの、ほぼ一定の掘削深度をとったため、北東隅に残っていた古代の遺物包含層まで重機掘削が

及んでしまった。重機掘削終了後、人力作業によって遺構の検出や層序の確認に努めた。

なお、図で使用した座標値は大阪市総合計画局発行(1984年)大阪市地形図(1:2500)を拡大して調

査地と合成したもので、日本測地系に基づく国土平面直角座標第VI系による。

2 )調査の結果

i )層序(図3) 

各層の概要は以下のとおりである。地山である第5層上面は乾痕が顕著で、、第5層上部は一部風化

している。飛鳥時代の溝8D301は地山層を削込んで、おり、この溝の上面を覆う第3層は出土遺物から
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図3 東壁断面図

の時期決定ができないものの古代の整地層の可能性がある。

第O層:近現代の盛土である。

第 l層 :黄褐色中~粗粒砂を主体とする徳川期の整地層で、北端部と南端部で整地状況が異なるこ

とから、調査地内に東西方向の屋敷境があった可能性がある。8K01はl層上面から掘込まれており、

図5で示した近世の遺物は、この遺構周辺を掘削中に採集した。

。

第2層 :灰黄褐色シルト質細粒砂で、中世から近世の作土の可能性がある。

第3層 :明褐色シルト~粘土質細粒砂で、層厚は約30crnで、ある。出土遺物はない。自然堆積を示す

i斬移的なラミナの形成および、風化や生物擾乱による漸

Pl 
図

P2 
図

1 : 80 

図4 遺構平面図

5m 

移的土壌化は認められず、地山である中位段丘構成層上

部の風化帯の土壌化した地層に由来すること、また80301

の埋土に近似することから古代の整地層と考えられる。

第4層 :樺色シルト質粘土~灰白色粘土を主体とする

80301の埋土である。飛鳥時代の土器が出土した。この

埋土には水成堆積を示すラミナが認められず、地山の風

化帯ないしは生物擾乱による土壌化した地層に由来する

粘土層によってほぼ一時期に埋められたと考えられる。

第5層 :小礁を含む樺色細~中粒砂で、地山(洪積層)

である。

ii)遺構と遺物

a.第5層上面検出の遺構と遺物(図4・5) 

80301 幅約2.5m、深さ0.7mの東西に延びる溝で、

方位はほぼN70.Wを示している。溝底部の標高はほぼ一

定で、一方向への傾斜は認められなかった。出土遺物

は、天井部にヘラ記号のある須恵器杯蓋1(難波E古段

階)、須恵器杯身2(難波E古段階)、須恵器査3・4のほ
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図5 出土遺物

SD301 ( 1 -4)、近世の遺物(5-8) 

か、土師器聾 ・杯破片などが出土していることから、この溝が埋められた時期は 7世紀前半と考えら

れる[佐藤隆2000J。

b.第4層上面検出の遺構と遺物(図4) 

SK301 直径約0.8m、深さ0.2mの円形をした土壌で、遺構としての輪郭はやや不明瞭であるO 埋

土は80301と類似した糧色シルト質粘土で、 80301の一部である可能性がある。遺物は須恵器破片、

土師器杯破片などが出土した。

8K01 長軸0.8m以上、短軸0.2m以上、深さ0.9mの形状不明の土墳で、ある。西壁際で平面の一部

と断面によって確認した。出土遺物は肥前磁器破片 ・備前焼播鉢などである。

8K01周辺で採集した近世の遺物はおおむね18世紀後葉のもので、肥前磁器青磁染付碗蓋5.肥前磁

器染付碗6、軟質施柚陶器灯明皿7、産地不明焼締陶器播鉢8である (図5)。

3 )まとめ

今回出土した遺物は飛鳥~江戸時代の土器・陶磁器 ・瓦で、コンテナパット約2箱分であるO 出土

遺物から80301は飛鳥時代に造られた溝で、難波宮成立以前に埋められたものであることがわかった。

周辺部の調査では、おおむね7世紀前葉と中葉の2時期の建物や溝が確認されており、 7世紀前葉に

比定される建物の中には大型掘立柱建物などが確認されている。これらは、豪族の居館やそれに付随

する施設と考えられ、今回検出した溝もこのような調査成果との関連性を検討する上で重要である。
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第澗章 大坂城跡の調査

また、飛鳥時代の溝の上層では古代の整地層と考えられる地層が検出され、難波宮建設前後に居住域

が整備された範囲や状況について検討する機会が得られた意義は大きい。

徳川期の遺構や遺物については18世紀後葉までの資料が主で、豊臣期の遺構や遺物については確認

できなかった。中~近世の遺跡、の形成過程についての成果も今後期待される。

(平井和)

引用・参考文献

佐藤隆2000、「古代難波地域の土器様相とその史的背景J:大阪市文化財協会編『難波宮祉の研究』第十一、

pp.253-265 

九州近世陶磁学会2000、『九州陶磁の編年』

つ山口O



第医章 大坂城下町跡の調査

第 1節 OJ02-2次調査(図版21)

1 )調査にいたる経緯と経過(図1. 2) 

調査地は大坂城下町跡の南部に位置し、北面する本町通は豊臣秀吉による船場の開発以降、大坂城

と城下町を結ぶ東西のメインストリートのーっとしての役割を担っていた(図 1. 2)。江戸時代の史

料によると、本町の特色として繊維関連業種や古着問屋が軒を連ねていたことが記されている。地形

的には上町台地の西側に拡がる海浜性の砂堆上に位置しており、豊臣期の生活面の標高はTP+1.5m

前後で、上町台地上の生活面との比高は10m以上ある。調査地周辺の発掘調査において、弥生時代か

ら室町時代の遺構や遺物が確認されており、砂堆上に形成される遺跡のあり方を考える上で重要な成

果をあげている。また、近世の遺構や遺物からは、町割や町屋の変選および陶磁器の流通などが明ら

かにされつつある。

事前に行われた試掘調査において、地表下約2.3mで、豊臣期の遺構面を確認したことから本調査を

行うこととなった。調査は重機によって表土層と撹乱層を除去しながら遺構面を検出し、以下人力作

業によって遺構の検出や層序の確認に努めた。

なお、図2で示した座標値は大阪市総合計画局発行(1984年)の大阪市地形図(1:2500)を拡大して

調査地と合成したもので、日本測地系に基づく国土平面直角座標第VI系のものである。
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図 l 調査地位置図
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断面l
TP+ 
3.0m 断面2 丁目m 2 )調査の結果

2.0m 

1.0m 

11 。
¥ 

図3 東壁断面図

2.0m 

1.0m 

1m 

1・40

i )層序(図3) 

調査地は現代の撹乱が多く、断面や

平面において船場が焼けた大坂冬ノ障

の焼土層や、船場城下町造成時の整地

層の分布と地山層を明確に捉えること

ができなかった。北半部では、断面で

の層序観察がかろうじて可能だ、った範

囲を断面 1・断面2として示した(図

3 )。 しかし、各層ごとの面的な調査に

はいたらず、地山層上面で古代から近

世の遺構を検出した。一方、南半部では近世の遺構が重複して断面の層序観察ができず、断面2の5

層(1次調査面)・ 6層上面(2次調査面)・ 9層上面(地山相当層上面)に対比できる各調査面において、

複数の時期にわたる遺構を検出した。各遺構面の時期については、 出土遺物の年代観などを参考に以

下のように概要をまとめておく 。

第5層 :徳川期(18世紀代)

第 6 層上面: 豊臣期~徳川期(1 7世紀初頭~ 18世紀中葉)

第 9 層上面:弥生時代後期~豊臣期(1 6世紀後葉~ 17世紀前葉)

地山層として記述した層の上部は、弥生土器や土師器 ・須恵器の細片を含んでおり 、古代以降に人

為的に擾乱された部分と考えられるが明確に細分できなかった。図3で示した層序は、遺構や撹乱が

少ない北半部の東壁を断面 Iと断面2に分けて示したものである。調査地西方に位置するOJ99-2 

次調査地では、 TP+O.3mで、地山層となり TP+l.Omまでに中世整地層および近世整地層が形成され

ている。近世の整地層中に大坂冬ノ障の焼土層は確認されず、 1724年の妙知焼の焼土層がTP+l.Om

で確認されていることなどを参考に、断面lの第2・3層(焼土層)および、断面2の第3層(焼土と

炭層)・第7層(焼土層)の形成時期について検討する必要がある。

〈断面 1> 

第O層 :近現代の盛土である。

第l層 :にぶい黄樺色細粒砂質シルト~オリーブ褐色細~中粒砂などを主体とする複数の薄層か

らなる徳川期の整地層である。

第2層 :極暗赤褐色細~中粒砂で焼土層である。

第3層 :暗赤褐色細~中粒砂で細離を含む焼土層である。

第4層 :褐色細~中粒砂で細離を含む層である。

第5層 :オリーブ褐色シル ト質細粒砂である。

第6層 :黄褐色粘土質シルトである。

第7層 :褐色細~中粒砂である。
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第 l節 OJ02-2次調査

第8層 :黄褐色細粒砂である。

第9層 :黄褐色細~中粒砂で、上面は貼床状に固く締まっている。

第10層 :褐色細~中粒砂で、大~巨磯 ・瓦片を含む層である。

第11層 :黄褐色細~極細粒砂で、地山層である。断面2の9層に類似している。

〈断面2) 

第0層 :近現代の盛土である。

第l層 :暗褐色細~中粒砂である。

第2層 :にぶい黄色細粒砂である。

第3a層 :暗赤褐色細粒砂で、焼土層である。

第3b層 :黒褐色シル ト質細粒砂で、炭層である。

第3c層 :オリーブ褐色シルト質細粒砂で、炭層である。

第4層 :オリーブ褐色細~中粒砂である。第1層~本層は1つの遺構の埋土の可能性があるO

第5層 :褐色細~中粒砂である。18世紀中頃の整地層である。

第6層 :暗褐~褐色の細~中粒砂である。

第7層 :にぶい褐色細~中粒砂で、大擦を含む。妙知焼の焼土層である。

第8層 :黄褐色細~中粒砂で、大礁を含む。暗褐色細~中粒砂を含む。

第9層:にぶい黄樫色細粒砂で、大礁を含む。地山層である。断面lの第11層に類似している。

ii)遺構と遺物

a.地山層検出の遺構と遺物

①弥生時代後期(図4・7)

表面にタタキメのある畿内第V様式の弥生土器聾底部1で、地山層上部の人為的に擾乱された層か

ら出土した。この時期の遺構は確認できなかった。

②古代(図4) 

ここで古代と判断した遺構は、黒褐~灰黄褐色細砂を主体とした埋土(埋土 1)の土壊で、いずれも

須恵器 ・土師器細片を含むものである。出土遺物が細片のため、詳細な時期は特定できなかった。

SK301 長軸1.0m、短軸0.5m以上、深さ0.54mの楕円形をした土壌である。

SK302 長軸1.4m以上、短軸1.1m、深さ0.2mの不定形な土墳である。

SK303 長軸2.5m以上、短軸0.5m以上、 深さ0.25mの不定形な土墳で、ある。

SK304 長軸1.0m以上、 短軸0.1m以上、深さ0.46mの不定形な土墳で、ある。

SK305 長軸0.5m、短軸0.2m、深さ0.33mの円形土墳である。

③豊臣期(図4) 

ここで豊臣期と判断した遺構は、黄櫨色のシルト偽礁を含むにぶい黄褐色細粒砂を主体とした埋土

(埋土2)の遺構で、豊臣期の瓦片や土師器羽釜片を含む一方、細片ながら土師器 ・須恵器を含んでい

る。

SP201・202 直径0.35 ~ 0 .45m、深さ 0.16 ~ 0.18mの柱穴で、底部に1O~20cm大の根石が置かれ
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図4 地山層上菌検出遺構平面図

ていた。根石上面のレベルと埋土から判断してSP201

とSP202は南北方向の柱列の一部としたが、ほかの根石

をもっ柱穴との関連性がつかめず、建物の復元にはい

たらなかった。出土遺物は須恵器 ・土師器細片である。

b.南半部第6層上面検出の遺構と遺物(図5・7) 

南半部第6層上面では、出土遺物からおもに17世紀

前半~ 18世紀前半の遺構を検出した。 SK201 ~205は

肥前磁器を含まず、豊臣後期から徳川期前半(17世紀

前葉) に形成された遺構で、 SK206~ 209は、徳川期

(17世紀中葉)に形成された遺構である。

SK201 長軸0.8m以上、短軸0.7m以上、深さ0.55

mの不定形な土墳で、半分以上が東側断面にかかってい

る。青花碗・瀬戸美濃焼志野・備前焼などの破片と土

師器皿4・5が出土した。

SK202 長軸1.0m、短軸O.4m、深さ0.51mの楕円

形をした土墳である。青花碗10・唐津焼皿 ・備前焼措

鉢・土師器皿7・8などが出土した。

SK203 長軸0.5m以上、 短軸0.3m以上、深さ0.34

mのほぼ円形と考えられる土壊で18世紀前半の肥前磁

器を含む土墳に切られる。ロクロ成形された土師器皿

3のほか土師器・須恵器の細片が出土した。

SK204 長軸1.0m以上、短軸O.4m以上、深さ0.46

mの円形と考えられる土壌で、東半部が17世紀代の陶

磁器を含む土墳SK206に切られている。土師器皿6.

瀬戸美濃焼志野向付9・青花碗などの破片が出土し

た。

SK205 長軸0.7m以上、 短軸0.6m以上、深さ0.45

mの形状不明な土墳で、大半が工事基礎や東側断面に

かかっている。青花碗11・皿、唐津焼砂目皿、土師器

羽釜 ・火入などが出土した。

SK206 長辺1.9m以上、短辺0.9m以上、深さ0.59

mの長方形を呈する土墳で、数種類の肥前磁器小杯15

~ 19が 5 点以上、口径10cmの同型式土師器皿が 6 点以

上まとまって出土した。13は口径2.3cm、高さ2.7cmの

手づくねのミニチュア土器である。14は口径8.6cm、高
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さ4.8cmの手づくねの椀形土器で、あるO ほかには17世

紀中頃の肥前磁器碗・備前焼壷 ・信楽焼措鉢などが出

土している。

SK207 長軸0.9m以上、短軸0.6m以上、深さ0.7m

の楕円形と考えられる土墳で、北半部を17世紀中頃の

土墳SK206により切られている。17世紀中頃の肥前磁

器碗22・17世紀中頃の唐津焼皿(二彩唐津)25・土師器

倍熔などが出土した。

SK208 長軸1.9m以上、短軸1.8m以上、深さ0.35

mの不定形な土墳で、西半部が西壁断面にかかってい

る。17世紀中頃の唐津焼砂目皿12・21、肥前磁器碗な

どが出土した。12は佐賀県小溝中窯跡や白木原l号窯

跡出土の溝縁皿に類似しており、九州陶磁の編年E期

[九州近世陶磁学会2000Jに相当するものである。

SK209 長軸2.0m以上、短軸1.2m以上、深さO.4m

の楕円形と考えられる土墳で、北半部を17世紀中頃の

遺構に切られている。 17世紀中頃の唐津焼砂目皿・肥

前磁器碗・瀬戸美濃焼志野向付 ・焼塩査20などが出土

した。

埋聾 土師器大型撃の口縁部と底部を転位して埋め

たもので、用途は不明で、ある。

c.第5層検出の遺構と遺物(図6・7)

SK101 長辺1.0m、短辺0.8m以上、深さ0.63mの

方形土墳である。18世紀代の肥前磁器碗 ・唐津焼碗・

土師器灯明皿24・阿倍熔・産地不明型物容器28・土製

玩具29などが出土した。24は精製の土師器皿で内面に

若松文を描いた痕跡が残されている。 28は蓮弁を模し

た精巧なもので鉄柑が施されている。性質不明の内容

物が充満していた。 29は俵を背負った馬で、左後足付

け根部分に穿孔がある。

d.その他の遺物(図7)

2は地山層上部から出土した中国青磁碗で、時期は

不明で、ある。23は南半部東側断面の精査中に出土した

李朝白磁鉢で、豊臣期に輸入された可能性がある(註

1)0 26は撹乱層出土の備前焼掛け花生けで、意匠が珍
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図5 第6層上面検出遺構平面図
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図6 第5層層内検出遺構平面図

しい作品である。16世紀末から17世紀初頭のいわゆる茶陶盛

行期のものと考えられる。

3)まとめ

今回出土した遺物は弥生~江戸時代の土器や陶磁器で、コ

ンテナパッ ト約21箱分である。調査地では、撹乱された範囲

が広く南半部と北半部の遺構のつながりを捉えることが十分

にできなかった。出土した遺物から弥生時代後期以降におけ

る人の活動がうかがわれ、古代以降から土壊などが明瞭に残

されるようになる。中世と断定できる遺構はなかったが、瓦

器片が出土したことから、人の活動がうかがわれる。豊臣秀

吉による船場城下町造成以降に、町屋としての整備がすすん

だ船場の状況をうかがえる遺構は第6層上面の土墳群である

が、予想外に豊臣期の遺構や遺物は少なく、大半が17世紀中

葉以降の廃棄土壌であった。南半部には井戸も見つかってい

るが、ゴミ穴が繰返し掘られる町屋の裏庭に当ると考えられる。近隣地では、今回の調査では希薄で、

あった中世以前の遺構が確認されており、今後の調査における中世の遺構の検出が望まれる。また、

本町通以南での大坂冬ノ陣に伴う焼士層の分布状況についても検討が必要で、あろう。

(平井和)

(註1) 韓国全羅南道松康寺聖賓博物館学芸研究室長韓盛旭氏より、慶尚南道山清産の白磁に類似しているとの

ご教示を賜った。

引用 ・参考文献

九州近世陶磁学会2000、『九州陶磁の編年』
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図7 出土遺物

地山相当層(1・2)、SK201(4・5)、SK202(7 . 8・10)、SK203(3)、SK204(6・9)、SK205(l1)、

SK206(13-19)、SK207(22・25)、SK208(l2・21)、 SK209(20)、SK101(24・28・29)、その他(23. 26・27)



第2節 OJ02-3 次調査(図版22 ~24)

1 )調査にいたる経緯と経過(図 1・2) 

調査地は大坂城下町跡の中央部に位置し、瓦町通から伏見町通にかけての発掘調査では豊臣秀吉に

よる船場の開発以降の遺構や遺物が多数発見されており、当時の歴史を具体的に明らかにする上で重

要な地域となっている(図1・2)。江戸時代の史料によると、瓦町1丁目の特色として肥前 ・紀伊 ・

関東などの諸藩の御用聞や問屋が軒を連ね、豪商炭屋善五郎が居宅していたことが記されている(註

1)。

事前に行われた試掘調査において、地表下約2.4mで大坂冬ノ陣(1614年)の焼土層が良好に残って

いることを確認したことから本調査を行うこととなった。調査は重機によって大坂冬ノ陣の焼土層上

面および石組溝を検出した徳川期の整地層上面まで慎重に除去し、以下人力作業によって遺構の検出

や層序の確認に努めた。

なお、図で使用した座標値は世界測地系による国土平面直角座標第VI系に基づいている。

2 )調査の結果

i )層序(図3・4) 

各層の概要は以下のとおりである O ただし、第3層のうち第3-1層は第3-2層に比べて焼土の

含有がやや少なく 、前者が焼土を含んだ整地層で、後者は大坂冬ノ障の焼土層と考えられる。第5層

の分布範囲は調査区南端部に限られていた。北半部で、は約14cm、南半部で、は約30cmの厚さで部分的

に堆積していたところがあった。また、第6-1層の上部では一部で土師器や須恵器の細片が含まれ

ており、古代以降に人為的に擾乱された地層と考えられたが層理面が不明瞭で分層できなかった。
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図4 中央南北部東壁断面図

第O層 :近世~近現代の盛土である。

第l層:にぶい黄褐色粗粒砂で、徳川期の整地層である。

第2層 :灰黄褐色シルト質細粒砂である。

第3-1層 :褐色中粒砂で細磯 ・焼士 ・炭を含む整地層である。

第3-2層 :暗赤褐色中粒砂で細磯 ・焼土 ・炭を多く含む大坂冬ノ障の焼土層である。

第4層 :オリーブ褐色シルト質細粒砂である。

第5層 :黒褐色細粒砂で、古代の堆積層である。

第6-1層 :明黄褐色極細粒砂~細粒砂で、海浜性砂堆構成層である。

第6-2層 :明黄褐色細粒砂~中礁で、海浜性砂堆構成層である。

ii)遺構と遺物

a.第5層下面検出の遺構と遺物(図5・6) 

第5層が分布したのは調査地の南端部で約20m2程の範囲であったが、第6層上面において、黒褐色
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図5 第6層上面検出遺構平面図

細粒砂を主体とする第5層下面の遺構が調査地のほぼ全域で検出された。図5で示した遺構は古代~
中世の時期が考えられるものであるが、ここではこれらのうち古代のおもな遺構と遺物について述べ

る。

SK301 長軸l.Om、短軸O.7m、深さO.26mの楕円形をした土墳で、埋土は黒褐色細粒砂である。

遺物は須恵器杯B4、土師器杯などが出土した。
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図6 出土遺物

SK301(4)、SK302(9・10)、SE301(1 -3・ 5-8'11)

8K302 長軸1.0m以上、 短軸0.5m、深さ0.45mの不定形な土墳で、埋土は黒褐色細粒砂とにぶい

褐色細粒砂の互層である。遺物は土師器杯A9・椀X10、須恵器杯身などが出土した。難波V古~新

段階(8世紀前~後葉)に相当する遺構である[佐藤隆2000]。

8E301 長軸2.2m以上、 短軸1.6m、深さ0.99mの楕円形の掘形をもっ井戸である。底面には長軸

0.8m、短軸0.5mの楕円形の凹みがあった。7.Kr留の痕跡であろう。掘形の埋土からは多量の土師器 ・

須恵器が出土した。1・2は須恵器杯B蓋、 3は須恵器皿B蓋、 5は須恵器皿B、8は土師器査B、6・

7は土師器杯A、11は土師器椀で、おおむね難波V中段階(8世紀後葉)に相当する[佐藤隆2000]。こ

の時期の井戸は大坂城下町跡の範囲内では貴重な資料である。

b.第4層上面検出の遺構と遺物(図4・7・8) 

第4層が分布していた範囲は南半部で、中世から豊臣期の遺構と遺物を検出した。ここでは第4層

上面および、第4層内検出遺構と遺物のおもなものについて述べる。第4層上面は大坂冬ノ障の焼土

直下に当り、南半部では赤く焼けた礎石や炭化した床面が残っていた。

80201 長さ 9m以上、幅約2.8m、深さ約0.7mの南北方向に延びる溝で、南から北へ傾斜してい

る。埋土は褐~オリーブ褐色の細~中粒砂である。最初に造られた溝が埋って以降、同じ方向で何度

も造り直されれていたことがうかがえる(図4)。この過程でIlfijiの変化があったと思われるが、現状で

は最新段階の溝の規模を示した。この溝の埋土には焼士が含まれず、大坂冬ノ陣までにはその機能を

失い整地された遺構である。今回は溝としての機能が休止していた時期に構築された土墳8K203から

出土した遺物を、溝の時期を検討するための一つの手がかりとした。この土墳から 1 6世紀末~ 1 7世

紀初頭の唐津焼が出土していることから、豊臣期段階に埋められた遺構である。

80202 長さ0.5m以上、幅約0.3m、深さ約0.8mの南北方向に延びる溝で、南から北へ傾斜して

いる。埋土は褐色中粒砂(焼土)で、内面は黒く炭化していた。

8X201 長軸9m以上、短軸約5m、深さ約1.08mの大きな不定形の土壌で、埋土は明黄褐色の極
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粗粒砂層とオリーブ褐色細~中粒砂である。遺物は土師器皿19、瀬戸美濃焼灰紬折縁ソギ皿20・志野

菊皿21・22、志野向付23・24・26、青花皿25、大型の犬形土製品27などが出土している。

SK201 長軸4.2m以上、短軸3.0m以上、深さO.2mの楕円形をした土墳で、 SX201の底部で検出
した遺構である。埋土は暗赤褐色細~中粒砂(焼土)で多くの遺物が出土した。遺物は唐津焼皿28、瀬
戸美濃焼天目碗29、中国白磁端反皿30・輪花皿31などが出土している。そのほか、鋳造関係遺物が

出土していることから、埋土の成因は鋳造に関する焼土や排土であったと考えられる。
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18)、SX201(l9-27)， S K201 (28-31) 

SK202 長軸2.5m以上、短軸1.5m以上、深さ0.54mの楕円形をした土墳である。埋土は黄褐~明

黄褐色粗粒砂で、底部から草食晴乳類の頭部骨が出土した。

SK203 長軸約1.0m、短軸約0.8m、深さ約0.3mの楕円形をした土壌で、 S0201上で検出したも

のである。埋土はオリーブ褐色細~中粒砂である。遺物は土師器皿12・13、唐津焼小杯15・碗16、

備前焼小壷18、中国赤絵小杯14、 犬形土製品17などが出土した。 16世紀末~ 17世紀初頭の時期が考

えられる。

S8201 東西5m以上、南北4m以上の礎石建物で、推定される柱聞は約 1mである。礎石として

使用された石は、長軸約30~50cmの大きなものである 。

S8202 東西4m以上、南北 1m以上の礎石建物で、推定される柱聞は約0.8~ 1 mで、ある。礎石

として使用された石は、長軸約20cm大のものである。

竃 長軸0.6m以上、短軸0.5m以上、深さ0.34mの楕円形をした竃で上部は削平されて失われてい

る。

b.第3層上面および下面検出の遺構と遺物(図7・10)

大坂冬ノ陣の焼土層を含む整地層を埋士とする遺構である。

SK101 長軸約2.4m、短軸約0.9m、深さ約1.17mの不定形な土壌で、埋士は焼け瓦を多量に含む

褐色中粒砂(焼土)であるO 遺物は瀬戸美濃焼志野丸皿32・天目碗34、唐津焼皿33.輪花深鉢36、中

国製色絵皿35、産地不明筒形向付37などが出土した。
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SX101 直径約 5m、深さは1.06mのほぼ円形をした規模の大きな土墳で、埋土は褐色中粒砂(焼

土)とにぶい黄褐色細~中粒砂などの互層である。遺物は土師器皿38~41 ・ 倍熔46、 唐津焼碗42 ・ 43、

中国製青磁皿44、瀬戸美濃焼志野織部丸皿45・鉄粕播鉢47などが出土した。

C.第2層上面検出の遺構と遺物(図9・10)

SK01 長軸約2.4m、短軸約0.9m、深さ約0.35mの不定形な土墳で、埋土は灰白色中粒砂である。

遺構の東辺から南辺にかけて20~ 30cm大の石と培が並べられていた。遺物は肥前磁器白磁碗54 ・草
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SK101 (32-37)、SXIOl(38-47)、SK01(54・55)、SK02(48-50・56)、SD01(51-53) 

花文皿55などが出土した。肥前磁器の編年観から17世紀中頃の時期が考えられる O

SK02 直径約0.5m以上、深さ約0.24mのほぼ円形をした土墳で、内部には桶枠の痕跡が残ってい

た。埋士はにぶい黄色細~中粒砂および赤褐色小磯(焼蝶)で、便槽の可能性がある遺構である。遺物

は土師器皿48~50 、 青花皿56などが出土した。

S801 東西 6m以上、南北 6m以上の礎石建物で、推定される柱聞は約0.8 ~ 1.8mで、ある 。 礎石

として使用された石は、長軸約30~50crnの大きなものである 。

d.第l層上面検出の遺構と遺物(図9・10)

SD01 長さ 6m以上、幅0.3m、深さ約O.4mの南北方向に延びる溝で、南から北へ傾斜している。

溝の両側は20~40crn大の石を 2 段に積んでおり、明確な境界をもたずにSX01 につながっている O 遺
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第IX章 大坂城下町跡の調査

物は土師器皿51 ~ 53などが出土した。

SX01 長さ約 3m、幅約O.9m、深さ約O.lmの南北方向に延びる溝状の遺構で、北端部で西方に

L宇状に曲がっている。埋土は 1~ 5 cm大の中蝶で埋められていた。

3)まとめ

今回出土した遺物は弥生~江戸時代の土器 ・陶磁器・瓦・銭・金属器・鋳造関係遺物で、コンテナ

パット約43箱分である。奈良時代には井戸が造られていたことなどから、居住域であった可能性の高

いことがわかった。今後類例の増えることが期待される。豊臣期から徳川期の遺構や遺物では、溝や

大型土墳・礎石建物など当時の町割や町屋の形成について新たな資料を提示することができた。徳川

期の遺構や遺物については17世紀中葉までの資料にとどま ったものの、大坂冬ノ陣以降の復興の過程

を検討する上で貴重な資料を得ることができた。以上のように、古代から近世にいたる多数の遺構や

遺物を検出したものの、 豊臣期における町屋の変遷や徳川期(17世紀中葉)の町屋の構造については今

後の課題としておきたい。

(平井和)

(註 1)[平凡社1986Jによると、「瓦町一丁目」の項目に、江戸時代の町組織や問屋の内容、炭屋善五郎につい

て史料名とともに詳しく紹介されている。

引用・参考文献

佐藤隆2000、「古代難波地域の土器様相とその史的背景J:大阪市文化財協会編『難波宮祉の研究』第十一、

pp.253-265 

九ナト|近世陶磁学会2000、『九州陶磁の編年j
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第X章 中之島6丁目所在遺跡の調査

第 l節 NX02-1 次調査(図版25~27)

1 )調査にいたる経緯と経過(図 1・2) 

本調査地は堂島川と土佐堀川に挟まれた中之島の西端近くに位置する。江戸時代、中之島界隈には

諸藩の大坂蔵屋敷が建ち並んで、いたことで知られており、これまでに周辺では東から佐賀藩 ・大村藩 ・

長岡藩 ・鳥取藩 ・広島藩 ・久留米藩 ・高松藩 ・萩藩の蔵屋敷の調査が行われている。この中で広島藩

の調査では、船入や御殿 ・米蔵・蔵役人長屋 ・中仕小屋などの建物のほか、排水施設としての石組の

暗渠や敷地境の塀、井戸など多くの遺構 ・遺物が確認されている。高松藩や佐賀藩でも船入が見つかっ

ており、鳥取藩では貸家として使われた長屋や石組の溝や塀が、久留米藩では礎石建物や塀 ・溝 ・敷

地境 ・井戸などが、萩藩では石垣 ・石列 ・礎石列が、大村藩では塀や礎石、長岡藩では礎石建物のほ

か塀・石列なとεが見つかっている。蔵屋敷の建物配置や敷地の利用方法などを考える上で重要な成果

をあげてきているO

2002年6月18日と 6月20日に試掘調査(02-106次)を行った結果、現地表下約2mに、前述の蔵

屋敷の時代に当る江戸時代前半の地層が良好に残されていた。この結果を受けて、2002年8月l日

から発掘調査を実施することになった。調査はまず、重機によって現代盛土を除去した後、以下を人

力で掘下げた。調査区内の北東側は撹乱が地下深くまで及んでおり 、南西側と地層の残り方が大きく

違っていたため、北東側を東区、南西側を西区として分け、地層の残存状況の良い西区から調査を開

"-145.500 

200m 0 50m 

1 : 5.000 /' 1: 1.200 

図l 調査地位置図 図2 調査区配置図
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田制
「τ「石列や石題、基壇に
し一土」使用された石材

図炭植物遺体

国側

図3 北壁断面図

始した。その結果、17世紀後半から18世紀中頃の石垣や基壇と19世紀前半の火事の痕跡のほか、多

数の土境や柱穴 ・溝 ・ピットが確認された。2002年10月4日に現場における調査を終了し、器材類

の撤収を含め現地におけるすべての作業を完了した。

なお、座標値は世界測地系による国土平面直角座標第VI系である。

本報告中、包含層 ・遺構出土の貝類については池田研が執筆した。

2 )調査の結果

i )層序と出土遺物(図3・4、表 1) 

部分的な坪掘りを含め、現地表下約4.6mまでの地層を観察した。 以下に層序の概略を上位層から

記し、各層の層相や特徴を表lに、北壁断面図を図3、各層の出土遺物を図4に示す。

第O層から第8層まではすべて盛土層である。

第O層は現代盛土および撹乱層で、第1層および第2層も現代の盛土である。

第3層は焼土 ・炭を含む暗灰色の細~中粒砂からなる。

第3層より上位層は全域に分布し、第4層から第 7層にかけては西区にのみ分布する。

第4層から第6層までは明治時代以降の近代の盛土である。
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1 : 80 
(天地 1/40 水平 1/80) 

第4層は層相から4i・4ii層に細分される。4ii層は炭 ・貝殻を含む黄灰白色の粗粒砂混り中~細粒

砂からなり、 4i層は炭・貝殻を含む黄灰白色の細喋~粗粒砂からなる。

第5層は炭を含む暗灰~黄灰色のシルト混り中~細粒砂からなる。

第6層は黄灰色の極粗~中粒砂からなり 、西区南側にのみ分布する。

第 7 層は西区にのみ分布し、層相から 7i ~ 7v層に細分される 。 7 i層は漆喰・瓦・焼土を多く含む暗

灰色のシル ト混り極粗~中粒砂からなり、主として西区東半部に分布する。7ii層は炭 ・貝殻を含む

明赤褐色の焼土混り粗~中粒砂からなり 、西区東半部にのみ分布する。7iii層は下部が細礁を含む褐

黄灰色のシルト混り粗~中粒砂、上部が黄灰色のシルト質細粒砂からなる。7iv層は下部が褐灰色の

シルト混り極粗~中粒砂、上部が黄灰色のシルト質細粒砂からなる。7v層は下部が暗灰色のシルト混

り極粗~中粒砂、上部が黄灰色のシル ト混り極粗~中粒砂からなり 、最上部の厚さ約0.5cmは黄褐灰

色のシルト混り極組~中粒砂からなる。7iii~ 7v層は西区西半部に分布する 。

7i . 7ii層からは肥前磁器広東碗1・端反碗2、丹波焼徳利12、7i層からは琉球の査屋焼8(容量1650

ml)、7ii層で、は瀬戸美濃焼陶器碗3が出土している。7iii層上面遺構のSK7iii01からは焼継の施された

肥前磁器鉢9や瀬戸美濃焼磁器端反碗5が出土した。後述する7v層上面遺構のSK7v02からは広東碗4、
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表 I 層序表

NX02ー l府序 岩相 届I!/.(cm ) 自然"現か象 週明 | おもな遺物 時代年代

第O府;
現代盛土および揖乱層 (15) 

現代盛土 (暗灰色佐世りシルト質粗『中位砂+灰色砂利) 10-15 

(置色町粒砂、担瞭(砂利))

第ωー l 層~. 一一一一一 現代盛1
(灰色相控砂-'1'棚 (砂利))

ab.lO コンクリ ー ト
(宵色明)-極恒粒砂(砂利)) 現代

(灰色シルト『翻粒砂世り帳暫)-中位砂(砂利))

第 2層 現代盛土 {合民"'原色細粒砂~シJレトilitJ祖ー中位砂) <0-20 棟瓦，瓦.陶盛器，ゴム

明 3層 宮地土・最暗灰色 細~中粒砂 (盛土) 孟10

匝E
煉瓦

第4府
古民・貝段賀民白色細棟、粗粒砂 (盛土) 10-20 

円0-)5
煉瓦磁製楓木鉢

11 古此貝般質灰白色粧{粒砂世り中、細粒砂 {峰イ) 阿区L分~; 近代

第 5層 合成暗灰~貰灰色ンルトi見り中~細粒砂 {盛土) 「三45 随器(7リント).高古t提唱i妄喰

第6層 賞灰色極粗~中粒砂 (盛土) 西区附聞に分布 ab.lO 

日50 ←塀川山叩 「
合議喰瞳土暗灰色ンルトiJtIJ械杷ト中世砂 (盛土) SP7iOl.SX7iOl 

11 古民貝明赤禍色 現土7比り粗~中粒砂 (盛土焼j層)

同に区分到医布院
)0-30 

←SK川 I.SPiη1刷2 fsr網11~戸焼美も肥喪県前(陶焼飴磁書椛t輩2) 5 
黄灰色ンルト質細誼砂 (盛土)

亙aEBEbhh t臥k:E2 2 3 

王亙E卜
l11 i筒 落込みSX7iiiOl

第 7層 ド偲 合制時栂賞灰色ンル卜世り租~中世砂 (盛土}

IV 上部 首灰色ンルト世細粒砂 (笹オ) ←SK7ν~ ;;< 伯広楽3萩行u焼e焼平a ド偲 禍灰色ンルト握り極相ト中粒砂 {盛土} 西に区多否少和縞

上続 前最上灰S色"圃ンル貨ト機i且灰り色帳務ンlル、ト中"盤り砂阪組、(盛中土段)砂
v 

下" 暗灰色ンルト世り極粗~中粒砂 (IitJ:) 12-20 

←礎石III物SB8aiOl

1、9中C前頃半

1 シルトiIl.t)細~中世砂がめる合西上下S半区員Z東院1般0学に~ン百5級ル圃灰上ト"白筒ー飛州色にけR側てZ細駐さIJ¥，.約砂曙暗の5色~団偽に担"の変l粒炭を色合砂をす含むるむ(iitJ 20-40 SK8aiOI-1O 

a 西区に分布 肥陶前飴陶染磁t?器付平

11 賞灰白色極キ11-中粒砂 {盛土) ah.70 

第8層 焼け跡S帥i~~~v ". "" I 

11 

上半賞制~褐色細位砂貿シル ト/下半 シル トil!り餌z 中位砂(盛土) 東区東半に分布

g重五10 
」←55D088bb1I0iO110022SeSPP88bbtOllO1l02 陸前飴肥資1拘

附灰世色細粒砂質ンルト (盛土) 灰色シルト

世り緩粗一ー
←SK8biiiOl 

古ンルト曲曜黄灰色ンルトiRり羽[-中世砂111 
/世以色中~細粒砂 (隆士)

中誼砂/匹 <0-30 肥前

l屯T
iv 

l-Vl 
白色細傑~

<0、)5
←SP8bivOl'02 

合政組躍シJレト偽様悩灰色シルト7見り組~中粒砂 (盛上) 中(隆粒士砂二)
←SK8bvOl.02.SPSbvQI-03守]トー一団E主前一凪，一二'捕軒府二前前t市' 

V 円0-)5 合院掴躍-'1'礁 尚灰色ンルト世り極粗~中世砂 (盛土) (~ 45cm ) 

稲 Vl 時世灰色細、中粒砂 (レ/ズ状) ~了 ←SK8bviOl.SP8bviOl'02 肥l~

←基壇SX9aiOl
層

灰褐色ンルト世り粗、'1'粒砂 {盛u 重;;45 肥所I

難
上

t度
部 卜一一一一一

層
11 吉シルト惜眼前灰色纏根[-租粒砂 (盛土) ::;45 肥附~( 

SD9aiiiOl 
府 a 京区に分布 卜一一一一一 』石1司SW9aiiiOl ← 畠状遺構SX9aiiiOl

上半灰色 ンルト握り盤、中粒砂

llii事情E1m1旬111 
下け半覗立楢肯)ンルト偽眼民黄褐色細様~粗粒砂

20-55 組立て縄経

ト一一一一一
江戸時代

上半合員ンルト 命、細粒砂灰色根組、中粒砂
IV 

下(俊半能時合堆ンルト由理灰色ンルト揖り中、組粒砂
20-40 機能時 u肥HI¥.前(排京焼柵風鉢) 

術層}

第9層 寸←SK9b山 02.SP9b刷 l

古ンルト偽瞳世褐色領組~中粒砂 (盛上) :>30 唐j寧 協肥前1向

一 t7末C後半

11 合ql曙黄褐色細曹、'T粒砂 (盤上) 西区仁分布 70-90 崎務 {荷了山

b 

111 貰褐色ンルト l品曙担~利~中粒砂 (盛土) ah.65 

一一術祭

a 古世)s砂世Wが9の田"るh・;0灰l'直白下色では制崎確灰~出中灰粒色砂 中『細粒砂慣シルト ーシルト世り中『細 30-60 肥1焼lil温桁畳i'lt，呉t務委器手

王豆~
第10層 合貝般尚灰 日間鼎匹色細粒砂世り極細粒砂間ンルト~粘土 <0-20 肥前梅A!lti218t，，白木書器簡

東区t分布

b 
上部貰灰色 極細粒砂賀ンルト~帖土

11 中部古最ンル卜I!l傑世肌色 ンルトil!り中、細粒砂，
ah.80 |ム石列SXIO川 | 肥前.1;9'出!ts物e漆木器附 i、7後C中半頃

細粒砂質ンルト (植物遺体眉を挟む)

下部古ンルト I~磯世田色相~中粒砂

合植物遺体暗灰悩色ンル ト ah.5 

第JJ層 a 11 合シルト I~離灰晴灰色ンルト~極細粒砂 abAO 

b 背灰色極租-<1>粒砂 10，; 調*)日明)

-一上面検出遺111 )下面I検出遺構 ム緑内検出温情
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図4 出土遺物実測図

7i層(8)、7ii層(3)、7i.ii層(1・2・12)、SK7iii01( 5・9)、SK7v02(4)、7v層(6)、SK8ai06(lO)、

SK8ai07( 7・11)、8ai層(18)、8ai・11層(14)、8a.bi層(29)、8biii層(15)、8biv-vi層(16)、8bi-vi層(17)、

9aiv層(13・19・20)、9bi層(24・30)、10a層(21-23、25-28)、10bi層(31・32)
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第X章大坂城跡の調査

7v層からは京 ・信楽系陶器端反碗6が出土した。 7iii層上面遺構埋土と7i層・ 7ii層からは瀬戸美濃焼

磁器が出土するのに対して、 7iii層から7v層にはそれが入らないが、後述する 8層の出土遺物からみ

ると、いずれも19世紀代と考えられる。

第8層は層相から8a. 8b層に区分される。 8a層は西区に分布し、 8ai.8aii層に細分される。 8ai層

は員殻を含む黄灰白色の細礁~粗粒砂からなる 。 上部10~15cmは焼けて赤褐色に変色しており、下

半部にはシルト~極細粒砂の偽蝶を含む。西区東半部でのみ8ai層の最上部に厚さ約 5cmの炭を含む

シルト混り細~中粒砂がみられた。 8aii層は黄灰白色の極粗~中粒砂からなる。8b層は西区に分布す

る 8b i ~8bvi層と東区に分布する 8bi-8bvi層に分けられる。 8bi層は下半部が黄褐~褐色のシル ト混

り細~中粒砂、上半部が細粒砂質シルト、 8bii層は暗灰黄色の細粒砂質シル ト、 8biii層はシル ト偽離

を含む黄灰色のシルト混り粗~中粒砂ないし中~細粒砂、 8biv層は炭・細蝶・シルト偽礁を含むシル

ト混り粗~中粒砂、 8bv層は炭 ・細喋~中礁を含むシルト混り極粗~中粒砂、 8bvi層は暗黄灰色の細

~中粒砂からなる。 8bi-8bvi層は8bi~8bvi層に相当する盛土層で、東区東半部にのみ分布する 。

下部が灰白色の細礁~中粒砂、上部が灰色のシルト混り極粗~中粒砂からなる。

後述する8ai層上面遺構のSK8ai06・07から京 ・信楽系陶器端反碗7や肥前磁器碗10. 11が出土した。

10は19世紀に下る波佐見系の碗である o 8ai . aii層からは19世紀に属すると考えられる行平の蓋14

が出土した。このほか8ai層から九州小倉産の飴壷18(容量420ml)や8a. 8bi層から唐津焼壷29が出土

している 。 また、 8bi ii層からは肥前磁器小碗15、 8biv~8bvi層からは肥前磁器碗16が出土した。 18

世紀後半に属するものと考えられる。なお、 8bi-8bvi層からは備前焼の灯明皿17が出土している。

第9層は盛土層と後述する石垣SW9aiii01の機能時堆積層からなる9a層と、粗粒な盛土層の9b層と

に区分される 。 9a層は東区に分布し、さらに9ai~9aiv層に細分される 。 9ai層は灰褐色のシルト混り

粗~中粒砂からなる盛土層で、 9aii層はシルト偽礁を含む黄灰色の極粗~粗粒砂からなる盛土層であ

るo 9aiii層は石垣SW9aiii01を埋立てる堆積層で、下半部はシルト偽喋 ・炭を含む黄褐色の細礁~粗

粒砂、上半部は灰色のシルト混り粗~中粒砂からなる。 9aiv層は石垣SW9aiii01の機能時堆積層で、

下半部はシルト偽礁をまれに含む灰色のシルト混り中~粗粒砂、上半部は炭 ・シルト~細粒砂を含む

灰色の極粗~中粒砂からなる。ラミナが観察されることから、滞水域の堆積層である。9b層は西区に

分布し、 9b i ~9 biii層に細分される。 9bi層はシル ト偽離を含む極粗~中粒砂、 9bii層は中礁を含む黄

褐色の細喋~中粒砂、 9biii層は黄褐色のシルト偽礁混り粗~中粒砂からなる。

9aiv層からは肥前磁器碗13・19・20が出土した。9bi層からは肥前磁器碗24・30が出土した。高台

径が不明の24を除くと、いずれも17世紀末頃までの遺物である。

第10層は主としてシル ト~砂からなり、層相から10a. 10b層に区分される。 10a層は炭やシルト

偽礁を含む灰色ないし灰白色の細礁~中粒砂からなる。 10b層は停滞水域の堆積物で、 10bi. bii層に

細分される。10bi層は員殻を含む褐灰色ないし暗黒灰色の細粒砂混り極細粒砂質シルト~粘土からな

る流れのほとんどない停滞水域の水底の堆積物である。10bii層は上 ・中・下部にさらに細分され、

下部はシルト偽蝶を含む黄灰色の粗~中粒砂、中部は炭・シルト偽礁を含む黄灰色のシルト混り中~

細粒砂ないし細粒砂質シル ト、上部は黄灰色の極細粒砂質シル ト~粘土からなる。中部に植物遺体の
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第 l節 NX02-1次調査

薄層を挟む。

10a層からは京焼風肥前陶器平碗21 ・ 23、肥前磁器碗25~28が出土した。 大半は 17世紀末頃まで

の遺物である。このほかに備前焼の灯明皿22が出土している。10bi層からは、肥前磁器には碗31の

ほか一重網目の碗など17世紀中頃~後半までに収まると考えられる遺物が出土している。同層からは

このほかに口縁部に鉄軸を施した唐津焼の播鉢32が出土した。

第11層は坪掘りで確認した層準で、主として細粒な盛土層からなる11a層と、粗粒堆積物からなる

11b層とに区分される。 11a層は層相からalall層に細分される o 11ai層は植物遺体を含む暗灰褐色

のシルトからなる停滞水域における堆積物と考えられる。11aii層はシルトの偽離を含む灰色ないし

暗灰色を呈するシルト~極細粒砂からなる盛土層である。11b層は青灰色の極粗~中粒砂からなる。

坪掘りの掘削途中に多量の湧水があったため、作業の安全を考慮して即座に埋戻した。十分な観察は

行えなかったが、炭や偽礁などを含まないこと、比較的淘汰の良い岩相を示していたことから盛土で

はなく、砂川、|の堆積層と思われた。

以上の各層準の出土遺物から、年代は表 lに示すように考えた。詳しくは表 lを参照されたい。

/ 
y ¥¥¥ 

一¥

/ 

X-145，470 

移。
竺以

。 3m ト 145.470メー
1 : 100 

図5 SXIObiiOl平面図
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X-145，470 

。 3m 

1 : 100 

ii)遺構

a. 第10bii層内検出遺構(図5・10)

y ¥¥ 

ト 145.470メ叩150
図6 SDIObiOl平面図

¥¥ 

/ 

東区において、ほぼ北西一南東方向の石列SX10bii01を検出した。延長約 6m、北壁側には石は分

布せず、南壁側は第3層によって撹乱されていた。石列中央部には胴木が敷かれており、この部分に

のみ石が西に面をもって 2段積まれていた。他の部分は後述の溝SD9ai01がSX10bii01の上部付近に

まで達していたため、石列は壊され、ずれ落ちていた。このため高さは不明である。

SX10bii01の性格については、 ①停滞水域の堆積層である第10bii層内から、流れのほとんどない底

質な堆積層の第10bi層にかけて積まれており、掘形や裏込めが認められないこと、 ②SX10bii01を境

にして、東側に比べて西側の第10bi層上面が明瞭な層理面をもち、堆積深度が深いことより、西側で

凌諜が行われたと考えられたこと、 等から西側の水深を確保するために施された護岸と考えた。

b. 第10bi層上面検出遺構(図6) 

東区において、ほぽ北西一南東方向の溝SD10bi01を検出した。北壁側は途切れ、南壁側は第3層

によって撹乱されていた。 延長約 6m 、 IIJ~0 .70~ 1.20m 、 深さ 0.05 ~0.20mで、あった。 北壁側が落込

んでおり、中央部付近がやや高く、南壁側に向かつて徐々に深くなる。中央部と南壁側の高低差は約
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図7 第9bi層上面遺構平面図

0.10mで、あった。SD10bi01はSX10bii01の西側に近接し、同一の方向をもつことから、なんらかの関

係がある と思われたが、その性格については不明で、ある。

C. 第9bi層上面検出遺構(図7)

西区において土墳SK9bi01. 02、柱穴SP9bi01を検出した。

土壌SK9bi01 北側が上位のSK8bv01によって撹乱されていた。残存する幅はL02m、深さ0.38m、

埋土は細礁を含むシル ト混り粗~中粒砂であった。

土墳SK9bi02 東側は撹乱されており、残存する幅は0.48m、深さ0.71mで、あった。埋土は黄灰色

のシルト偽喋と細離を含む粗~細粒砂であった。

柱穴SP9bi01 南壁断面において確認した柱穴である。大きさは不明であるが、深さは0.55mであっ

た。埋土は土墳SK9bi02と同質の、シルト偽磯と細喋を含む黄灰色粗~細粒砂であった。底部には大

きさ約0.20mの礎石が置かれていた。礎石はカリ長石がめだっ六甲花岡岩である。周辺でこれに組合

う柱穴は確認できなかった。

d.第9aiii層上面検出遺構(図8・9) 

東区において石垣SW9aiii01、溝SD9aiii01、畠状遺構SD9aiii01を検出した。

石垣SW9aiii01 ほほ北西一南東方向の石垣で、 4段が残っていた。高さ約L20m、裏込めを含め

た幅は約0.65mで、あった。延長約3.8mを検出し、両端は調査区外に続いていた。石垣は東に面をも

ち、下底には胴木が敷かれていた。石垣石は桃色のカリ長石のめだっ六甲花嗣岩が用いられており、

矢穴のあるものがあった。

SW9aiii01は、 ①東側にのみ、滞水域の機能時堆積層である第9aiv層が分布すること、 ②目地部に

は漏水を防止するためと考えられる暗灰色シルト質粘土が詰込まれていたことから、東側に常時滞水

していた水域の存在が考えられ、船入あるいは水路などのために築かれた石垣と考えられる。

SW9aiii01を境にした東西の地層状況から、西側に分布する9bi~ 9biii層は構築時の盛土で、 9b i層

上面が生活面に相当する と考えられる。 SW9aiii01の構築年代については、前述のように9bi層出土の
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第I節 NX02-1次調査

肥前磁器24・30が17世紀末以前に属するものの、 10a層出土の京焼風肥前陶器が17世紀末から18世

紀初頭に属するものと考えられたこと、機能時堆積層の9aiv層出土の肥前磁器13・19・20が17世紀

末以前に属するものであることから、 17世紀末か、遅くとも 18世紀初頭であると考えられる。

SW9aiii01の最上段には、当時の水位を示すものとみられる直線状の痕跡がみられた(図 9)。 その

高さはTP-1.20mで、あった。石垣石はこのラインを境に、上方では白味を帯びた風化を受けていた

が、下部では同様の風化がみられず比較的新鮮な岩相を示していた。当時の満潮時の水位を示してい

る可能性がある。なお、当時の大阪湾の干満差が現在と同じと仮定して、調査地付近の地盤沈下累積

変動量が約一1.9mと見積もられている[林田精郎・ 三田村宗樹 ・中川康一1987]ことから計算すると、

当時の満潮時の水面高さはTP+0.70mということになる。

溝SD9aiii01 ほほ北西一南東方向の溝である。北壁側は調査区外、南壁側は第3層によって撹乱

されており、延長7.5m 、幅1.30~1.50m、深さ1.20mで、あった。埋土は下部が黄灰色のシルト質細

粒砂の偽礁を含むシルト混り中~キB粒砂で、中部がシルト偽離を含む黄褐灰色細磯~中粒砂、上部が

暗黄灰色のシルト混り極粗~中粒砂であった。SD9aiii01は後述の基壇SX9ai01に沿ってその直下に掘

られていることから、基壇の沈下を防ぐことを目的とした地盤改良の掘形と考えた。

畠状遺構SX9aiii01 ほぼ北東 南西方向の畝を 2条と畝間を検出した。第3層による撹乱が遺構

上面にまで達していたため残存状況は良くなかっ たが、残存する畝幅は0 .30 ~ 0 .40m、高さはもっと

も残りのいい部分で、0 . 10m、畝間の幅は0.65 ~0.75mであ っ た。 作土の層相は細磯~極粗粒砂を含む

淡褐灰色のシルト混り相~中粒砂であった。SW9aiii01を埋立てた盛土(9aiii層)上面に形成されていた。

e.第9ai層上面検出遺構(図8・10)

東区において石組基壇SX9ai01を検出した。北壁側は調査区外、南壁側は第3層によって撹乱され、

延長7.90m、幅は最大で、0.75mで、あった。基壇は西に面をもち、その石組は 2段残っていたが、北壁

断面でもう l段上にのる石が認められた。基壇の石材は桃色のカリ長石がめだっ六甲花嗣岩とめだた

ない黒雲母花両岩であった。前述のSD9aiii01を掘削したのち、埋戻す過程で石の背面に当る9aiii層

と9aiv層を整形しつつ積み上げ、 9aii層と9ai層を盛土している。9ai層の上位には8bi-vi層の盛土層

がみられるが、 9ai. aii層とはま ったく岩相が違うこと、 9ai層と明瞭な層理面で境されていることか

ら、 8bi-vi層と9ai. aii層とは盛土の時期が違うと考えられた。前述のように第3層による撹乱が深

くまで達しており、 9ai層は北壁東端でしか観察されなかったため、基壇面の高さは不明で、ある。な

お、 9ai層上面の高さはTP-0.60~0.65m

であった。

f.第8bvi層上面検出遺構(図11)

西区において土壌SK8bvi01とピット

SP8bvi01・02を核I出した。

土壌SK8bvi01 上位の土横SK8bv01に

よって撹乱され、西南部分のみ残ってい

た。ほぼ方形の平面形を呈すると考えられ

/ 
メ
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第X章大坂城跡の調査

る土墳で、長さ0.63m、残存する幅は0.24m、深さ0.24mであった。上位の8bv層で、埋積されていた。

ピットSP8bvi01. 02 ともにほぼ円形の平面形をもち、直径は0.32mであった。深さはSP8bvi01

が0.65m、SP8bvi02が0.63mで、あった。 SK8bvi01と同様に8bv層で、埋積していた。柱痕跡、は認めら

れなかった。

g.第8bv層上面検出遺構(図12)

西区において土墳SK8bv01・02とピットSP8bv01~03を検出した。

土墳SK8bv01 ほぼ隅丸方形の平面形を呈し、長さ1.22m、幅0.79m、深さ0.74mで、あった。

土墳SK8bv02 南側が側溝によって撹乱されていたが、かろうじて南壁断面に遺構の南端部がかかっ

ていたため、遺構の大きさを確認できた。楕円形の平面形を呈し、長径約1.70m、短径約0.80m、深

さ0.44mであった。

ピツトSP8bvO引1 ほぽ円形の平面形を呈し、長径0.28m、短径0.24m、j深菜さ0.03mで、あつた。

ピツトSP8bv叫02 ほぼ円形の平面形を呈し、長径0.23m、短径0.1印9m、深さ0.07mで、あつた。

ピツトSP8bv叫03 ほぼ円形の平面形を呈し、長径0.28m、短径0.1げ7m、j深菜さ0.29mで、あつた。

8 bv層上面で

h.第8biv層上面検出遺構(図13)

西区においてピットSP8biv01・02をf食出した。

ピットSP8biv01 南側が側溝によって撹乱されていたため、大きさや平面形は不明で、ある。残存

する幅は0.33m、深さ0.18mで、あった。

ピットSP8biv02 ほほ円形の平面形を呈し、直径0.32~0.34m、深さ 0 .06mで、あった。

SP8biv01・02はともに上位の8biii層で埋められていた。

/ 
メ
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メ

し 第8biii層上面検出遺構(図13)

~ 西区において土墳SK8biii01を検出した。
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図12 第8bv層上面遺構平面図
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図13 第8biv. 8biii層上面遺構平面図

隅丸方形の平面形で、北西側の長辺がやや

張出した形を呈している。長軸長1.13m、

幅0.83m、深さ0.68mで、あった。

J.第8bii層上面検出遺構(図14)

西区において溝SD8bii01. 02とピット

SP8bii01を検:出した。

Y-47.170 溝SD8bii01 ほぼ北西一南東方向の溝

X-145.470 で、調査区外に延びる 。 幅0. 10 ~0.20m 、

110 

深さ 0 .02 ~ 0 .05mで、あった。 埋土は黄灰色

のシルト混り極粗~粗粒砂である。

溝SD8bii02 直角に折れ曲がり、溝

SD8bi i 01 に取付く溝である 。 幅0 .25 ~ 0 .35

m、深さ 0 . 04 ~ 0 . 15mであ った。 埋土は溝
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図15 第8bi層上面遺構平面図

SD8bii01と同様に黄灰色のシルト混り極粗~粗粒砂であった。溝の中には、排水管に転用したと考え

られる丸瓦が凹面を上にして 2つ前後に並べられていた。また、溝SD8bii01に取付く部分の底には樹

皮がみられた。これは、排水に用いられた木材が腐って樹皮の部分のみが残されたものとも思われる。

ピットSP8bii01 楕円形の平面形を呈し、長径0.45m、短径O.38m、深さO.16mで、埋土は黄灰色

のシルト混り極粗~粗粒砂であった。

k.第8bi層上面検出遺構(図15)

西区において、溝SD8bi01.02と焼け跡SX8bi01、ピットSP8bi01を検出した。

溝SD8bi01 ほぽ北西一南東方向の溝で、調査区外に延びるO 幅O. 1 0 ~ O .67m、深さ O.03~O.09m

であった。南東に向かつて幅が広く深くなる。埋土は暗褐色のシルト混り粗~中粒砂であった。

溝SD8bi02 溝SD8bi01 に平行するほぼ北西一南東方向の溝で、 調査区外に延びる 。 幅O .35~O .50

m、深さ O.08~O.llmであ っ た。 埋土は溝SD8bi01 と同様に暗褐色のシルト混り粗~中粒砂であった。

焼け跡SX8bi01 炭と焼土が埋められていた、深さ O.08m、直径0.42 ~ 0.43mのほぼ円形の遺構で

ある。さらに内側には、鋤の形を残す長楕円形に掘込みがみられた。遺構底部は火を受けて褐色~赤

褐色に変色していた。この場で火を使ったようである。

図15に示す北西一南東方向の一点破線を境にして、西側では8biから8bvi層までていねいな盛土 ・

整地が繰返されているのに対して、東側では粗雑な盛土がなされていた(図3)。 ここになんらかの区
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図16 第8ai層上面遺構平面図

画の境が存在したと推測される。

1. 第8ai層上面検出遺構(図16)

口地問…範囲

. 伽範囲

口問…範囲

目黒く焼m 、る範囲

西区東半部において火災で焼失した礎石建物SB8ai01、ビットSP8ai01~ 15を、西区西半部におい

て土横SK8ai01~ 10を検出した。

礎石建物SB8ai01 東半部北側において、火災によって東側に焼けて倒れた建物の羽目板部とその

礎石を良好な状態で検出した。羽目板の礎石の延長線上にはSP8ai01~03が並び、これに直交するラ

イン上にSP8ai02・04・05とその間の礎石、 SP8ai06やSP8ai04北側の礎石がのること、東半部の地

面(8ai層上面)全体が赤色ないし黒色に焼けていたことから、一連の礎石建物が存在したと考えられ

た。以下、北側と南側に分けて記述する。

北側の羽目板は長さ1.2m、幅O.8mの範囲にみられ、図16下図のように3層構造を成していた。I

層目は幅O. 1O~ O. 1 5mの縦板が多く使用されており、横板はみられなかっ た。 2 層目には幅O.05m前

後の縦板や竹、枝木が使用されており、横板もみられた。1層目と 2層日の聞には淡赤褐色の焼士を

含む黒色ないし灰色の極細~粗粒砂が観察され、羽目板の内部に使用された壁土と考えられた。3層

目は l幅O . 1O~ O . 15mの縦板が多く使用されていた。 羽田板の基礎には長さ O. 1O ~ O.30mの礎石が使用

されてお り、その礎石は赤褐色に焼けたものと煤の付着したものとがみられた。礎石の外側には瓦が

縦に地面に立てられてお り、その外側には土嚢が埋められていた。礎石を固定し、羽田板のずれを防

ぐためのものと考えられた。なお、羽目板の礎石を境に、東側の地面(8ai層上面)は焼けて赤褐色を

帯びていたが、西側は煤の付着はみられたものの赤褐色に変色はしていないことから、 SB8ai01は東

側に存在したと考えられる。

南側において、礎石建物が北西一東西方向に4間以上であったことを確認した。柱聞は直線上に並
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第 Ui'i NX02-1次調査

ぶSP8ai02・04・05とその聞の礎石の間隔から、 3尺5寸(約l.06m)であった。北東一南西の柱筋の

方位はN59
0

Eであった。SP8ai02・04・05は礎石掘形と考えられる。いずれも不定形な平面形を示

し、長径O.33~O .58m、深さ O. 17 ~ O.25mで、あった。埋土はシルト質細~中粒砂の偽離を含む黄灰色

粗~中粒砂であった。 礎石の大きさはO.30 ~ 0 .45mで、赤褐色ないし黒色に焼けていた。

SP8ai02の南側で羽目板の礎石の延長線上に、建物に使用された柱材と考えられる炭化した角材が

みられた。角材は2本あり、 l本は一辺約O.20m、もう l本は約O.10mで、あった。角材の周辺には赤

褐色ないし褐黄灰色の細磯 ・シル ト混り粗~中粒砂からなる焼土が観察され、角材の直下にはSP8ai03

が認められた。SP8ai03は側溝によって撹乱されていたために正確な大きさは不明で、あるが、深さは

O.06mで、あった。また、 SP8ai04と05の聞には、炭化した角材や板材、焼土、および灰となって同定

はできなかったが、植物繊維がみられた。

SP8ai02・04・05より東側にも地面(8ai層)の焼けた跡や炭が分布することから、周辺に組合う礎

石やその掘形の検出を試みたが確認できなかった。なお、本層上面で検出した火災の時期については、

焼土層である7ii層に瀬戸焼磁器がみられることから19世紀第 l四半期以降と考えられる。

ピット SP8ai07~ 15 前述のピットのほかに 9基のピットを検出した。大きさのわかるSP8ai10'

11 . 14はほぼ楕円形から円形に近い平面形を示し、長軸長O .28~O.62m 、 IlfIiî O . 24~ O .60m、残存す

る深さ O.06 ~O.18mで、あった。いずれの埋土も SP8ai02 . 04 . 05と同質のシルト質細~中粒砂の偽磯

を含む黄灰色粗~中粒砂であった。

土墳SK8ai01 ほぼ方形の平面形を呈し、南北長0.46m、東西長0.44m、深さ0.43mで、あった。埋

土は員殻を含む暗黄灰色のシルト混り極粗~中粒砂であった。

土墳SK8ai02 ほぼ楕円形の平面形を示し、長軸長O.20m、幅O.16m、深さO.04mで、あった。埋士

は灰褐色の焼士混り極粗~中粒砂であった。

土墳SK8ai03 円形の平面形を示し、直径0.45 ~ 0.46m、深さ O.26mで、あ った。埋土は貝殻を含む

暗黄灰色のシルト混り極粗~中粒砂であった。

土墳SK8ai04 上位の土墳SK7v02によって撹乱されていたため、南西部分のみ残っていた。長楕

円形の平面形を呈すると考えられる土墳で、残存する長さは1.32m、幅0.40m、深さO.30mで、あった。

埋土は貝殻を含む暗褐灰色のシルト混り極粗~中粒砂であった。

土墳SK8ai05 ほぼ方形の平面形を示し、縦O.54m、横O.52m、深さ約0.40mであった。埋土は暗

黄灰色のシルト混り極粗~中粒砂であった。

土墳SK8ai06 ほぼ方形の平面形を示し、縦O.56m、横O.50m、深さ約0.40mであった。埋土は暗

黄灰色のシルト混り極粗~中粒砂であった。

土墳SK8ai07 上位の土墳SK7v01によって撹乱されていたため、北西部分のみ残っていた。ほほ

隅丸長方形の平面形を呈すると考えられる土墳で、残存する長さはO.61m、幅0.43m、深さO.35mで、

あった。埋土は貝殻を含む暗褐灰色のシルト混り極粗~中粒砂であった。

土墳SK8ai08 上位の土横SK7v04によって北側を撹乱されていた。隅丸長方形の平面形を呈し、

長さはO.98m、幅O.56m、深さO.29mで、あった。埋土は暗褐灰色のシルト混り極粗~中粒砂であった。
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第X章大坂城跡の調査

土墳SK8ai09 楕円形の平面形を呈し、長軸長O.28m、幅O.22m、深さO.03mで、あった。埋土は暗

褐灰色のシル ト混り極粗~中粒砂であった。

土墳SK8ai10 上位の土壌SK7v03によって撹乱されていたため、南西部分のみ残っていた。平面

形は不明で、ある。残存する幅はO.57m、深さO.27mで、あった。埋土は貝殻を含む暗褐灰色のシルト混

り極粗~中粒砂であった。

以上の土壌群はゴミ穴と考えられ、西区西半部は建物の存在しない空閑地であった推定される。

m. 第7v層上面検出遺構(図17)

西区西半において土壌SK7v01~04を検出した。

土墳SK7v01 南北長2.1m、幅1.7m、深さO.6mの不定形な土壌で、埋士は員殻とシル ト偽礁を

含む黄灰色の極粗~中粒砂であった。

土墳SK7v02 側溝によって撹乱されていたため、 全体の規模は不明で、ある。埋土は炭 ・貝殻を含

む暗黄灰色ないし黄灰色の粗~中粒砂で、大量の瓦が出土した。

土墳SK7v03 土壌SK7v02と同様に側溝によって撹乱されていたため、全体の規模は不明である。

埋土は炭 ・員殻を含む暗黄灰色ないし黄灰色の粗~中粒砂で、大量の瓦が出土した。

土壌SK7v04 上位の落込みSX7iii01によって北東側が撹乱されていた。ほぼ楕円形の平面形を呈す

ると考えられる土墳で、長軸長O.68m、幅O.50m、深さO.64mであった。埋土は炭を含む暗黄灰色な

いし黄灰色の粗~中粒砂であった。

n. 第7iii層上面検出遺構(図18)

西区西半において落込みSX7iii01、土墳SK7iii01、ビットSP7iii01~03を検出した。

落込みSX7iii01 ほほ中央部から東側へ落込む遺構で、東肩は不明瞭となる。上位の漆喰 ・瓦・焼

土を多く含む7i層によって埋められていた。焼土層である7ii層がSX7iii01より東半部にのみ分布する

ことから、前述の8ai層上面の火災は東半部で、起こったと考えられる。SX7iii01西肩付近を境にして、

西半部で、は8ai層の上位に7iii~7v層が盛土されているのに対して、東半部で、は7iii ~ 7v層が分布しな

いことから、 SX7iii01西肩付近に区画の境が存在したと考えられる。

土墳SK7iii01 楕円形の平面形を呈し、長軸長1.15m、幅O.64m、深さO.23mで、あった。埋土は炭

を含む暗黄灰色のシルト混り極粗~中粒砂であった。

ピットSP7iii01 側溝により撹乱されていたため、全体の規模は不明で、ある。深さは0.49mで、あっ

た。埋土は焼土を含む黄灰色のシルト混り粗~中粒砂であった。ピット上に礎石がのることから、礎

石掘形と考えられる。

ピットSP7iii02 ピットSP7iii01と同様に側溝により撹乱されていたため、全体の規模は不明であ

る。深さは約O.25mで、あった。

ピットSP7iii03 ピットSP7iii01・02と同様に側溝により撹乱されていたため、全体の規模は不明

である。深さは約0.40mで、あった。

O. 第7i層上面検出遺構(図19)

西区において塀SA7i01、SX7i01・02、溝SD7i01、ピットSP7i01を検出した。
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図17 第7v層上面遺構平面図
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図18 第7iii層上面遺構平面図
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図19 第7i層上面遺構平面図

塀SA7i01 ほぼ中央部で検出した北西一南東方向の塀である。礎石が3尺 5寸(約l.06m)間隔で

据えられており、その東側3尺5寸横にも 3柱関空けて礎石が据えられていた。礎石には大きさ

O . 30 ~ O.55mの花筒岩が使われていた。前述した8bi ~ 8bvi層の区画の境と同じ位置にあることから、

8bvi層から7i層の時期にかけて同位置に区画境が存在したと考えられ、火災の時期にも区画境が同位

置に存在したと推察されるが、前述のSX7iii01によって撹乱を受けていたため確認できなかった。

SX7i01・02 北西一南東方向に平行にな らぶ礎石を検出した。 幅は共に約O.60 ~ O.80mで、礎石
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第X章 大坂城跡の調査

には大きさ 0.30~ 0 .50mの黒雲母花崩岩とホルンフェルスが使われていた。 ホルンフェルスが使用さ

れた遺構はSX7i01・02のみであったため、 一連の遺構と考えられた。礎石の配置は密にではなく、

少し間隔が空いており、小さめの礎石の場合は 2個を横に並べて据えられていた。SX7i01と02との

間隔は約2.5mで、あった。

上位の近代に属する 4層上面には、 SX7i01および02にほぼ重なって礎石と漆喰が平行にならび、

その聞に漆喰が敷かれた通路がみられた。幅や方向がSX7i01・02とほぼ同じであったことから、 4

層上面にみられた通路は前の時期を踏襲したものと考えられ、 SX7i01・02も通路の一部と思われた

が、その性格については不明である。

溝SD7i01 SX7i01 に沿っ て直下に掘られた北西一南東方向の溝で、 幅0 .65~0 .80m、深さ約0.1 0

mで、あった。上下に 2つの溝が重なっていた。

ピットSP7i01 SA7i01 の東脇にあり、円形の平面形を呈する 。 直径0.29~0.30m、深さ 0 .07mで、

あった。埋土は上部が灰色シルト混り粗~中粒砂、下部が黄燈色のシルト偽喋混り粗~細粒砂であっ

た。底部に平瓦が置かれていた。

iii)調査地に所在した蔵屋敷について(図20)

本調査地所在の蔵屋敷の藩名の変遷について、絵図などから判明したことを年代ごとに以下に述べ

る。明暦元(1655)年の『大坂三郷町絵図J、元禄元(1688)年の『辰歳増補大坂図』では、調査地に相当

する区画には町人と中津藩(小笠原氏)の名がみられる。元禄16(1703)年の『公私要覧』には町人の名

はなくなり、宍粟藩(本多氏)と中津藩がみられる。1749年頃(寛延年間)の『摂州大坂画図』では、龍

野藩(脇坂氏)と安志藩(元中津藩小笠原氏)がみられる ようにな り、宝暦2(1752)年以後とされる『改

正懐宝大坂図』では、調査地のある区画に龍野藩、安志藩に加えて延岡藩(内藤氏)、笠間藩(牧野氏)

の名がみられる。18世紀末から19世紀中頃にかけての、 寛政9(1797)年の『増修大坂指掌図』、文化

3 (1806)年の『増修改正摂州大阪地図』、文政8(1825)年の『文政新改摂州大坂地図』、弘化2(1845) 

年の『弘化改正大坂細見図』では、延岡藩、笠間藩の名はみられなくなり、龍野藩、安志藩に加えて福

岡藩の下屋敷がみられる。文久3(1863)年の『改正増補国宝大坂全図』では、福岡藩の下屋敷がみら

れなくなり、龍野藩のみとなる。絵図の精度では調査地の区画まで確定することはできなかったが、

|1655年 (明暦元)|町人 ・中，章藩(小笠原氏)

|1688年 (元禄元)|町人 ・中津藩(小笠原氏)

1700ート|1703年 (元千華16)|宍粟藩(山崎藩:本多氏)・中津藩

|1749年頃 (寛延年間)|能野藩(脇坂氏)・安志藩(元中津藩小笠原氏)

|1752年 (宝暦2)以後|鶴野藩・安志藩 ・延岡(内蔵氏)・笠間藩(牧野氏)

1800一←|1797年 (寛政9)|梅野藩 ・安志藩 ・福岡藩(筑前)下屋敷
|1806年 (文化3)|龍野藩・安志藩・福岡藩(筑前)下屋敷

|1845年 (弘化2)|龍野藩 ・安志藩 ・福岡藩(筑前)下屋敷

|1863年 (文久3)|龍野藩・安志藩

図20 絵図にみられた調査地付近の屋敷地(蔵屋敷)変遷
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以上のように、調査地に相当する区画で

は藩替えが、特に18世紀代に行われてい

たことが明らかになった。この時期は

8b層層準に当り、頻繁に盛土と整地が繰

り返された時期に一致した。

iv)包含層・遺構出土の貝類(表2・3) 

包含層 ・遺構より出土した貝類は、総

数約300点、 25種である(表2)。層 ・遺

構別に整理した結果は表3のとおりであ

る(出土層・遺構が不明確な資料、第



表2 出土貝類種名一覧

腹足綱 Gastropoda

メカイアワビ

クロアワ ビ

マダカアワビ

キサゴ

サザエ

ツメガタイ

Notohaliotis sieboldi (Reeve) 

Notohaliotis discus (Reeve) 

NotohaJiotis gigantea (Gmelin) 

Umbonium (Suchium) costatum (Kien巴r)

Turbo (Batillus) comutus Soland巴r

Neverita (Glossaul且x)didyma(Roeding) 

アカニシ Rapana thomasiana (Crosse) 

テングニシ Pugilina (Hemifusus) tematana (Gmelin) 

ノてイ Babyronia japonica (Re巴V巴)

カワニナ Semisulcospira bensoni (Philippi) 

二枚貝綱 8ivalvia 

アカガイ Anadara (Scapharca) broughtonii (Schrenck) 

イタヤガイ Pecten (Notovola) albicans (Schroeter) 

ホタテガイ Patinopecten yessoensis (Jay) 

シャコカ、、キ Dendostraea hyotis (Linnaeus) 

ハマグリ Meretrix lusoria (Roeding) 

カガ‘ミガイ Dosinia (Phacosoma) japonica (Re巴ve)

シオフキ Mectra veneriformis Reeve 

ヒメマスオガイ Crytomya busoensis Yokoyama 

オオノガイ Mya (Arenomya) arenaria oonogai Makiyama 

マシジミ Corbicula (corbiculina) lean且Prime

ヤマ トシジミ Corbicula japonica Prime 

セタシジミ Corbicula sandai R巴inhardt

イシガイ Unio douglasiae nipponensis (v. Mart巴ns)

オ トコタテボ‘シガイ Inversidens reiniana (Kobelt) 

トリガイ Fulvia mutica (Reev巴)

表3 出土層 ・遺構別貝類一覧
包含脳 遺構 メカイアヲヒ マダカアワビ アワビ割 キサゴ サザエ アカニン テノグニン パイ アカガイ イタヤガイ シャコガキ ハマ夕刊 ンオフキ カワニナ ヤマトyン、 マンンミ インガイ オトコホタテボン トリガイ

9aiii層

9aiv師

10，層 1(量}

10bi崩 4(董3) 2 20 6 5 

5層 1(蓋) 9 11 21 10 3 

7iii-v届 5 2 74 6 10 

8，層 I 3 9(輔有2蓋2) l 2 9 4 

507i01 

SP7iiiOl 

5K7v01 4 2 

5K7v02 

SK7v02-03 2 

SK8aiOl 11 

SK8aI04 1(蓋) 2 

SK8ai07 2 

SK8ailO 6 

SP8aiOl 1? 

5K9biOl lヲ

ウ

i
1
4
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第X章 大坂城跡の調査

0・1層出土資料を除く )。同定作業には現生標本と図鑑[吉良哲明1954、波部忠重・奥谷喬司1983]

を利用し、個体数については、 二枚員綱は左右殻数の多数の方を、腹是綱は殻口数を原則として採用

した。

3 )まとめ

中之島の西端で、行った今回の調査では、以下のことが明らかとなった。

17世紀中頃から後半にかけて、ほとんど流れのない停滞水域の堆積物で、ある10bi層が東区に広く

分布することから、今回検出した石垣SW9aiii01の構築以前にも船入あるいは水路といった構築物の

存在が推測された。また、 10bi層が西側に向って厚く深くなること、その上面に明瞭な層理面をもつ

ことから、 i変諜による堆積土砂の取除き作業が行われていたと考えられた。なお、本調査地における

蔵屋敷の始まりの時期については、 11a層から遺物が見つかっていないため明らかではないが、上位

の10bi層の出土遺物からみて17世紀中頃かそれ以前と思われる。

17世紀末か、下っても18世紀初頭に構築されたと考えられる石垣SW9aiii01が確認されたことによっ

て、船入あるいは水路の存在が明らかとなった。その規模については今回の調査では確認できなかっ

たが、石垣の機能時堆積層である9aiv層の分布状況から、東区に広く船入などのあったことが推測さ

れた。これに基づいて絵図を調査したが、蔵屋敷の内部まで描かれたものはなく、船入の存在を明ら

かにできなかった。

石垣はその後埋立てられるが、盛土の上面は畠に利用され、その東側ではやがて基壇が作られるよ

うになる。基壇上の状況については、上位からの撹乱により確認できなかった。

18世紀には、西区で盛土 ・整地が繰返されている。盛土の層厚が薄いことから、大規模なものでは

なく小規模な工事が繰返されたと考えられた。

19世紀第1四半期以降には、火災のあったことが明らかとなった。当時の地面に当る8ai層上部が

赤褐色に変色しており、大きな火事であったと推察された。

以上のように、本調査では蔵屋敷の土地利用状況に係わる年代ごとの貴重な情報が得られたこ とは

大きな成果であったといえる。しかし、本調査地に所在した蔵屋敷の藩名および船入の存在を確定で

きなかったことは今後の課題である。

(小倉徹也)

註)本調査地所在の蔵屋敷の変遷については、大阪歴史博物館の豆谷浩之学芸員、八木滋学芸員の考察による。

引用 ・参考文献

小倉徹也2002、「中之島西端で見つかった蔵屋敷J:大阪市文化財協会編『葦火Jl02号

吉良哲明1954、『原色日本貝類図鑑j保育社

波昔日忠重 ・奥谷喬司1983、『学研生物図鑑 貝JII、学習研究社

林田精郎・三田村宗樹 中川康一1987、「地盤沈下累積変動量のブロックダイヤグラム化の試みJ: r情報地質』第12号、
日本情報地質学会、 pp.177-185
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第XI章森小路遺跡の調査

第 l節 MSOl- 26次調査(図版28~3 1)

1 )調査にいたる経緯と経過(図 1・2) 

森小路遺跡は大阪市の北東部に位置し、かつて存在した河内潟・湖に、淀川の営力によって搬出さ

れた土砂で半島状に形成された自然堤防上に立地する。本遺跡は弥生時代中期から江戸時代にかけて

の複合遺跡で、旭区新森中央公園の北東隅を中心とした直径約800mがその範囲とされていたが、最

近の調査で、 主要地方道大阪内環状線の東側にも遺跡が拡がることがわかってきたO すなわち当地の

北方約60mのMS89-50次地点では、弥生時代中期後葉の遺構 ・遺物と古墳時代中期後葉の遺物が検

出され、 当地の東方約50mにあるMS01-4次地点では、弥生時代中期の遺構 ・遺物が見つかってい

る(図1)。

調査は2002年3月1日より、近世以降の堆積土を機械掘削したのちに開始し、 以下の地層は人力

で掘削した。調査では南から北へ3mごとに測量杭を打設し(P1~ P22)、杭よ り南3mの範囲に杭と

同じ番号を与えた。すなわちP3とP2に挟まれた南北3m区間をi3区」と呼称した(図2)。基準点測

量を 4月18日に行い、19日に器材類 ・プレハブを撤収し、現場におけるすべての作業を完了 した。

なお、調査に使用した基準点は世界測地系に基づく国土平面直角座標第VI系である。

図l 調査地位置図
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2 )調査の結果

i )層序と遺物(図

3 ・4 ・10)

無遺物層である第

3a層以下は、堆積と

削剥を繰返しながら

も南から徐々に北に

向って埋没し、弥生

時代中期にはTP:!::O

m 以上の高さになっ

ていたと考えられ

る。

第l層 :15 ~ 18区にかけて分布する。粘土を含むオ リーブ黒色細粒砂層で、弥生時代中期後葉か

ら近世にいたる遺物を包含し、土師器聾19・備前焼播鉢21などが出土した。

第2a層 :14~ 18区以外のほぼ全域に分布する。層厚10cm以上のにぶい黄~灰色のシルト~粗粒砂

層で、弥生土器壷3・6、鉢8が出土した。弥生時代中期中葉に形成されたと考えられる。6は無頚壷と

思われ、櫛描流水文と波状文を組合わせて施文している。

第2b層:13区以南に拡がる層厚 5~ 15cmの灰白~灰オリーブ色のシルト~細粒砂層で、弥生土器

査1 ・ 2 ・ 4 ・ 5 、 鉢7、 費9~ 13 、 石庖丁14 ・ 15 、 石斧16が出土した。 弥生時代中期中葉の堆積とみら

れる。7は高杯の可能性がある。石器の石材は14が凝灰岩、 15が緑色片岩、 16が安山岩と思われる。

第2c層 :10 ~ 18区に分布する 。 層厚1O~25cmのオリーブ黒~黒褐色の細~粗粒砂層で、弥生土器

片を含む。

第2d層:13 ~ 19区に分布する。層厚約 5cmのオリーブ黒色粗粒砂層で、弥生土器片が出土した。

以下の層は、流木などの植物遺体はみられるが、遺物は含まない。

第3a層:22区以北のNR401内に分布する。層厚約10αnの細粒砂混りオリーブ黒色シルト層である。

第3b層:20区以北のNR401内に堆積した層厚約 5~20cmの粗粒砂混りオリーブ黒色シルト層であ

る。

第3c層 :20区以北のNR401内に分布する。層厚約15cmのオリーブ黒色シルト層で、有機物のラミ

ナが顕著である。

第3d層:NR401内の最下部に堆積した層厚約20cmの灰色粗粒砂層で、層下面はTP-O.4mで、ある。

第3e層:NR401内の南肩のみに堆積した最大層厚約60cmのにぶい黄褐~オリーブ黒色細粒砂層で

ある。

第4a層:8区以北のNR402内に分布する層厚 5~30cmの粗粒砂を含む灰~灰オリーブ色細粒砂層

である。

第4b層 :8 区以北のNR402内に堆積した層厚1O~20cmの粗粒砂混り 黒褐色細粒砂層で、有機物の
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ぼTP-0.5mである。 !S..::J笠"900

第4d層 :8区のNR402南肩に堆積した灰

色細粒砂層である。

第5a層 :NR403内の 5 ~ 7 区に分布する

最大層厚25cmのにぶい黄~灰オリーブ色細

粒砂層である。

第5b層 :4区以北NR403内に堆積した層

厚1O~30cmの粗粒砂混り灰色細粒砂層で、

ラミナがみられる。

第4c層 :8区以北のNR402内の最下層に

堆積した層厚20~30cmの灰色細~粗粒砂層

で、植物の根で擾乱されている。下面はほ

下部に有機物のラミナがみえる。

第5c層 :4区以北のNR403内の最下部に

堆積した、 擾乱が顕著な層厚1O~30cm の灰

色シルト偽礁が混る灰色粗粒砂層である。

擾乱は植物の根によると考えられる。

第5d層 :4・5区のNR403南肩のみに分

布する灰~灰オリーブ色の粗粒砂層であ

る。南肩際は幅約4mにわたって深く 削ら

れ、底面はTP-0.7mを測る。

第6a層:4区以南に分布する。層厚約 5

cmの粘土を含むオリーブ黒色細粒砂層で、

上面に生痕化石と思われる小穴が顕著にみ

られた。

第6b層 :4区以南に分布する。層厚約10

cmの粗粒砂混りオリーブ黒色細粒砂層であ

る。

GN 

内

u
内

S
内
ノ
』nu 

凋
U『VE

 

P~ 1 11 x一日~

8 

P9 
圃

PI9 
図

，940 

，910 

P7o 

PI7 .. 

P5 
図

自

J7S11罰
くJ

，950 

，920 
P3 
箇

PI3 
鴎

，960 

。 5 

1 : 200 
SK201 

図5 調査区全体図

第6c層 :4 区以南に分布する 。 層厚 1O~ 20cmの粗粒砂を含む灰色細粒砂層である 。

第6d層 :4 区以南に分布する 。 層厚1O~30cmの粘土を含む灰色中粒砂層で、有機物ラミナがみら

れる。

第6e層: 4 区以南に分布する層厚1O~ 20cmの灰色シルトが混る灰色粗粒砂層で、擾乱が激しい。

本層下面はTP-0.6mである。

第7層:TP-0.4~0.6m より下に存在する地層で、灰~灰オ リーブ色の細~粗粒砂からなり 、流木

を含みラミナが顕著に観察される。
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d
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1 オリ ープ渇色シルト~細粒砂
2 灰オリーブ色粘土質シルト
3 オリ ープ黒色紺l粒砂 ii)遺構と遺物(図 5~ 10) 

8区に位置する形状がやや不整形な80301 
a 
f 
TP:!:O.Om 
a 
ァーマ
ノ ノ

/~ / 
J 
f 

東西溝で、幅は0.5~102m、深さは0.3mで、あ

る。埋土は下部がオリーブ黒色細粒砂、上部は

ラミナが顕著なオリーブ褐色細粒砂である。弥

生時代の人為による溝と思われる。

1 . 2区の東側にある古墳時代中期8K201 

後葉の土壌である(図7)。平面は不整な楕円形

で、長径が1.8m、短径1.3mで、深さは0.6mを測.236 

5-ーーー

り、埋土は黄灰~オリーブ黒色粘土質シルト ~X)Flマ21T 

γ
 

ι
両
|

T 
ヰ宜主立砂で、埋士上部から土師器霊17・18が、下

て

2m O 
h 部から須恵器杯 ・費片が出土した。1 : 50 

SD301平・断面図
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NR401 19区以北に存在する流路で、第3a~3e層でL埋没

する。

NR402 8 区以北に存在する流路で、 第4a~4d層で、埋没

する。

NR403 4区以北に位置する流路で、第6a層以下を侵食し

5a ~ 5d層で、埋没する 。

3 )まとめ

森小路遺跡の弥生時代集落の中心は、当調査地西方約300

mの新森公園北方を中心とする南北約300m、東西約500mの

範囲と考えられることが多かったが、 MSOl-4次や今回の

SE101 8区に位置する羽釜と曲物を

井戸側に用いた15世紀頃の井戸である。

掘形は直径1.3m、深さ0.6mで、上部の瓦

質土器羽釜22・23は、図8のように壊れ

て破片が散在した状態で出土した。また曲

物は腐朽してタガを残すだけになってい

た。残存したタガから曲物の直径は80cm

と推定される。断面図に示したように井戸

が掘込まれた地層は、砂質土が東から西に

向かつて傾斜して堆積しており、水が得や

すい地点であったと考えられる。

SP101 14・15区の東壁で検出された

ピットである。掘形の直径は上部で0.5

m、下部で、O.lm、深さは0.9mを測る。中

央に直径O.lm、長さ0.9m以上の竹を直立

状態で埋めていた。

杭列 15・16区は l層が分布し、中世

から近世初頭の遺物が多く出土した。図9

のように約0.9mの間隔をと って、北で東

に43
0

振る 2列の杭列が検出された。並ん

だ杭の芯々聞は0.3 ~ 1. 4m と 一定ではな

い。時期は杭穴底から唐津焼皿20が出土

したことから、 17世紀初頭以降と思われ

る。
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23 

調査なと守で内環状線を越えて、さらに東側に拡がることが確実になってきた。当調査地の弥生時代の

遺構は東西溝のみであったが、ほぽ調査区全域で弥生時代の包含層を確認できた。包含層は洪水によっ

て形成されたと思われ、おもに弥生時代中期前葉の遺物を多く含むが、同中葉の遺物も含むことから、

中期中葉頃には被災したものと思われる。また調査区南端で古墳時代中期後葉の土墳を、中央部で中

世後期の井戸と近世初頭と考えられる杭列・ピットが確認されたことは、これからの森小路遺跡の調

査に一定の指針を与えてくれるであろう。

またNR401~403は、いずれも北肩は未検出であることから、いずれも調査区に収まらない広い幅

をもち、南のNR403から次第に埋没し、陸地化していったものと思われる。これら流路底がいずれも

TP-0.4~O .5mで、あることは、河内湖において当地が浅い水漬きの状態にあったことをものがたると

考えられる。

内環状線東方の調査を重ねることによって、森小路遺跡の各時期の実態や古環境が、いよいよ明確

になるものと思われる。

(黒田慶一)
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第廻章三宝寺跡伝承地の調査

第I節 SPOl-1次調査(図版32・33)

1 )調査にいたる経緯と経過(図 1) 

三宝寺は12世紀後半に禅僧である大日坊能忍により建立され、七堂伽藍のほか僧坊48房を有して

いたとされる。永禄年間には兵火により焼失したと伝えられている。これまで、周辺では大阪経済大

学内でのSP96-1次調査、大桐2丁目でのDTOO-1次調査が行われているにすぎないが、鎌倉時

代から室町時代を中心として遺構・遺物が見つかっている O

大阪市高速電気軌道第8号線井高野~今里問建設工事が大阪市交通局により計画され、当地には瑞

光停留場が建設されることとなった。 大阪市教育委員会は2001年 9 月 20 日 ~ 22 日に試掘調査を 3 個

所で行い、うち l個所(図 1-NO.3地点)で地表下約 1mに土師器細片を含む溝状の遺構を検出し、

面的な調査が必要であるとの判断を下した。これを受けた大阪市交通局からの委託により当協会が調

査を実施することとなった。

10月22・23円の両日に重機による掘削を第1層まで行い、以深は人力による掘削で調査を進めた。

北端部は下水管が検出されたため調査対象から外したが、一部地層が遺存する個所を先行して調査し、

排土置場として利用することとした。中央部に検出された下水管は保護のため周囲に余裕を残して掘

削した。また、東側半分は下水管の埋設により大きく撹乱されていた。

適宜、遺構検出 ・実

測・写真撮影を行いなが

ら調査を進め、現地にお

ける調査は10月31日で終

了し、 11月1日に器材の

撤収および埋戻し作業を

行った。

なお、調査に用いた方

位は磁北である。平面実

測に用いた基準点は任意

で設定し、交通局の工事

基準点に取付けている。

にコ

図I 調査地位置図
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第XII章 三宝寺町、伝承地の調査

2 )調査の結果

i )層序と遺物(図2・4) 

水成層が主体であり、各層ともに上面のレベルは南から北へ、西から東へと緩やかに下がっている。

また、調査地中央部では下水管埋設が原因と考えられる比高10cm程度の地層の崩落部が認められた。

第 l層:道路舗装とその基礎となる敷石および撹乱で、平均層厚50cmである。

第2層:暗灰黄色中粒砂で、層厚10cm以下で、南西部を中心に部分的に遺存する。出土遺物は少ないが

肥前磁器3、京焼系問器のほか桟瓦を含み、 18世紀後半以降に推定される。

第3層 :浅黄色中粒砂で構成される層

厚50cm程度の水成層で、ある。均質でラミ

ナは顕著ではない。また、部分的に木根

による擾乱と思われる黒色化した個所が

認められる。出土遺物は少量で、瓦器 ・瓦
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図2 第6層上面検出遺構平面図・西壁断面図
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片があるのみである。

第4層 :暗灰黄色中粒砂~シルト質中

粒砂からなる層厚35cm程度の水成層で、あ

る。基本的には中粒砂とシルト質中粒砂

が薄く互層状に堆積しているが、踏込み

などによって堆積が乱された個所も多

い。踏込みにはウシと考えられる偶蹄類

のものが顕著に認められた。また、上面

には部分的ではあるが、おおむね東西方

向に浅い溝状の凹みが数条認められた。

耕作痕の可能性もあることから、認識で

きなかったものの本層上には作土があっ

たかもしれない。遺物は細片が多いが、

下部を中心に土師器7、須恵器4・5・8、

瓦器 ・瓦などが出土し、鎌倉時代後葉~

室町時代初頭を中心とする水成層と考え

られる。このうち須恵器杯蓋4はTK209型

式前後に位置づけられ、大きく時期のさ

かのぼる資料である。

第5層 :黒褐色シルト質粗粒砂~粘土

質粗粒砂からなり、北部の浅い落込み

SX01の埋土のほか、遺構埋土としてのみ

遺存する。遺物は土師器 ・須恵器、瓦器



5 N 

l灰色粘土 黄色粗砂偽際含む黒褐色粘土質粗粒砂
2黒色粘土 灰色粘土 ーオリ ープ褐色粗粒砂などの偽際多く含む黒褐色粘土質粗粒砂
3 :灰色粘土 黄色粗粒砂などの偽礁多く含むH音オリープ褐色粗粒砂
4 :灰色粘土偽磯含むオ リープ褐色粗粒砂
5:灰色粘土偽礁含む黒褐色粗粒砂
6・黒色粘土偽礁含むオリープ褐色粗粒砂

図3 SOOl断面図

TP+ 
2.6m 

" 。 1m 
E二二ニコ

1・20

7暗灰黄色粗粒砂
8黒色粘土偽際含むオリープ褐色粗粒砂(4より偽襟めだっ)
9黒色シルト質粗粒砂薄層含む暗灰黄色シルト質粗粒砂
10オリープ褐色粗粒砂
II黒褐色粘土

6を少量含むのみであるが、 13世紀代、鎌倉時代後葉と考えられる。

第 6 層:浅黄色中粒砂からなる水成層で、層厚80cm以上ある。上部40~50cm には直径 5cm以下の離

を含み、以下は均質である。遺物は出土しなかった。DTOO-1次調査の結果から吹田砂堆を構成す

る地層の可能性があるO

ii)遺構と遺物(図 2~ 4) 

遺構検出は第2層以下各層において行った。

第6層上面検出遺構としては、第5層を埋土とする溝S001のほか小穴、北部では浅い落込みSX01

が検出された。

S001 南部で検出した幅2.5m、深さO.4mの北西一南東方向の溝で、ある。埋土は肩部および底部

にわずかに自然堆積土がみられるほかは人為的な埋

戻し土で、最終的には第4層で埋没する。埋戻し土

には調査地で確認できなかった黒色粘土および灰色

粘土の水成層に由来する偽喋を多く含む。また、軟

弱な状態で埋戻されたためか、埋戻し土の堆積はか

なり乱れている。出土遺物は少なく土師器皿1、須恵

器査2のほか土師器 ・須恵器・瓦器片がごく少量出土

したにすぎない。

溝の機能としては、溝を境として第6層上面の標

高が南部で高く、北部で低くなることから区画施設

の可能性がある。

S002 S001と平行する幅O.4m、深さO.05mの溝

で、 SK01を切る。埋土は下部が遺構掘削時の崩落

土、上部が機能時の堆積層である。遺物は出土しな

かった。

SK01 南端部で検出し、直径O.6m程度、深さ0.2
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第XI1章 三宝寺跡、伝承地の調査

mある。埋土は第6層が擾乱を受けたもので、人為的な遺構ではなく、木根などの自然的な要因によ

ると思われる。遺物は出土しなかった。

SX01 北部で検出した浅い落込みで、第6層の高い部分とは最大で、0.2mの比高がある。自然、の落

込みと推定できる。遺物には土師器・瓦器小片がわず、かに出土したのみである。試掘調査で確認した

のは本遺構である。

小穴 調査地全面で、深さO.lm以下で、ある不整形の浅い小穴を多数検出した。直径0.3m、深さ0.13mの

SK02を除いては平面形状や堆積状況から自然の凹みと推定できる。

これらの遺構の年代としては、おおむね鎌倉時代後葉と考えられよう。

このほか第4層内では下部を中心にウシと考えられる足跡が、第2層内では小穴が検出された。

3 )まとめ

今回の調査では周辺の調査成果と同様、中世の遺構 ・遺物を検出することができた。遺構のベース

となる砂層はDTOO-1次調査の成果から古代にさかのぼる可能性があるものである。今回の調査地

では鎌倉時代後葉と考えられる溝を検出することができた。同時期の溝はDTOO-1次調査でも確認

されており、同方位であることが注目されよう。正方位から振る方位で現在の周辺の道路とも合わず、

当時の地割と関係するものかもしれない。その後、調査地周辺は幾度も洪水に見舞われることになり、

途中、ある時期には耕作地として利用されていた可能性もある。また、近世にはほぼ現在の地表面に

近い高さであったと推定される。

周辺を含めた三宝寺跡伝承地の調査はまだ緒についたばかりであり 、不明な部分が多く残されてい

る。今後の引き続く調査によるデータの蓄積が望まれる。

(平田洋司)
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第2節 SP02-1次調査(図版34)

1 )調査にいたる経緯と経過(図 1. 2) 

調査地は淀川低地と大阪湾岸低地に挟まれた淀川右岸の砂堆上に位置しており、 12世紀後半に大日

坊能忍が建立した禅宗寺院三宝寺の推定寺域内にある(図 1)。三宝寺は七堂伽藍のほか僧坊48坊を有

する寺であったが、永禄年間 (l 558~1569年)の兵火で焼失したといわれている。

本調査地周辺では過去に3次の発掘調査(SP96-1・01-1、DTOO-1)が行われ、寺院の存在をう

かがわせる軒瓦や一石五輪塔、輸入青磁碗などが出土した(図2)。

2002年3月6・13日の両日に試掘調査を行ったところ、地山とみられる砂層の上面で中世と推定

される落込みが確認された。そこで関係各機関の協議を経て、本調査を行うことになった。

調査は試掘結果に基づき、地山直上までの地層を除去すべく重機掘削を開始したが、途中、後述の

第1層で縄文土器を検出したため、予定を変更し、重機掘削は第2層上面までとした。以後は、人力

により掘削精査し、図面 ・写真などで記録した。現地での調査は 5月24日に完了した。

なお、本調査で使用した基準値は世界測地系に基づく国土平面直角座標第VI系による。

図l 調査地周辺の遺跡 図2 調査地位置図
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三宝寺跡、伝承地の調査第XII章

2 )調査の結果

i )層序(図3・4) 

本調査地の南半は、すでに後述の地山である第7ii層付近まで削平されていた。北半部の観察に基

づく層序は以下のとお りである(図3)。

第O層 :近世から現代までの地層である。

第 1 ~ 3 層 : いずれも唐津焼・肥前磁器などを含む近世の整地層である。 第 l 層が茶褐色シルト層、

どの層からも中 ・近世遺物とともに縄文土第2層が灰白色砂層、第3層が灰褐色シルト混り砂層で、

器が出土した。調査区北半東部の地山上面で第3層を埋土とする遺構を検出した。

第4層 :灰黄褐色中~細粒砂の整地層で、調査区西端や東半は削平され、失われている。後述の溝

80601の最終的な凹みを埋め、瓦器などの中世遺物を含む。本層からも縄文土器が出土した。

第5層:灰褐色砂~シルト層で、 80601廃絶後の埋土である。中世の遺物と縄文土器が出土した。

L2土ー→
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第6層:80601に堆積した水成層で、黄褐色シルト混り砂薄層と暗灰黄色砂混り粘土質シルト薄層
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SP02-1次調査第2節

の互層である。中世の遺物を含む。溝が機能していた時に堆積したものであるが、最下部には小さな

凹みがいくつかみられ、その中にたまった砂は溝掘削時の堆積の可能性がある。中世の遺物とともに

縄文土器が出土した。

第7層本層以下から遺物は出土しておらず、地山と考えられる河成の砂層である。

最高所の標高が3.5mで、地山最上層は黄褐色中~細粒砂(7i層)からなり、標高2.9m付近まで続く。

生物による擾乱を受けている。以下標高2.2m付近まではラミナが顕著で、、擾乱を受けていない層で

ある。上位が灰黄褐色のやや粗い砂層(7ii層)、下位が灰黄褐色細粒砂層(7iii層)である。7iii層には

水平方向の鉄分の帯が2条みられた。この下には擾乱を受けた粗粒砂混りの灰白~暗黄灰色砂(7iv . 

7v層)が標高2.5m付近まで、続き、その下にまたラ ミナの顕著な灰黄~淡灰黄色の砂(7vi層)がある。

7vi層で、みられた平行ラミナは緩く傾斜しており、 東北東から西南西方向への水の流れが考えられる。

この地が頻繁に洪水に見舞われ7vi層で、は細粒砂から粗粒砂へと堆積する逆級化が数単位観察され、

このあたりは水没と離水を繰返した三角州のような

場所であったと考えられる。今回の調査で観察しえた層はこの7vi層までで、最深部の標高は1.8mで、

ていた状況がうかがえる。こういった状況から、

ある。

この河成の砂層(第7層)は標高-13.5m付近まで調査地西隣のボーリングデータ(図4)によると、

続き、その下には今から5，000年前頃までに堆積したといわれている完新世の海成粘土層(中部海成粘

/ 
身、，

¥崎920

土層Ma13)が堆積している。
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第XlI章 三宝寺跡伝承地の調査

ii)遺構と遺物(図5~ 7) 

本調査では地山上面で中世の溝、近世の土墳とピットを検出した。本調査地に堆積する地層の多く

は、泥をほとんど含まない砂層であるため、遺物は風や水流 ・踏込みなど、外部の力が働くと最初に

廃棄された位置から動く可能性がある。実際、各層 ・各遺構の遺物は、さほど出土量も多くはないの

に時間幅のあるものが、同一の層や遺構から出土している。また元の位置から動いていないことを確

認できた遺物もない。したがって各層・各遺構の時期の厳密な判別は避け、考えられるおおまかな時

期を示しておくことにする。

a.中世の遺構と遺物

S0601は幅約 5m、深さ約 1m、断面逆台形の人工の溝で、調査区北半部の中央から南西隅にかけ

ての約18mを検出した。南半部は大きく削平されているため、底面の一部を検出したにすぎない。溝

機能時である第6層では数回の大きな流れが観察された。また、第6層にみられるラミナや底面の標
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図6 出土造物(縄文土器)

第6層(l・ 19)、第5層(3・14・21)、 SK305(8)、第3層(4・6・7. 9 ~ 11 . 18・20・22)、第2層(13)、第l層

( 2・5・16)、撹乱(12・15・17)、精査中(23)
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図7 出土遺物(中世・近世)

第6層(24・25・29・30・32)、第5層(33)、第4層(27)、第3層(26・28・31・34)
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第2節 SP02-1次調査

高からみて、溝は北北東から南南西に流れていたものと思われる。

第6層の出土遺物には図7の土師器皿24・25、瓦器皿29、産地不明の中世間器の高台30、瓦質土

器火鉢32などがあり、瓦器の特徴などから14世紀以降のものと考えられる。これら中世後半の遺物

に混って縄文土器(図版下段と図6の1・19)も出土した。中世の遺物が磨耗しているのに比べ、縄文

土器はほとんど磨耗していない。

溝廃絶後に堆積した第4・5層の遺物は、丹波焼か備前焼とみられる陶器の壷33(第5層)と土師器

三足釜27(第4層)、および縄文土器3・14・21(いずれも第5層)を図示した。27は13世紀頃のもので、

陶器の査33は備前焼であれば16世紀末頃まで下る可能性がある。したがってS0601は中世後半の溝で、

中世末までに埋まっていたのではないかと考えられる。

b.近世の遺構と遺物

調査区東半で検出された図 5 で300番代の遺構はいずれも第 3 層で埋ま っ ている 。 深さは0 . 2 ~ 0 . 6

mで、平面が楕円形や不整形のものが多く、建物の柱などとして組合うものや性格のわかるものはな

い。第3層からは図7に示したように、瓦器椀28、土師器皿26、備前焼大斐31、肥前磁器碗34といっ

た中世後半~近世の遺物が出土したので、これらの遺構も近世のものと判断した。SK302・303・305

からはあまり磨耗していない縄文土器も出土した(図版下段および図 6の8、SK305出土)。

c.縄文土器

縄文土器は第 1 ~ 6 層のすべての地層から出土している。 約 180点出土したが、すべて破片である 。

これらはいずれもあまり磨耗していないが、接合したものはなかった。大半が深鉢とみられる。施文

された縄文は、縄目の大きいもの、小さいもの、縄の撚りが粗いもの、密なもの、縄の間隔の広いも

の、 ~Xいものなど、さまざまである 。

おもなものを図版下段と図 6 に示した。 1 ~ 8は口縁部、 9~23は体部である。いずれの個体も外面

に等しく縄文を施し、内面をナデて仕上げるが、 1と14は内面にも縄文がみられる。また1と4は口縁

端面にも縄文を施している。5は口縁外面の下に突帯が2条巡り、口縁と突帯の端部を半蔵した細い

管状の工具で等間隔に刺突している。 8も口縁端部に同様の刺突があり 、6の口縁の刺突は半載しない

細い管状の工具によるものである。7の口縁端部の刺突も工具によるが、その形状はわからない。外

面の刺突は2~4にみられ、 2の刺突はほかよりも大きい。 工具による外面の沈線は5~8 ・ 13にみられる 。

総じてみると、表面全体に縄文をつけたのち、指や棒・竹などの工具による刺突や沈線を施してい

る。また、口縁先端に刺突や縄文が施されたものもある。こうした特徴は縄文時代中期末~後期前半

(約4，000年前頃)のものにみられ、今回出土した縄文土器も同様の時期のものと考えられるが、今回

出土した縄文土器の中で型式まで推定できる資料はない。

3 )まとめ

過去に行われた調査でも中世後半の溝がいくつか検出されている。畠の畝間とみられる幅 1m程度

の小溝と 、幅 2 ~3 mの大溝 2 条 (SP96-1 . DTOO-1次調査)があるが、大溝の方向はどちらも北西

から南東方向で、今回検出されたS0601と交差する方向である。これらの大溝と比べ、 S0601は溝幅
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第XlJ章 三宝寺跡伝承地の調査

も5mとさらに広く 、また地山上面や溝の検出面 ・底面などの標高も、 8D601のほうが高い。したがっ

て、どこまで続いているのか、あるいはそれぞれがいつの時期に機能していたのかなど、さらなる検

討の必要はあるが、同時に機能していたとすれば、8D601は幹品泉水路であろう。また、これらが同時

併存で、繋がっていたとすれば、これらの溝によって区画される部分に建物など遺構が存在した可能性

が考えられる。

次に、本調査の最大の成果として特筆すべきは、縄文時代中期末~後期前半にこの付近で人が活動

していたことが確認されたことである。出土した縄文土器が後世の遺物よりも磨耗していないことは、

本調査地のきわめて近くに未知の縄文の遺跡が存在したことをものがたる。

これらの成果は、今後の研究や調査を進める上での大きな手がかりになったといえよう。

なお、本遺跡の調査の成果は、『葦火.uoo号や大阪歴史博物館の特集展示『新発見 !なにわの考古

学2002 .1 (2002年 7 月 3 1 日 ~ 9 月 23 日)、大阪経済大学の特別展『東淀川の歴史と美術.1 (2002年 9 月

30 日 ~ ll 月 1 2 日 ) などで速報したので参照されたい。

参考文献

松尾信裕2002、「三宝寺跡伝承地で、見つかった縄文土器J:大阪市文化財協会編『葦火.1100号、 p.7 
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あとがき

本書では2001・2002年度に実施した18件の発掘調査と 2件の試掘立会調査の成果を収録

した。収録した遺跡、は13遺跡を数え、時代・性格も多岐にわたっている。中之島6丁目所在

遺跡は新発見の遺跡であり、伶人町遺跡・ 三宝寺跡伝承地は調査数も少なく 、読者諸氏には

なじみの少ない遺跡であろう。一方、大坂城跡は著名であるが、本書に記載した豊臣期の達

磨窯は市内で初めての発見であり、大坂城の研究に一石を投じるものであろう 。このように

新発見の遺跡はもとより、調査が進んでいる遺跡においても日々、成果はあがっている。

本書は基本的には調査終了直後に調査担当者が作成した報文を合冊したものにすぎない。

そのため各調査の報告は短く、十分な検討、意義づけなどできなかった感もあるが、速報性

を重視した結果とご寛恕願う次第である。

本書を通じて大阪市域の歴史の解明に繋がることを望む。

(松尾信裕)
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所ふ収り遺が跡な名 所ふり在由主な地 コ ド
北kJ~ 東経 調査期間 調査{m'商)有i 調査原因

市町村遺跡番号
ふ"で なにわ なん"な，・
船出遺跡卜 浪速区難波中3 27111 34'39'25" 135'30' 10" 20030227 ※4 大阪市による建設工事
命難ん波"地貝いそ!宵う遺跡

控住害吉時区山特之畏内35 
27111 34' 39' 35" 135'30' 10" 20030306 ※3 大阪市による建設工事

や山ま之のう内ら遺跡 27120 34' 35' 15" 135'30'20" 20011009-1015 35 大加土木による建設工事
あ阿べ倍のす野じ筋みな南み遺跡 あ阿倍べ野の区阿倍野筋527119 34'38' 10" 135'30' 50" 20020509-0515 33 有限会社ワイズ ケイによる

建設工事
伶..・じ人んら町よう遺跡

て天て天んん王王ののうう寺寺じし区区U逢ふ筆Uで坂さヶがかさ崎i き 27109 34'39'05" 135' 30' 55" 20030121-0225 105 |宗教法人一心寺による建設工事

組l工谷遺跡 27109 34'39'38" 135'31' 43" 20020121-0219 170 近鉄不動産株式会社・

新星和不動産による建設工事
難舎に波わさ京"朱す雀~<大JjJ.路S じ跡て天ん王のう寺じ区北Sた<，山.. 町2う

27109 34'39'25" 135'31'35" 20010402-0426 125 大阪市住宅供給公社による

建設工事
4難kにわ波のみ宮や跡 ら中・う央おう区上え2町2-1 

27128 34' 40' 40" 135'31'34" 20010420-0508 100 中道不動産株式会社による

建設工事
ら中揃う央おう区ぱ馬ん場ぱ，町zうl 

27128 20010604-0702 120 山口興産株式会社による

建設工事
ら中・ろ央"う区d安bん堂どう寺じち4町4l 

27128 20020729-0806 50 アーバンライフ株式会社による
館".う造ぞう寺じら町4号I 

建設工事
2大"，き坂かじ城，う跡 加中う央"ヲ区石4二〈宮町ら2 

27128 34'41'03" 135'31' 43" 20010409-0427 164 株式会社日経プレステージ

による建設工事
ら中.，央"う区和Lずみ泉ら町よ令l 

27128 20020423-0706 530 大阪市教育委員会による

建設工事
色中M・ぅ央Mう区東ひ.'し高こう腿S言、吋橋!C 

27128 20020617-0627 39 大地建設株式会社による

建設工事
a中~OO'"央J'う 区上うえ 1本2んま町もに西し2 

27128 20030303-0310 25 日本パナシ一株式会社による

建設工事

大坂城下町跡
e中a・う央S幻区l本aんI1ITz

27128 34'40'55" 135' 30' 30" 20020705-0801 134 三甲リース株式会社による

建設工事
色中。ぅ央J'う区肘瓦測ら町まら l 

27128 20020917-1118 300 船場瓦町建設工事
舎中か之のL島26丁目 北区中之島6 27127 34' 41'05" 135'29' 15" 20020801 -1003 298 味の素株式会社による建設工事

所在遺跡

森小路遺跡
器東購淀川叫区瑞=光37 

27117 : 34'42'55" 135' 33' 40" 20020301-0419 250 大阪市交通局による建設工事
三:さん宝ほう寺じ跡伝承地 27114 34' 44' 50" 135'32' 45" 20011022-1101 50 大阪市交通局による建設工事

東ひがし淀よどv川 すみ
区大隅2 27114 20020415-0524 355 学校法人大阪経済大学による

ず瑞い光ニう3 
建設工事

所収遺跡名 種別 主 な時代 主な遺構 主な遺物

山之内遺跡 集落 古墳 竪穴住居 l棟 土土師師著器書ー須恵器
阿倍野筋商遺跡 集落 古墳 小穴 i~i 

伶人町遺跡 集落 鎌倉~室町 井戸土城 土師器 ・瓦質土器・青磁

紺|工谷遺跡 集落・社寺 平安~鎌倉 1非 土師器 ー須恵lllf・瓦器-白磁・瓦

船出遺跡 その他 江戸 耕作土 須恵器・瓦器・国産陶磁器

難波貝層遺跡 その他 古代~中世 耕作土 土師器
'・

難波京朱雀大路跡 その他 江戸 井戸土城 土師器陶磁器瓦

難波宮跡 宮跡 ・減郭 飛鳥~奈良 柱穴構 土師器須恵器

安土桃山江戸 構・井戸 ・土験 国産陶器輸入陶磁器瓦

大坂城跡 集落・城郭 安土桃山・江戸 石垣 ・篭 ・穴蔵 国産陶磁器 ・輸入陶磁器 ・瓦・ 鋳型

窯 安土桃山 達磨窯 i非 輸入磁器瓦・木製瓦箔

大坂城下町跡 集落 奈良安土桃山江戸 井戸 ー土嫌.ifl，"礎石建物 土師器須恵器国産陶磁総輸入陶磁得瓦

中之島6丁目 蔵屋敷 江戸 石垣 ・基壇礎石建物 国産陶磁器 ・瓦

所在遺跡 土綴 '1梓

森小路遺跡 集落 弥生古墳 室町 構土鳩井戸 弥生土器・土師器・須恵器・瓦質土器・石斧・石庖丁
'・・..............

三宝寺跡伝承地 集落 鎌倉・室町 i1l> 縄文土器土師器須恵器瓦器・瓦質土探
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